

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　エロゲなんてモノは、だいたいが異常でツッコミどころ満載である。

　理由はたくさんある。まずは主人公の家庭からいこう。

　大抵のエロゲ主人公の親は家に居ない。なぜか居ない。妹や幼なじみに朝起こして貰もらうためにか、部屋に女を簡単に連れ込みたいというシナリオライターの都合か、くわしい理由は分からない。居ない理由としては海外出張している事もあるし、親元を離れ一人暮らしや寮生活を行っている事もあるし、初めから亡くなっている場合もある。

　また家に親が居ない上に世話焼きな美少女の妹がいるのかよ、なんてツッコミを入れたくなるが、エロゲではコレが普通なのだ。

　そう、ちょっと特殊な家庭で生活している事が多いのが、エロゲの主人公である。

　ツッコミどころ満載なのは家庭だけではない。エロゲ主人公に持ち得る特殊能力『エロゲ主人公補正』もそうだ。

　たとえば女装して女子校に通うというエロゲは、なぜか正体がばれない。何らかの特殊能力を使っているとしか思えないぐらいにばれることはない。とあるエロゲでは水泳の授業があったのにばれることはなかった。まあそのゲームでは主人公の代わりに幽霊が代理出席したから、ばれるわけがなかったのだが。

　うん、幽霊が出席したらそりゃばれるわけないよな（錯乱）。

　しかし、だ。『なんで今まであんなことがあってもばれなかったのに、どうしてそこでばれる!?』というタイミングで正体が露見するのもざらだ。体育で獅し子し奮ふん迅じんの大活躍しても外れることのないウィッグが、なぜかヒロインと小さな小競り合いで簡単に外れるのだ。

　うん、ヒロインとの小競り合いじゃ仕方ないよな（錯乱）。

　少し本題から外れるが、本来なら『女子校に男子が女装して通う』という前提からして、異常きわまりなく一般人には理解しがたいものである。ただエロゲ界においては至って普通の出来事であり、玄人くろうとでなくとも何ら違和感を持たずにシナリオに没頭できるシチュエーションである。これに違和感を持つのはよっぽどのエロゲ初心者だけだ。

　また、主人公のモテっぷりもエロゲ主人公補正の一つと言えるだろう。

　主人公の周りには、綺き麗れいどころが集まる。お兄ちゃん呼ばわりする美人妹や義妹。頼んでもいないのに朝早くから起こしに来て、勝手に布団をめくって朝立ちにビビり、張り手する美少女幼なじみ。才色兼備で容姿端麗で凜りんとした佇たたずまいなのに、エロエロなシーンになると急にしおらしくなる生徒会長。はたまた大学を出たはずなのに小学生にしか見えないロリ教師まで。それらが本当になんの取り柄もない、ただ少し優しいだけの少年に集まり、欲情するのだ。彼女らは淫魔サキユバスのたぐいなのだろうか。いや主人公が男淫魔インキユバスなのか。

　とはいえ異常なのは主人公だけではなく、ヒロインもだ。

　現実に居たらどん引きするであろう口癖のチョロインや、プロの格闘家もびっくりなほど戦闘力のあるヒロイン、高校生の子がいるくせに見た目が娘と変わらない若さの主婦ヒロイン、しょうがくせい　としか　みえない　ひろいん。

　ただ、どんなに若く見えるヒロインがいたとしても、ゲーム開始時に『登場人物は全員十八歳以上です』と表示されるため、プレイする紳士諸君エロゲプレイヤーはとても安心し自家発電に励むことができるだろう。

　さて、ストーリーもまた、頭のネジがぶっ飛んでいる。漫画、アニメ、ドラマなんかに比べても、遥はるかにぶっ飛んでいる。

　一つ例を挙げるとすれば、あれがいいだろうか。あるゲームの男主人公の家は父子家庭であり、しかも兄弟が男しかいない。つまり男のみの家庭だ。そして隣の家族は母子家庭でかつ、子供は姉妹しかいない。つまりこちらは女しかいない。さて、そんな男だらけの家の父親は、とても娘が欲しかった、そして隣に住む女だらけの家の母親は息子が欲しかった。親たちは考え抜いた末、名案をひらめいた。




　そうだ、息子と娘を交換しよう。




　エロゲなら起こり得る。なんという迷案であろうか。そして主人公は交換に出され、いきなりハーレムとなるのだ。

　紳士淑女エロゲプレイヤーは感動するだろう、なんて素晴らしい設定なんだと。しかし一般人は思うだろう、なんだこの超展開は？

　先にも話した女子校に女装通いもそうだ。いきなりハーレムだ。そして声を大きくして言えないが、抜きゲと呼ばれるエロに特化したエロゲは、初心者でなくとも理解しがたい超エロ展開すらある。

　つまり、エロゲとは一般的思考が通用しない、一種の超世界なのである。

　もしそんな超世界に来てしまったとしても、主人公なら一部のゲーム以外ではあまり問題にならないだろう。そして主人公は世界の中心で、とてつもなくモテるのだから。

　でも自分がその世界の中心主人公ではないと分かったならば。その世界は一歩間違えれば地獄と化す。

「やべえ、やべえよ……」

　鏡に映る自分は、自分なのだけれど自分ではない。いや鏡に映る人間は自分の思い通りに動くのだが、見た目が自分ではない、と言った方が正しいか。

　そして、この顔、明らかに……。

「絶対あのエロゲ主人公……じゃなくて横で騒いでるモテない友人だよな……！」

　思わずその場で膝をついた。







　エロゲ主人公の友人とは、たいてい不遇である。

　とある友人は無駄に奇行を繰り返し、ヒロインから汚物のような扱いを受けることもあるし、とある友人は二股主人公に絡まれ、仲を取り持つために奔走することもある。

　そしてなによりエロゲ友人キャラにありがちな設定であり、不遇と至らしめる一番の理由は『モテない』である。

　彼らは非常にモテない。特に美女とはお近づきになれない。理由は簡単だ。主人公プレイヤーが気に入った女の子が主人公の友人とくっついたらどうなるかを考えればいい。すぐさま土砂降りのように苦情が来て、ユーザーが激減するからだ。

　俺だって気になっていたかわいい女の子が、画面にちらちら出てくる糞くそ男おとこにとられでもしたら、画面を突き破る程の正拳突きをかましてしまう可能性は大いにありえる。また、すぐさまサポートページに飛んで罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立て、今度は某掲示板サイトや批評サイトで狂ったように批判したのち、傷ついた同志とむせび泣きながらも励ましあっていることだろう。

　さて、鏡に映る俺『瀧たき音おと幸こう助すけ』は超不遇にも不遇にもなりえる、可変キャラクターだ。もちろん優遇、とまではいかない。

　このキャラが登場するゲーム『マジカル★エクスプローラー（通称マジエク）』はクリックゲーとも呼ばれる戦闘シミュレーションゲームである。ゲームプレイヤーは学園生活を行いながら、授業やイベント等で行くダンジョンで戦闘を行い、自分や仲間を強化していく。またこのゲームは武器防具、魔法、魔道具等を製作することもでき、自分専用の特別な武器やらを装備させることもできるし、商店を開いて都市一番の錬金術師兼商人を目指すこともできる。

　無論これはエロゲのため、恋愛要素もしっかり存在する。むしろメインが恋愛要素だろう。

　日々の生活では美人かつ実力者のヒロイン共が異常なほど絡んできて（主人公のみ）、神に祝福されているのではないかというぐらいエロハプニングが起こる（主人公のみ）。風呂覗のぞきはなぜか成功し、ヒロインたちのアーンな姿を見ることだってできる（主人公のみ）。

　主人公の友人である瀧音幸助は、いちゃいちゃする主人公を横目に、半泣きでハンカチを嚙かんでいるような、いわゆる三枚目。そう、引き立て役君だ。

『あの子超かわいいだろ、実はな……』とか、『あの子は学園一の美少女ともいわれているぜ』とか、やたら語るものの、そのすべての女性はすべて主人公に持っていかれてしまう。もちろんであるが瀧音幸助に用意された女性はいない。

　用意された女性どころか、嫌われていたぐらいだ。それなりのイケメンではあるらしいが、空気を読まずエロ発言をしたり、アホとしか思えない行動をしていれば、残念ながら当然であるとしか言えないが。一応例外として、何人か嫌悪しないヒロインもいるにはいるが、それはごく一部だ。

　だからこそ瀧音幸助を主軸として恋愛シミュレーション視点で見れば、かなり不遇といえるだろう。

　また戦闘面でも不遇な方だ。そもそも男性キャラクター全体がパッとしない性能になりやすい傾向がある。当然だ。エロゲをプレイする紳士淑女が何を求めているかといえば、嫁にしたい美少女ヒロインである。

　求めているヒロインが強ければ、人気も上がりやすい。人気が上がればグッズの売り上げが上がる。なにより開発者たちがヒロインが好きで、なるべく強くしたいと思っているんだから、ヒロインは強くなるに決まっている。

　ただ、その中で瀧音幸助の能力は悪くはない。悪くはないのだが、超玄人向けの性能であることと、専用武器が無いこと、そして何よりヒロイン達が優遇されているため、対比して不遇に見える。終盤はほとんどの人がメインパーティから外してしまうであろう。もちろん俺も外した。どう考えたってヒロイン使いたいに決まってる。

「はあっ」

　目の前に映った瀧音幸助が大きくため息をつく。

「とりあえず俺が本当に瀧音幸助なのか確認するか……」

　と瀧音幸助のアイデンティティともいえるマフラーを外しながら、少ない可能性をつぶしに行く。しかし、

「現実はかくも非情なのか」

　なんでこうなったんだろう？　どうやら俺は本当に瀧音幸助らしい。この体は自分ではない。理由は……不明だ。戻る方法も不明だ。

　それに今考えるならば原因よりも、今後どうするかだ。原因がすぐ分かるなら考えても良いが、そうではないだろう。ならばまず今後どう生活するかを考えた方が建設的だ。

「ここってマジカル★エクスプローラーの世界なんだよな」

　日本ではない。魔法と機械技術が融合して発展した世界だ。エルフ、獣人、ドワーフだって居るファンタジー世界なのだ。

　ならば。

「俺って魔法……使えるんだよな？」

　いや、使えないわけがない。先ほど自分が瀧音幸助だと確認したときに入学の案内も見つけた。こいつはツクヨミ魔法学園に入学が決まっているのだ。

　魔法学園に魔法使いじゃないやつが入学できるだろうか。

「魔法かぁ」

　使えるならぜひとも使ってみたいとは思う。ていうか、使えなければ学園退学じゃないか？　うん、ならばどうやって使うのだ？

「ゲームだったらマウスでクリックやら勝手に発動してたりなんだけどな」

　画面じゃあないしクリックなんてできない。そもそもステータスすら見ることができない。自分のＨＰとかＭＰが見えるくらいしてほしいが、まあ無理だろう。

　だが、こいつは魔法使いだから入学できたのだ。であれば魔法に関する教科書のような何かが残っているのではないか？

　椅子から立ち上がってリビングを出る。

　瀧音幸助はゲームの設定どおり、学力はお世辞にも良いとは言えないらしい。教科書やノートに封印されたテストは、半分程度しか丸が書かれていない。また魔法の歴史書や国語の教科書に写されている有名らしい人物の写真には、レベルの低い落書きがしてある。

　なんだこいつは授業をしっかり受けろよ、なんて思ったが一年前の教科書からはその落書きはぱったり無くなった。そしていたるところに魔法式やら魔法陣やら、魔法に関する何かが書かれるようになっていた。

　俺は魔法の歴史書を閉じる。そして本を持ったサルの絵が描かれた魔法書、それもやけに綺麗な魔法書を手に取る。

「サルでもわかる魔法、ね」

　何ら書き込みもなく、折り目すらもなく、開いた形跡さえなさそうな綺麗なままの本をぱらぱらめくる。浮かんだ疑問もあったが少し考えても答えは出ず、結局考えることを放棄した。とりあえず読んでみよう。

　本に書いてあることを信じれば、この世に生まれた生物には魔力が備わっているらしく、また大気中にもその魔力というものがあるらしい。これはゲームで見た設定と同一である。

　そしてその魔力を利用して起こす奇跡、魔法。火を生み出し、水を生み出し、風を生み出し、土や金属でさえも生み出す。

　ただ起こす奇跡に比例して魔力を消費するため、魔法使いはある一定以上の魔力量を持たなければならない。一般人と魔法使いの一番の違いは、この魔力量にある。らしい。もっともゲームと同じであれば、瀧音幸助は学園の教師ですら舌を巻くほどの魔力量を誇っているはずだ。魔力量だけなら。

「あー、書いてあるとおりにしてみたが、これかな。でもなんか変な感じがするんだよな……」

　たとえて言うなら目や耳が光と音を認知しているみたいに、体全体が新たな感覚器官になってしまったような。それでいてその不思議な温かみのある魔力みたいなものは、全身からあふれるくらいに感じられると同時に、体の外にも似たようなものが存在しているように思う。そして外の魔力は俺の体をソフトタッチしてきていて、正直くすぐったい。

「なんで意識したとたん、こんなに感じられるようになったんだ？」

　考えたところで答えはでない。そもそも魔力自体をよく知らないのだから当然か。だったら魔法を試してみよう。もし使えればやっぱりこれは魔力だったといえるだろう。

「ええと、『ライト』」

　魔力の少ない一般人にも使えたりするとまで書かれていた、灯あかりの魔法『ライト』。正直に言えば『ライト』ですら、本当にできるのかと半信半疑だった。魔法なんて今まで一切触れていなかったのだ。でも思考とは裏腹に、現象はすぐに現れた。

「うそだろ？　マジかよ……」

　目の前に浮かぶ光源。手で光源の周りの空を切る。電線の役割をしているヒモやらが無いかを確認するも、何もぶつかることは無い。今度はゆっくりその光源に手を近づけていく。

「は、ははっ、はははっ、すぅぅっっげぇええ！」

　ただ光源に接触することは無かった。また熱もなかった。ただ手がその光源を貫き、切り裂く。しかし光源は最初の形のままだし、そこから微動だにしない。魔力の供給を止めると、その不思議な光源はすぐに消えてしまった。

　俺は部屋の電気を消し、カーテンを閉める。そしてもう一度魔法を使った。

　ピカ、と薄暗かった室内が、不思議な光球によって照らされる。俺が魔力供給を止め、消滅するよう唱える。するとすぐにその光球は光を失い、あたりは薄暗闇になる。俺は再度ライトの魔法を唱え、室内を照らす。

「信じられねえ……」

　生み出された光球は電気を動力とする熱を持った光ではない。魔力によって生み出されたライトだ。すぐに魔力の供給を止めて、ライトをまた消す。魔法を発動させると、ピカ、とあたりが照らされる。

　すればするほど感動した。そして魔法という摩ま訶か不ふ思し議ぎな力に心が躍る。

　他者からすれば、何をやってるんだと思われるかもしれない。だって俺がやってるのはライトという、魔法使いが初めて覚える魔法だ。幼稚園とか小学生くらいの魔法使いが一番初めに覚えるらしい魔法だ。なに、おまえはそんな当たり前の魔法で感動しているんだ、と言われたっておかしくない。でも仕方ないだろう。

　もし電気の概念がまだない世界の住人が、いきなりテレビやらネットやらを見たらどう思うか。失禁とまではいかなくても腰を抜かすことはありえるだろう。でも俺たちの世界は電気があることが普通で、小さいころから慣れてしまってるんだ。だから驚かない。

　魔法だって同じなんだろう。こんなので驚く俺を馬鹿にする奴やつは、この世界の奴に腐る程いるだろう。だが言ってやりたい。魔法のない世界から来てみろ。おまえらはたかがライトというかもしれない。だけど俺にとっては電気を使わない空中浮遊するライトなんだ。

「すっっっっげぇっ………………！」

　ライトをつけて消して、またつけては消して。繰り返すたびに感動し、一つの思いが心の中に生まれる。

　作り出された光に手を伸ばし、包み込むように手をかぶせる。そしてゆっくり手を開き、まったく衰えることのない光を見つめる。それをしていくうちに、自分の心の中でくすぶる何かに、だんだんと火が付いていった。

　魔法を使っていろんな事をしてみたい。

　魔法はライトだけではない。攻撃魔法、防御魔法、回復魔法、補助魔法、ネタ魔法、エロ魔法。数え切れない種類の魔法がある。俺はそれを使うことが出来るのだ。瀧音一人では難しいが、仲間に頼ったりアイテムを使うことで飛行することだって可能だろうし水中を自在に泳ぐことも、水中で呼吸することも可能になるはずだ。また戦闘用の魔法をしっかり扱えれば、『ダンジョン』にだって挑めるだろう。

　そうだ、そうだよ！　この世界には『ダンジョン』があるんだ。

　俺は世界に存在するダンジョンを冒険できるのだ。マジカル★エクスプローラーの設定通りなら、この世界には数多あまたのダンジョンが存在している。

　舞台となる学園は特にダンジョンの多い地域に建っている上に、転移魔法陣のおかげで数十のダンジョンに挑戦出来た。ゲームなどによくある洞窟や遺跡風のダンジョンや、忍者屋敷のような和風ダンジョンもあれば、仕切りなど一切ない広々とした草原が広がるダンジョン、渓谷、火山、雪原、浮遊島。さらにはアニメでよく使われる、鏡のような湖をモチーフとしたダンジョン、壁全体が宝石のように輝く水晶で出来たダンジョンなど幻想的なダンジョンもある。

　そんなダンジョンに俺は行くことが出来るのだ。

　そう、俺はファンタジーの世界に居るのだ。幻想を目の当たりに出来るのだ！

　いや、よく考えてみろ。ダンジョンだけではないじゃないか。

　世界もだ。世界には面白い物がたくさんある。ここは日本のように自動車、スマホのような物が存在している。それらの動力はすべて魔力や魔石という設定だった。

　俺は魔法の道具が使えるのだ。魔法の道具はどんな仕組みになっているんだろう、魔石とはどんなことが出来るんだろう。知りたいことが数え切れないほどある。そしてそれらは調べれば回答が得られる世界なのだ。これは夢物語ではない、現実なのだ。

　しかもこの世界には人類がまだ到達できていない大陸の中心、地球ではありえない天空に浮かぶ城、地底には大迷宮、海底には龍りゆうが住むと言われる宮殿もある、森には小さな山よりも大きい巨大な世界樹があるという設定だった。ゲームでは学園とダンジョンが主だったから、そういった場所があるという情報だけで、実際に行くのは数カ所だけだったが。

　でも俺はゲームに縛られていない、自由なのだ。

　そんな楽しそうな場所へ主人公やヒロイン達と一緒に行くことが出来るのだ。

　またこの世界にはエルフやダークエルフや獣人やドワーフや竜人など、地球にはいないファンタジーな種族達も居る。そんな人たちと交流も可能だ。仲良くなれば一緒に冒険にいけるかもしれない。

　ああ、やりたいことが次から次へとあふれ、胸がいっぱいになっていく。だがしかし。

「でもダンジョンや世界を冒険するなら……強くならなければならないな」

　強くなる、か。強くなるんだったら自分を鍛えねばなるまい。

　瀧音幸助がゲームの設定通りなら大きな弱点がある。しかしそれ以上に使いこなせばとてつもなく強くなることが出来る、瀧音しか持たない特殊なスキルも持っている。そしてなにより俺には知識がある。最強には届かないだろうが強くなることは出来る。

　いや、待ってくれ。本当にそうか？　本当に最強になれないか？

　エロゲにおいて基本的に優遇されるのは運営やユーザーお気に入りの『美少女』達、そして自身の分身『主人公』である。

「そんな奴らを超えて、友人キャラで最強になれるのか？　いや、意外にイケるんじゃないか」

　あのチート共を差し置いて俺は最強になれるだろうか？

　ああ、理解している。彼女らは化け物だ。メインヒロインの一人は荒れ狂う風を自在に操り、鉄のような甲殻を切り刻むほどの風の刃を広範囲にぶっ放す。いくら重傷を負っていたとしても、瞬時に回復させるヒロインもいる。目にもとまらぬ速さで連続攻撃を行う特技を持っていて、終盤ボスですら一度の攻撃で粉々にしてしまうヒロインだっている。そんな彼女達が立ちはだかるのだから、最強への道のりは非常に険しいといっても過言ではない。

「でもどうせだったら……」

　それを理解してなお、俺は頂点を目指してみたい。でもだからといってヒロイン達の邪魔をし、弱体化させ勝利したいのではない。そもそも大好きなヒロイン達が成長しようと努力しているのに、それを邪魔するなんて言語道断だ。俺は普通に成長して強くなったヒロインを超えて、最強になりたい。

　主人公？　チートヒロイン達？　はは、超えるべき人達がいて、逆にわくわくしてくるじゃないか。

　もし俺がゲームの瀧音幸助ならば、だ。圧倒的な才能持ちで優遇された主人公やヒロイン達と戦える『特殊な能力』があるんだ。そしてその能力を生かすために必要な力も、あのアペンド四天王、三強、そして主人公よりもある。

　そして何より俺には『ゲームの知識』がある。

　ゲームの知識と言えば、これ以上ない最高のチートだ。最強になるために必要な『可能性』の入手先も知っているし、チートな『装備』の入手先も知っている。自分に有益な『魔法具』や『財宝』が眠っているダンジョンだって知っている。チート『スキル』がどこで入手できるか把握している。

　最強になるために最低限必要な物はそろっているじゃないか。

「決めた」

　なんでこの世界に来たのかは分からない。でもここで生活しなければならないなら、最強を目指して自分を鍛えてみよう。

　三強や主人公を超える最強を目指してみよう。

　そしてダンジョンだとか天空城だとか世界樹だとか、行きたいところへ自由に行ってみよう。

　この世界を満喫しようじゃないか！
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　さて、世界を楽しもう、そう思って行動を開始したものの現実は結構緊迫している。瀧たき音おと幸こう助すけには悲しい過去と現実があるようだ。

「ええと、両親は一年前に死亡、父方祖父もすでに亡くなってる。母方親戚とは縁が切れていて、知っている唯一の血縁であり世話になっていた父方祖母が病気で病院へ。それがきっかけで認知症が進み保護者の責をおうことができない」

　と、どうやら瀧音幸助は主人公をやれそうなほどベリーハード人生のようだ。いや、もはや他人事じゃないか。

「それにしても、こいつの境遇はひどすぎないか。あと、こんなやばい境遇だってのに、どうしてゲームではお調子者キャラなんだ？」

　……そういえばゲーム内でヒロインの少女が自分の家族のことを話しているとき、幸助は一瞬悲しそうな表情をしていた。すぐにいつものへらへら顔に戻ったから開発側のミスかと思っていたが、あれはミスじゃなくて裏設定だったのかもしれない。

　さて、この場合はどうすればいいんだろうか。そもそもここは日本に似ているが日本ではない。警察か市役所か学園に相談すべきか？

　幸いあの魔法学園には合格しているみたいだが、学費を払えるとは思えない。いやそもそもこのままじゃ飯も食えずにのたれ死ぬ。

「どうすりゃいいんだ……」

　途方に暮れていると、ピンポンと音が鳴る。音から察するにどうやら来客のようだが、出るような気分ではない。とりあえず警察にでも行くか？　ネットで相談できそうなところを探すか？

　考え事をしたいのだが、またもや鳴るインターホンの音に思考が途切れる。

　ため息をつきながら立ち上がって玄関へむかった。

「はいはい、どちらさ……まっ!?」

　そして思わず変な声を出してしまった。

　そこに立っていたのはやけに見覚えのある女性だった。

「ごきげんよう。ええと、瀧音幸助君よね？」

　こくり、と唾をのみこむ。

「が、学園長……」

　玄関前にはマジエクの舞台である『ツクヨミ魔法学園』の学園長である『花はな邑むら毬まり乃の』が笑顔で立っていた。




　さて、食事に誘ってくれたのが美女で、エロゲのおかげで知ってるからといって、ホイホイついて行くことはやめた方が良い。せめて行く場所をよく確認するべきだ。

「ごめんね、こんな場所しか用意できなくて……」

　花邑毬乃は申し訳なさそうにそういう。

　こんな場所だって？　とんでもない。ゼロが四個書かれた札達が、天使の羽をつけて空へ浮かんでいく幻覚が見えるぐらいの高級店だぞ。

「いえ、自宅近くにもこんな素敵なお店があったのかと驚くばかりです」

　花邑毬乃は学園長兼理事長として何度か主人公たちの前に現れるキャラクターだった。とはいえ、主人公たちには深く絡むことはない。裏で暗躍はするが。

　設定上、魔法界の重鎮で学園の理事長をしていたから、お金持ちであることは予想できた。しかしこれほどとは思ってもいなかった。

　小さく息をつきながら、サイコロ状に切られたお肉を口の中に入れる。まるでスポンジケーキのように柔らかく、一ひと嚙かみするだけで肉汁があふれ出る。こだわり抜いて作られたのであろう醬しよう油ゆベースのソースが、口の中を幸せでいっぱいにさせてくれる。以前食べていたサンダルの底みたいな奴と比べてはいけない物だ。
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　いままで食べたことが無いような豪華な食事をいただきながら、じっと毬乃さんを見つめる。年齢を一切感じさせないきめ細やかな肌。思わず触れたくなるような、ほんのりウェーブしている髪。そして優しい印象を与えてくれる、少し垂れた紫色の目。

「どうかしたの？」

　顔を見すぎたのだろうか。花邑毬乃は首をかしげながらそんなことを言ってきた。

　しかし『エロゲの登場人物が目の前に居るから』だとか『学園で教授をしている娘が居る年齢に見えないから』だなんて言えるわけもない。ていうかエロゲあるあるのおばさん美人であるが、これは若すぎるだろう。制服を着ていたら学生でも通せてしまえそうだ。

「いえ、魔法界の有名人がいるのが信じられなくて……」

　とりあえず適当なことを言っておく。この世界がゲームと同じなら、有名人なのは間違いない。

「あらあら、そんな気にしなくて構わないのよ。それにこれからはもっと気軽に接してもらうんだから」

　はて、と彼女が何を言いたいのかわからず首をひねる。

　花邑毬乃は目を細め真剣な顔をした。

「瀧音幸助君」

「は、はいっ」

　のほほんとしていた彼女はどこへやら、言葉に圧を感じ思わず姿勢を正す。

「単刀直入に言います。私の子になってもらいます」

「……？」

　え、今なんて言った？

「あなたは私の子供になります」

「……ゑ!?」

　どういうことだ。意味が分からない。なんでまた超展開がこんなとこで起こってるんだ！

「相談なしですすめてしまって申し訳ありませんが、魔法使い保護法に基づき親権はすでに私に移りました」

　親権が移った？　いやちょっと待てよ、一体どういうことだ？　確かに俺は親権を誰かに移すか、もしくは世帯主にならなければならなそうな気がするが、だったら市役所へ行って住民票やらの……あれ、この世界ってそこら辺どうなってるんだ？

　いや、今はそんなことはどうでもいい。花邑毬乃が親になるって？　ツクヨミの魔女だぞ!?　Ｓランクモンスターをソロで粉砕したという噂の有る魔女だ。成人した子持ちだってのに玉のような肌を保ち、学生にしか見えない容姿をしている魔女だ！　攻略対象に居なくて絶望し、仲間の紳士たちとユーザーサポートに突撃するきっかけとなったあの魔女だ。結局ヒロイン化しなかったし、イベントの追加もなかったあの魔女だ！

「よろしくお願いします」

「よ、よろしくお願いします？」

　その後、立て続けの不幸に見舞われた瀧音幸助へ、憐あわれみの言葉をかけてくれた。とはいえ中身が瀧音幸助ではなく、俺なのだ。さっぱり不幸の実感がわかない。

　それから花邑毬乃の話を聞くに、どうやら彼女は母親の親戚、しかも母親の従姉妹いとこらしい。母方の祖父が養うとも言っていたらしいのだが、母が遺言を彼女に残していたこともあって、毬乃さんが後見人となったとか。学費や生活費は毬乃さんが支払ってくれるらしい。

「それで君には私の持ち家に住んでもらうけれど、準備は大丈夫？」

「持ち家……ですか？　えっ学園寮じゃなくて!?」

　思わずツッコミを入れる。

　ツクヨミ魔法学園は国が出資している魔法教育機関である。実力も並ではなく、国中のエリートやら他国のエリート達が入学してくるほどだ。なぜアホの瀧音幸助が合格したのかわからないぐらいの超エリート学園だ。

　そんな多国籍が入り乱れる学園だからこそ、学園寮があるのだろう。瀧音幸助はゲーム内でその寮に住んでいた。それも主人公の隣部屋だった。

「もちろん、それでも構いません。でも私たちは家族になります。家は学園の近くだし、なにより仲良くなるために一緒に生活したいと思ったのよ」

　……ちょっと待ってくれ。混乱しっぱなしなのだが。

　そもそも俺が瀧音幸助になったことからして意味不明なのに、ゲーム内で語られなかったクッソ重い裏話知って挙げ句の果てに美魔女の住む家に居候？

　何でエロゲみたいな展開が起こってるんだ？

　いや、この世界がゲームの世界と同じであれば、エロゲ世界か。しかし俺は脇役という飾りのようなもので、少し息を吹き掛ければ吹き飛びそうな雑魚ざこなはずだ。そんな俺に彼女は家にこいと言ったか。しかし彼女の家には。

「でもたしか娘さんがいらっしゃいましたよね。彼女は嫌がるのではないでしょうか……」

　花邑毬乃の娘は若いながらも学園の教授をしており、主人公に重要な技を授けてくれるキャラだ。設定では亡くなった父親の研究を引き継いでいるとかなんとか。ていうか毬乃さんと母が従姉妹なら、毬乃さんの娘とは又従兄弟はとこの関係だ。

「それに」

　俺は言葉を続けようとしたが、彼女はまあ待てと手を出す。

「たしかに私には娘がいます。でもちゃんと了承を得てきてるわ。それにあなたは色々気にしなくていいの」

　いや、そう言われても……。俺が寮にいないことで、主人公のいくつかのイベントが進まなくなるんじゃなかろうか？

　もちろん口には出せない。どうすべきか考えていると、毬乃さんは小さく首を振った。

「……考える時間も必要よね。ただ、覚えててほしい。私たちはあなたを歓迎するわ」

　たぶん、なんらかの勘違いをして、気をきかせてくれてるんだろう。実は別の理由で悩んでいただけだが、まあ訂正するにも理由が思いつかないし、このままでよいかもしれない。

「すみません」

「もう、なに謝ってるの？　あなたは気にしなくて良いの、あと他人行儀はだめよ。それで寮が利用できるようになるのは一週間前から。今日から計算すると二週間後から利用できるわ。だから二週間が一つの区切りね。それまでに寮か私の家を選んでほしいわ」

「はい」

「それと住む住まないは別にして、一度私の家に来てね。娘も紹介したいし」

　まあ、それはそうだよな。何にせよ、一度彼女の娘である『花邑はつみ』と挨拶はしなければならない。一応親戚なんだし。

「ええと、それはいつでしょうか…………ええと、いつなの？」

　ぶすっとした表情で睨にらまれたが、語尾を変えるとすぐに笑顔に変わる。

「あなたの準備ができ次第。今からでも構わないんだけれど、さすがに準備ができないだろうし。そうそう。寮に行くにせようちに来るにせよ、荷物はいったんうちに送ってね」

　わかりました、と頷うなずく。

「ええ、お金は荷物が来た時に私が払うわ。知り合いの業者を利用するから、準備ができたら私に連絡を頂戴」

　と言われてはっと思い出す。

「そういえば俺連絡先を知らない……そもそもスマホとか持って無いんだけど」

　自分が瀧音幸助かどうか調べるときに、携帯やらスマホも探したが、残念なことにそれは見つからなかった。ゲームでは学園で主人公と端末情報を交換したから、実はもっているか、それまでに購入するだろうと思っているが。まあ学園に入学したらしたで、別の連絡方法も使えるようになって、そっちが主流になるのだが。

「忘れてたわ、そういえば一年前から持ってなかったわね」

　はて、一年前というと、両親が死んだあたりだろうか。理由はわからんが、彼に何かあったんだろう。

「これから買いに行きましょう」

「あ、いや別に電話が無くても困らないから」

　俺としては無理に欲しいとは思わない。そもそも連絡する相手もいない。

　彼女は眉を下げ、まるでかわいそうなものを見るようにこちらを見る。

「貴方あなたの両親が魔族に殺される前に電話が来たのでしょう。私にも電話が来たから知っているわ。それが、あなたの中でトラウマになっていることも察せる」

「っっ!?」

　瀧音幸助はどれだけ不幸なやつなんだろうか。もう彼にかける言葉が見つからない。

　そういえば主人公が瀧音幸助にかける電話は、必ず出なかった。寝てたとか言ってたけど、ただトラウマだっただけか！　つか両親魔族に殺されてたのか。どうりで魔族に対して過剰反応するわけだ。

「でも何かあったときに電話できる物があると違うから、できれば持っていてほしいの。万が一があれば私が駆けつけるわ」

　同情がきつい。てかこんなにつらい境遇なのに、学園であんなお調子者キャラやってるってもはや異常だ。多分いろいろ壊れてる。たまにぶっ飛んだ発言するキャラだと思っていたが、こんな境遇じゃ仕方ないかもしれない。とりあえず。

「ええと、買ってくれる？　スマホを持ち歩くよ……」

　至極心配そうに俺の顔を覗のぞく毬乃さんからは、

「無理はしなくていいからね」

　と声をかけられる。俺自身としては、無理してない。

　食事後すぐに携帯ショップへ向かいスマホを入手した。店に入るなり『一番高いものを用意して』と言い放つ新しい母に驚き呆あきれたが。

　それから少しして家に帰宅し、これからどうするんだと彼女に尋ねる。二人で早急に引っ越しの準備だろうか、それとも役所などの手続きだろうか？　色々考えていたが、まさかの答えだった。

「ごめんね、本当はもっと一緒に居たいんだけれど、これから仕事なの……」

　そういって彼女は家を後にした。俺をおいて。

　毬乃さんを擁護する言い方をすれば、彼女だって忙しいのだろう。それはわかる。彼女は学園の主であり、さらに魔法界の中でも権力者である。

　だが来て早々新しい母になるという爆弾発言をしたその日に、仕事でしばらく会えなくなるとかどういう了見だろうか。

　俺自身としては……まあたいしたことではない。この体に生まれ変わったのだか、入れ替わったのだかで不幸の実感が無いからだ。

　しかし瀧音幸助はいろんな不幸が続いたあとに、急に新しい親ができて家を引き払わなければならなくなったのだぞ。底知れぬ不安が渦巻いているだろうに、新しい母は傍にいてやらず、仕事へ行ってしまうと。

　もはや瀧音幸助は、ゲーム内で引きこもりになっていないのが疑問に思えるぐらいだ。ハイテンションで「マジィ！」とか「ちょぉそりゃないでしょ！」とか「あの子すんげーかわいくね？　ナンパしようぜ。お前暴漢の役な、俺がさっそうと助けるヒーロー役な」とか言ってたが正直信じられない。

「マジでかわいそうだな……」

　まあ瀧音幸助のことはいい、まず自分のことだ。

「それにしてもこれ……多すぎじゃね？」

　目の前に置かれているのは分厚い封筒。そこから顔を出す札束。毬乃さん曰いわく『一週間の生活費』らしい。一つ言えることは。

「毬乃さんは金銭感覚がマヒしてるな」

　封筒から束になったお札を出す。その金額は俺が高校時代に貰っていたお小遣い数十年分くらいはある。一週間ずっと特上寿ず司しの出前頼んだって消費しきれないどころか、普通に車が買える。

　全部使いきっていいよ！　と笑顔で言われたがどうやって使うのだ。ブランドバッグやら高級時計でも買えって言うのか？　ほかに高そうな物……この世界でいえば魔法具とか。

「……まてよ？」

　俺はとてつもなくすごいものを持っていないか？　一般人が喉から手が出るほど欲しいものを、だけどなかなか手に入らないものを。

　金と権力。

　どうやら最強を目指す俺の背中には追い風が吹いているようだ。




　貰った札束は自分強化のために使用すると決め、すぐに行動を始める。まずは詳しく現状確認をして計画を練ることから。

「やっぱ攻略ウィキなんてないよな……となれば」

　エロゲには攻略本なんて基本存在しない。唯一と言って良いゲーム攻略情報の入手先はネットである。勇士である有志達が融資の支えによって作られたウィキで、ヒロインとの対話で発生する選択肢、エンディング分岐というシミュレーションの攻略から、敵の詳細ステータスやドロップアイテムやダメージ計算などが公開されていたのだが。

「せめてあのエクセルファイルがあればなぁ……まあ使えるかわからないんだけど」

　ウィキ情報を参考に、独自で集めた詳細データ集と、最適化したレベル上げ方法のメモ。ＲＴＡリアルタイムアタツクの為ために用意したデータから、乱数調整用の表まで、いや、さすがに現実となった今は乱数調整なんて無理か。タイトルになんて戻れない。

「でも今のところ攻略データ以前の問題だよな……ゲームはボタン一つで魔法発動だが今は魔力を循環させなきゃいけないし」

　となれば、まずはこの本を読み魔法の常識を知るのが良いだろう。近くに置いておいた本を手に取る。

　サルでもわかる魔法。

　紅茶を用意して椅子に深く腰掛けると、ぱらぱらと読み進める。書いてある内容は魔法という概念の説明から、基本の魔法に、簡単な応用魔法まで。まるで俺のために用意されたような本だ。

「魔力の強化は魔素の回収によるレベル上げと、魔法を限界まで使うこと、ね」

　ゲームでは魔力を限界まで使わなくても、増減があったはずだ。それ以外ではレベル上げ、特殊なアイテムの利用、装備による補正などだった。どちらが正しいのか。今知らなければならないのは、本当にこの本が正しいのか、それともゲームの設定が正しいのかだ。実はどちらも正しいのか。

「検証が必要だな」

　その検証はまず後にしよう。読み進めて知識を深めてから効率の良い検証方法を模索したほうがいい。

　読み終わった後は検証と実験である。まずは本に書かれていた内容が正しいことを、この身をもって体感することにした。失敗しても危険ではなさそうな魔法をいくつか見繕い、庭にでて唱える。

　やはりと言うべきだろうか。いくつかの魔法は問題なしではあった。しかし一部初級魔法から予想していた問題が発生した。

「……やっぱり俺は放出する魔法に適性はないな……」

　ゲームでの瀧音幸助は、身体強化や物への魔力付与に関しては問題ないどころか、他の追随を許さないほどの超一流である。ただし代わりに放出系魔法にはほとんど適性はない。

「ウォーターガン」

　発動と同時に小さな水球が飛んでいく。速度が遅い上に、重力にも負ける。狙いはもちろんはずれるし威力もほとんどない。頑張れば使えないことはないだろう、ただ身体強化してそこら辺の石を投げた方が強いとなれば、使う理由が見つからない。強いて言うなら掃除に便利そう。これは予想できたとおり、ゲームの設定そのままだ。

「ふぅ」

　小さく息を吐きながら、マフラーを摑つかむ。瀧音幸助になって自身の事を知れば知る程、アイデンティティとも言えるマフラーが、彼にとって最高のアイテムであることが分かる。

「長所を生かすために、あいつはいつも長いマフラーをしていたんだよな」

　彼の特性を考えるに、俺にとっての最強装備となりえる。ゲームでもそうだったように。

「なら、この金使ってマフラー買うか。今のマフラーでも良いけど、もっと質の良いモノがあるはずだ」

　うん、そうしよう。ついでに欲しいものは何かあるだろうか？　まあ……強いて言うなら、本だろう。今の俺は圧倒的に知識がたりない。いや、本に関して言えば無償で入手出来るあてがある。ついさっきあてが出来たと言うべきか。

「毬乃さんに頼もう」

　彼女なら多分本くらいなら貸してくれるだろう。

　ただ、買い物や本に関しては別の日に回した方が良い。時間が時間だ。なら今すべきことは。

「身体強化魔法と付与魔法の練習だな」

　俺は部屋に戻ってタンスをあさる。そしてジャージを取り出し着替えると、タブレットで家の周りの地図を確認する。家を出て身体強化魔法を発動し、ランニングを始めた。

　近くに大きな公園があることは、とても幸運だった。それもランニングする人向けにコースがあったこともまた幸運だ。そのランニングコースは夜間に走る人のためにか、街灯がいくつも付いていて、とても走りやすい。

　ただ、俺とすれ違った人からすれば、なんだアイツはと思うだろう。現にさきほどすれ違った人に二度見されたばかりだし、俺だって逆の立場だったらそう思う。

　風を切り裂いて走る俺は、他者の倍近い速さで走っている。身体強化魔法の影響だ。この調子なら地球で短距離世界記録も余裕だろう。

　また他のランナーが俺を注目するのはそれだけが理由ではないはずだ。なぜなら彼らの視線は俺の少し後ろ、風で流れるマフラーを凝視してるから。

　何でランニングにマフラーをするのだ？　なんて思っているのだろう。これがコスプレランナーの多い東京マラソンだったら、疑問に思わないかもしれない。ただこのマフラーにはしっかり意味がある。

　俺は走りながらマフラーへ魔力を送る。ふわりふわりと浮かんでいたマフラーは、急に静止し、まるで鉄の塊のように硬化していく。

　瀧音幸助の最も得意な魔法であるエンチャント。彼は膨大な魔力をマフラーにあてがい、まるで自分の体の一部のように自在に動かすことが出来る。ゲームでは『第三の手』『第四の手』というスキル名だった。

　またこのマフラーの汎用性は高く、マフラーその物を魔力で性質変化させることも出来た。鉄のように硬化させ盾にする事も出来るし、水属性を付与すれば火属性を弾く小さな壁にもなってくれる。そして手足のように自在に動かせるため、両手とマフラーの両端に剣を持たせて四刀流も出来る。また、氷属性を付与すれば夏場は冷房いらずでもある。なんて良い能力なのだろうか。

　さて、ゲーム内の瀧音幸助はコレを自在に動かし、相手の剣を受け止めたり、受け流したりしていたはずだ。俺の接近戦を強化するために、必須のスキルである。彼は終盤辺りには自在に動かせたが、俺も同じように動かせるようにしなければならない。

　どれくらい走っただろうか。五キロくらいは走ったような気がするが、さほど疲れた感じはない。身体強化の影響だろうか。コレならば十倍くらい走ってしまえそうだ。

　いまだ尽きることのない体力に疑問を感じながら、ランニングを切り上げる。また設定でもそうであった瀧音幸助の魔力は、それ通りだった。あれだけ使っていたにもかかわらず、身体強化とマフラーへの魔力付与なんかでは、魔力を消費し切れなかった。

「自分の限界も知りたいな……むしろ知らなければ魔力アップの条件が分からん」

　普通のことをしていては、すぐに全魔力消費なんて出来やしない。効率の良い魔力消費の方法が必要だ。それと自分のステータスが数値化される魔法はないものか。あれば色々はかどるのだが。

「ま、出来ることをやるしかないか」

　今は付与魔法の練習でもしようか。




　調べたところによると、魔力を通しやすい、付与しやすい布は魔物の素材を使用したものが良いらしい。さらに普段から首に巻ける肌触りの良い布になると、物は限られてくる。

　辺り一面にある魔法具を確認しため息をついた。

　魔法具総合商店は非常に商品が多い。しかし欲しい商品があるか、と問われればそうでもない。その商品が特殊だから見つからないだけであるが。

「ええと、四メートルのストール、ですか？　そこまで長いストールはありませんね……時季も時季ですし。そこまで大きなサイズとなると、むしろ生地を購入される方が良いかもしれません」

　そう、だよなあ。普通マフラーとかストールなんて二メートルあれば長い方だ。それの倍の長さなんて引きずる事前提だ。

「そうですよね」

　と相づちをうつ。紹介された手芸コーナーに移動するも、今度はそちらでため息をつく。

　手に取るのは真っ白な布地。隣には灰色の布地、さらに隣は黒、赤、黄色。シンプルな生地ばかりだ。それも魔力を通しやすくなる生地であればある程、色の種類が少ないし、値段も高い。

「とりあえず、コレにするか」

　悩みに悩み、赤単色生地を二つ購入。魔物からとれた糸を使用した生地。二つ合わせて学生時代のお小遣い二十年分ぐらい。金額に見合った働きをしてくれる事を祈ろう。

　帰宅してすぐに購入した生地を取り出すと首に巻く。そしてすぐに立ち上がってつけ心地の確認をした。

「四メートルは長すぎたかな、でも魔力の通りは最高に良い、さすがアラクネの糸だ」

　長さは後で切って調整すれば良いだろう。また魔力の通りは最高なので、ほぼ文句なしと言って良い。ただ残念な点を挙げるとすれば、

「魔力が切れたら引きずるな、それに何かに引っかけそうだし。対応策を考えないと……」

　今のところは問題ないから別に良いか、と問題を棚上げし布地に魔力を送る。そして布地を自在に動かすための訓練を始めた。

　ただそれはマフラーに比べると難しかった。

　長過ぎなのだろうか？　以前つけていたマフラー程、自在に動かすことが出来ない。面積が原因だったら横も縦も倍以上になっているから、こうなるのは仕方のないことだ。でも今後の事を考えれば、長くて面積の大きい物を使っていた方が良いだろう。

「訓練するしかないな……」

　俺はすぐにジャージに着替えると、先ほどの布をマフラーのように首に巻く。そしてランニングをしながら、自在に動かせるようになるための訓練を始めた。

　走りながら魔力を循環させ、布を動かす。第三の手布右側で四十五度なぎ払い、第四の手布左側で足払い、左右同時殴り。

　目標は、両方を自在に動かしながら両手両足での攻撃を可能にすることだ。ゲームでは初期から『第三の手』『第四の手』が使えたわけではない。『動かすのに慣れてきた』という理由で、使えるようになったはず。そして最終的に四刀流だなんて阿あ修しゆ羅らみたいな能力を使っていた。それでもなお特殊な事情で中途半端キャラに甘んじてしまっていたのだが。

　とりあえず、なるべく早くこの能力になれておいた方が良い。出来ることなら入学前、それも花邑家へ引っ越す前に。

　もし慣れていなければ、瀧音幸助が入学後に模擬戦するヒロインで困るだろう。ゲームのイベント通りに進めるなら、むしろ負けるべきなのだが。

　まあ、いろんなフラグをこれからバキバキ粉砕する予定だから、根本的に戦わない可能性もある。

「まだまだ練習が必要だな……」

　コンビニで買った適当な食事を済ませると、再度ランニングしながら魔力循環と布を自在に動かせるように訓練をする。それが終われば自身の部屋にあった魔法書を読み、内容を頭にたたき込みながらも、今後どう行動していくかを考える。

「一番はレベル上げとスキル獲得だな」

　本を読んで分かったことであるが、この世界にもゲームと同じくレベルの概念がある。総合レベル、身体レベル、魔法レベル、耐性レベル、索敵レベル、隠おん密みつレベル等々。総合レベル以外はさらに細かく分類があるらしいが、全てを網羅するのは無理だろう、ゲームに比べて倍以上あるみたいだ。そもそも細かな分類のレベルは「多分あるだろう」という研究者の弁だけで、実際にあると確定しているわけではないらしい。ただ大まかなレベルは確実にあると断言はされている。

　なぜ断言されているか。それは大まかなレベルが確認できる魔法具が存在するからだ。それは普通に入手出来る物ではないらしく、普及してないようだが。

　考え事をしているとピンポンとチャイムが鳴る音がする。俺は魔力を循環させたまま玄関へ向かった。

「ふふ、ようやく仕事が終わったの」

　そこに居たのは数日ぶりに顔を合わせる花邑毬乃だった。俺はすぐに彼女を招き入れると、彼女はためらいなく家の中に入ってきた。

「幸助君はこれをいつもしているの？」

　と、毬乃はそういうと俺の魔力を込めていたままの布を手に取る。なんだか絵面が犬俺とリードを持った飼い主毬乃さんのような感じだ。

　毬乃さんはそのストールを手でなでる。もはや布の感触ではないだろう。魔力をこれでもかと込めて循環させている布は、鋼鉄のように硬くそして俺の意思で自在に動かすことが出来る。

「いつもではないよ、最近は練習がてら常時使用してるけど」

「……貴方あなたの付与エンチヤントと魔力量は異常ね」

　俺は頷いた。

　実を言えばゲームで一番魔力量が多い仲間キャラクターは瀧音幸助である。遠距離から強力な魔法をバンバン撃つ事の出来るメインヒロインよりも、ダブルスコアをつける程多い。ただ、周回引き継ぎをして能力アップのドーピングアイテムを馬鹿みたいに使用すれば、どんなキャラでも追いつくことが出来るが。

　また瀧音幸助は魔力量が多いため遠距離から魔法を湯水のように使うキャラだと思われがちだがそうではない。接近戦主体で大規模魔法は使えないのだ。他のゲームからしたら超不思議キャラである。

　しかし彼にとって魔力量はとても重要だった。ゲーム内の彼はどんな行動でも魔力を消費するというハンデがあった。魔法で攻撃していないのに減っていくのだ。一番魔力量がありながら、魔力不足になりがちのキャラという珍しい設定。しかし第三、第四の手という尖とがったスキルがあるため、使い方次第ではとても使える、玄人くろうと向けと言えるだろう。

　今思えば行動する度に魔力が減るのは、マフラーに魔力を込め、第三の手、第四の手として動かしていたからだろう。今まさに俺がやっていることだ。

　しかし、ゲームでは結構息切れしていたイメージなのだけど、実際に使ってみるとそれほどでも無いと思ってしまうのは気のせいだろうか？　普段使いでそうやっているからそう感じるだけで、戦闘になると場の雰囲気や緊張感等によって変わってくるのだろうか。この辺は後ほど検証しておいた方が良いだろう。

「コレが使いこなせれば……すごいわね。防御に徹すれば数メートルの鋼鉄の盾になるでしょうし、攻撃させれば岩も砕きそうだわ」

　さらには武器防具を持たせたり、様々な属性付与も出来るんだよな。

　一応瀧音幸助のような不思議体質のヤツはゲーム内に数人いる。もちろん俺とは違う不思議体質だが。

「幸助君、もっと魔力を込めることは出来る？　それと布を広げて盾にしたりとか」

　言われて俺は布にさらに魔力を込める。そしてその布の形を変えて、扇状に開いた。

　毬乃さんは布を触ると、感嘆のため息を漏らす。

「私の魔法もある程度耐えそうね……でもこう開くのではなくて、なるべく円形にしてはどうかしら？」

「どういうこと？」

「コレじゃあ強い技を使われたら衝撃を殺せないわ。それに何度も同じ場所に攻撃されればいずれ破られるかもしれない。だったら円形にして攻撃を受け流せるようにすべきだわ」

　確かにゲームとかで見る盾は弧を描いているのが多いが、受け流すためだったのか。逆に剣を引っかけるように、とっかかりをつけるのも良いかもしれない。いや勢いに負ければ吹き飛ばされるのだから、受け流す方がいいか？　そこは戦い次第か。

「幸助君はそれはどれくらい持続できるの？」

「今は十時間かな？　目標は二十四時間なんだけど……」

　しかしそれは普段の生活しかしていない状態でだ。冒険しながらや戦闘しながらでは、別のことでも魔力を使うだろう。

　毬乃さんは呆あきれたようにため息をつく。

「エンチャントの力と魔力量だけなら私以上じゃないかしら？」

「たしかにそうかもしれないけど、放出系の魔法はからっきしだから……」

「ふふっ、ならば学園で早く良い仲間パーテイを見つける事ね。幸助君ならきっと学園ダンジョン最下層も突破できるわ」

　毬乃さんの言うとおり仲間は重要だと思う。しかしソロで戦う場合だってあるだろうし、何らかの対策は講じておくべきだ。

「だと良いんだけど……」

　またパーティにも問題はある。パーティメンバーをどうするかという。

「どうかしたの？」

「あ、いや、パーティメンバーが集まるかなって」

　俺が主人公パーティに交ざるのが、一番楽に強いメンバーと一緒になる方法だろう。でも最終的に打倒する主人公のパーティメンバーになって良いものなのだろうか。

　いや、ここは入っておくべきか？　ある程度主人公を強化して、魔王を倒して貰おう。あのダンジョンは潜るのめんどくさいし、倒すのも面倒だし。

　検討の余地がある。ほっといても強くなりそうだったら、ソロで鍛えるのも有りだ。あとは将来性のあるメンバーを集めれば良いだけだし。集まる……よな？

　毬乃さんは幸助君なら大丈夫よ、と笑った。




　花邑家への移動は、これ以上ない程の幸運な時間だった。それは花邑毬乃が高校生のような美人だから、ではない。まあ、まったく無いわけではないし、体が触れるたびに意識してしまうのも否定できない。

　ではなぜか、ツクヨミの魔女という魔法界の重鎮に色々なことが聞けたからだ。

「じゃあやはり魔法を使うことが魔力量を増加させることにつながるんですね」

「ええ、幸助君がしている常時魔力付与が一番効果的だと思うわ、ただそれは君にしか出来ないでしょうけど」

　俺のような魔法の使い方では、並の魔法使いじゃすぐに魔力切れを起こすとか。アホみたいな魔力量とエンチャントに適性のある俺だからなんとかなっているだけで。

「それにしても幸助君は努力家なのね」

「そうかな？」

　毬乃さんは、私もあまり人のことは言えないけれど……と前置きし、

「あなたいつも魔法のことばっかりだわ」

　と苦笑した。からかわれたような、呆れられたような、そんな口調だ。

「そう？」

「そうなの。でもねそんなに無理はしなくて良いのよ？」

　どうやら呆れやからかいではなく、心配で言ってくれたらしい。とはいえ、別に俺は無理などしていない。

「無理なんてしていないんだけど、魔法が楽しいだけで」

　単純に、魔法の楽しさに魅了されただけだ。日本にもいるだろう。何時間もぶっ続けで読書したり、日付が変わるまでゲームしたり、日が暮れるまでサッカーをしたり。好きだから出来るのだ。

「そう、何か聞きたいことがあったら遠慮せず私に聞くのよ」

　それは無論聞くつもりだ。

「はい、早速……」

　と彼女から一時間程魔動車にゆられながら魔法の講義を受ける。そして最初の目的地に到着すると、

「じゃあこの後は少し別行動ね。ごめんなさい、私の仕事で迷惑かけて」

　と申し訳なさそうに言った。彼女はどうしても面会しなければならない人が居るらしく、少しの間待っていて欲しいとのことだ。

「とんでもない。むしろ俺の方が迷惑をかけているって言うのに」

　着るもの、食べるもの、住むところ。金の稼げない俺は、これから衣食住をすべて頼ることになる。それにこのストールだ。ただの生地だった布を、ストールになるように縫ってくれた。裁縫もできるとかどんだけ万能なんだ。

　彼女は張りのある肌を緩ませにっこり笑う。そしてスッと手を伸ばし俺の額にやさしくデコピンした。

「あなたは家族なんだから迷惑をかけて良いの！」

「じゃあ毬乃さんは家族なので俺に迷惑をかけて良いんですよ」

　と言うと嬉うれしそうに、「もぅっ」とふくれっ面を作るも、すぐに笑って空気は抜けていった。全く、誰か彼女の本当の年齢を教えてください。




　やけに機嫌の良い毬乃さんと別れ、よく分からない道を足の向くままに歩く。

「五時間か……何しよう」

　現在居る町は世界各国を繫つなぐ空港があり、非常に他民族で溢あふれている。耳が少しとがったエルフも居れば、今すぐ触れてみたい獣耳の人まで居る。

　そんな世界各国から人が集まる場所となれば、お土産みやげ物といった商業が発展するのは必然だろう。特に瀧音幸助の居る和わ国こくは魔法が発展しており、魔法具を買う客が多い。暇つぶしできそうな場所はたくさんあった。

　訪れた魔法発動媒体専門店では、様々な形の魔法具を見ることが出来た。木で出来た杖つえから鉄の杖やらミスリルとか言うよく分からん金属の杖。本の形をした発動媒体や、腕輪や指輪タイプの物まで。本型の魔法発動媒体なんかはハードカバーに魔石を入れているらしく、異様に厚くなおかつ重かった。また面白い物だと日傘、ペロペロキャンディ形の発動媒体もある。

　いろんな武器を見ながらふと、今後どんな武器を装備するのが良いだろうかと考える。ゲームでは瀧音幸助は剣と盾だった。瀧音幸助は遠距離が究極的に苦手な超接近タイプであり、いつも魔物に突撃しては脳筋かのように戦っていた。

　瀧音専用と言って良い能力である『第三の手』『第四の手』スキルは接近武器ならだいたいの物と相性は良い。では瀧音幸助に一番向いている装備は何だろうか。

　ウィキに出没した紳士ゲーマー達の一番人気は、攻撃を捨てさせ防御特化にすることだ。

　右手に盾を左手に盾を、第三の手に盾を、第四の手にも盾を。瀧音幸助は専用武器がなかった事もあり、攻撃力がやや不足していた。もちろん腕全てに剣を持たせればかなり攻撃力は上がるが、代わりに防御力が信じられないくらい下がる。ならいっその事『壁』になって貰おう、みんなの攻撃を一手に引き受けて貰おうと考えたのだ。

　第三の手を覚えた頃辺りの瀧音幸助は、鉄壁と言って良いだろう。物理攻撃主体の魔物が多かったし、ほとんどの人が瀧音幸助を使用したはずだ。

　しかしそれは中盤初期までだ。そこから現れるとある鉄壁チートさんと、ゾンビみたいなヒロインに役割を奪われる。無論瀧音幸助も鉄壁チートさんに劣らないくらいの力はあった。しかし鉄壁チートさんは瀧音幸助にはないチート装備を容易に入手出来るのだ。そしてエロゲにおいてなによりも重要な要素を、鉄壁チートさんはもっている。それも瀧音幸助がどうやったって手に入れられない要素。そう。

　鉄壁チートさんは非常に可愛い。

　鉄壁チートさんは非常に可愛いのだ。

　紳士諸君なら思うだろう、なんでチャラ男使わなきゃいけないんですか、と。

　瀧音幸助を切るのは必然と言えた。俺だって切ったのだ。また瀧音幸助は道具に対してのエンチャントが異様に得意だったこともあって、魔法具開発所に置きっ放しにする人も多かった。瀧音幸助が魔法具開発所に居ることで、魔法具開発速度が大きく向上する。ただ魔法具開発所に置いておくとキャラクターがあまり成長しない。よってレベルが上がらない。結局戦闘には使われず、魔法具開発所でずっと労働させられる。

　瀧音幸助自体は強くなりたいと言っていたし、魔物を倒したいと言うキャラだった。だが一種の神ゲームプレイヤーによって本来ある自由が奪い取られ、魔法具開発所で開発に専念する瀧音幸助。もはやブラック企業に勤めるようなものだ。それでいてシナリオでは主人公やヒロインからは、アホなチャラ男として見られ扱われる。なんてかわいそうな子なのだろう。あんなにも不幸で悲惨な人生を送っているというのに。

「お客様。何かございましたか？」

　あまりに悲痛な顔をしていたのだろうか、茶髪の店員さんが心配そうに俺の顔をのぞき込むように見ていた。

　ここで考え込むのはやめようか。







　毬乃さんとの集合場所は、とても聞いたことのある名前の交じったホテルだった。

「花邑ホテル、か……」

　目の前にそびえ立つ白銀のビル。それは辺りのビルと比べても飛び抜けて大きい。富裕層に向けて造られたそのホテルは、煌きらびやかで近代的でありながら自然とも調和している。ビル横にある美しい庭園の維持には、一体いくらの金が飛んでいるのだろう。

「花邑グループ、ね」

　花邑グループといえば魔法界と政財界の重鎮であり、会長『花邑龍りゆう炎えん』の一声は各国にも大きな影響があるらしい。花邑毬乃は一度家を出たと思うが、今も花邑の名字を名乗っているから、花邑家の一員であることに間違いはないだろう。そして魔法界を背負って立つ一人だ。魔法の実力はもちろん、魔法界へのコネ、そして膨大な資産もある。

　ただ自分はその毬乃の息子になったのだ。ついでに言えば母は花邑家の人間だったのだ。しかし母親のことに関しては色々と情報が無い。ゲームでも、現実となった今でも。まあ花邑家から逃げたっぽいことは、なんとなく察せられたが。

「……時間はまだあるし、カフェにでも行くか」

　そう呟つぶやいて振り返った瞬間。それは起こった。

　五感が初めに届けたのは、眩まばゆい閃せん光こうだった。それから間をあけることなく響く爆音。肌に当たるのは熱気を帯びた風。黒煙と焦げた臭いが立ちこめ、辺りは混こん沌とんと化した。轟とどろく叫び声、黒煙の中を逃げ惑う人々。火の手が上がった店を、ただ呆ぼう然ぜんと見ることしかできなかった。

　どうやら近くの飲食店らしきところが爆発したらしい。

　店からは幾人もの人が我先にと出てくる。腕を押さえた者、肩を貸して二人で出てくる者。ハンカチを口に当てた者。とりあえず俺も行動しなければと、視線を店からそらしたときだった。目に付く人物を見つけたのは。

「……なんだ、あの人」

　恐怖に顔を歪ゆがめ逃げ惑う人々をよそに、彼は無表情だった。それだけでも異様なのに、辺りを見回すこともせず、混乱した様子も感じられない。

　表情だけじゃない、行動も不思議だ。逃げ出した人々が集まる一角には行かず、ホテルに早歩きで進んでいるではないか。何らかの目的があるかのように。

　彼が向かうホテル、俺達が宿泊予定でもあるその花邑ホテルからは、焦った人々が我先にと外に出ていた。そして隣のカフェを見て呆然とし、幾人かの人はスマホでどこかに電話している。また一部の人は、その炎上風景を動画で撮影していた。

　そんな人があふれ出ているホテルへ、あの無表情男は入っていく。俺は男の後ろをこっそりついて行った。

　ホテル内は喧けん騒そうに包まれていた。客も受付も混乱し、怒声や子供の泣き声があたりに響いている。そんなロビー内を歯牙にもかけず進み、数分ほど歩いてようやく足は止まった。

　彼の目の前には扉、そしてその扉の横に一人のスーツを着た赤髪の男性。彼らは小声で何かを話しているようだが何を言っているのかは聞き取れない。

　少し近づこうと身を乗り出そうとしたとき、扉の向こうから小さな爆発音が聞こえた。

　扉の前にいた赤髪の男性が舌打ちをする音が聞こえる。赤髪の彼はその怪しい無表情男と何かを話していたようだが、一緒に室内へ入っていった。その後ろを俺はこっそり追いかける。

　彼らが入ったのは大部屋の一室のようだった。ビュッフェスタイルの食事会でもあったのだろうか。いくつものテーブルが置かれ、その上には料理や皿が置かれていたようだ。今は無残にも床に散らばって、高そうな絨じゆう毯たんに汚れを作っている。そして、数人のスーツを着た男性らが、何かを囲んでいるようだった。

　俺は近くのテーブルの下、掛けられているテーブルクロスを捲めくって、中に身を潜める。そして耳をすまして彼らの声を聞いた。

「この裏切りもの！」

　どうやら若い女性が激高しているようで、誰かを非難していた。人として大切なものがない、恩を忘れて仇あだで返すなど、尽きることのない罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞きながら、テーブルクロスをめくる。そして囲まれて居る女性を見て思わず息をのんだ。

　囲まれて居るのは三人の男女だった。耳のとがったイケメン男にこれまた耳のとがった美女が、一人の女性を守るかのように立ち、各々が武器をもっている。

　あの守られている女性って……。




　メインヒロインの一人じゃないか！




　伸ばされた金色の髪に碧あお目めの女性。怒りのためか目はつり上がり、少しだけとがった耳がピコピコと動いている。間違いない。

　あのエルフは、ゲームパッケージに写るメインヒロインの一ヒト柱ハシラで、人気投票で常に上位だったリュディヴィーヌ・マリー＝アンジュ・ド・ラ・トレーフルだ！

　長く覚えづらい名前のため、彼女の友人や紳士諸君からはリュディと呼ばれている。

　ただゲーム内のリュディに罵って貰もらうことに快感を覚えた、リュディ病患者と呼ばれる一部の特殊性癖を所持する者にとっては、彼女をフルネームで言えることは当然である。無論俺だってフルネームで言えるし、昔流行はやったラノベヒロインでピンク髪ツンデレ貧乳の正式名称だって言える。なぜ長ったらしい名前を覚えるのが得意なくせして、勉強では暗記が苦手なのだろうか。

　さてリュディはどんなヒロインだったか。

　原作では彼女は男性恐怖症、いや人間恐怖症のような女性だった。基本的にはとてもクールで、他者に対しての言葉が辛辣。それも特に男性に対して。そのため彼女に近寄ると、私から離れなさい、と怒気を込めた声で言われる。ただし、それは初めだけ。とあるイベントを経てつきあい始めると態度が百八十度変わる。

　デレッデレになる上に超尽くしてくれるのだ。

　しかしそのためには彼女のとあるイベントを起こし、事件を解決しなければならない。

　また、件くだんのイベントを経ても、主人公以外の男性には対応が酷ひどく、瀧音幸助に至っては羽虫以下の扱いを受ける。ただそれが紳士諸君の独占欲を刺激するのか、とてつもない人気を誇っていた。後ほどアペンドディスク追加パツチなどでヒロインが十二人から二倍以上に増えるも、その人気に陰りはなかった。

　では、なぜリュディは人を、特に男性を嫌うのだろうか。もしかしたら俺はその原因となった現場にいるのかもしれない。

　追い詰められたリュディ達は、異形の銃を突きつけられる。先ほどカフェにいた無表情男も一緒になって銃を構えていた。

「お嬢様は勘違いされてるな。俺らは裏切ってなどいないよ、最初からこっち側だっただけさ」

　リュディにそう答えるスキンヘッドの男性。状況から察するに、どうやら彼らはリュディに仕えていたらしい。怒りからか顔をゆがませ歯がみするリュディ。にじり寄る人々によって壁際に追い詰められるも、彼女の瞳に諦めの色はない。

　その様子を見ているうちに、開発者ブログに書かれていた内容を思い出す。そこでは、『リュディがあんなにも男性を毛嫌いするのには、ちゃんと理由があったんです。ただその設定だと非処女になるんですよ。そしたら上司が「富士山級の苦情が来るから、非処女だけは何が何でも絶対に天変地異が起こっても死んでも生まれ変わっても次元が変わっても邪神に体を乗っ取られても止めろ」といいましてｗ　まあ結局いろいろあった設定で処女という事に落ち着きましたｗ』

　と、シナリオライターは俺達紳士エロゲユーザーにケンカを売るような設定を考えていたはずだ。

　また、ゲームでリュディと仲良くなるにつれ、明かされていく過去の出来事も、今の状況と一致している。『私、前に信じていた人たちに裏切られたの』と、泣きそうな顔で打ち明けた姿は俺の脳に刻まれている。今まさにこの場面のことだろう。

　ならば俺はどうするのが良いのだろうか。

　ここで彼女を助けることは物語を大幅に変える可能性がある。彼女の敵対する組織は序盤から中盤にかけて重要な敵役として出現するのだが、そのイベントが発生しなくなるかもしれない。しかし、このまま放置して良いのか？

　いや落ち着こう。そもそも、そもそもだ。今の俺は、彼女を助けられるのだろうか。

　彼らが持つ未知の武器に今ある装備で耐えきれるのだろうか。有るのはストール一枚と予備用にもっていたマフラー一枚のみだ。もしこのストールが貫かれたら……。

　そして実戦なんてしたことがない俺が役に立つだろうか。戦いらしきものなんて学生の頃にした柔道くらいで、あとはからっきしだ。そんな俺が彼女を助けられるか？

　それにもしゲーム通りなら、リュディを助けた人は毬乃さんという設定だったはずだ。俺ではなく毬乃さんなのだ。それはゲーム中の台詞せりふで明らかになっている。

　じゃあ仮に俺がここで出しゃばって状況を悪化させてみろ、毬乃さんは余計に動きづらくなり、最悪の場合デッドエンド直行かもしれない。何事もなかったかのように引き返すのが良いだろうか。

「もう諦めたらどうだ？」

　スキンヘッドの男がリュディにそう言う。しかしリュディは首を縦に振らなかった。

「こちらにはクラリスがいるわ、確かに今は不利かもしれない。けれど長引けば長引く程あんたたちが不利になるんだからっ！」

　クラリスとは彼女の斜め前に立ち、剣を構えている女性だろうか。ゲームでは見た覚えはない。スキンヘッドは彼女をちらりと一いち瞥べつすると、肩をすくめた。

「やれやれ。お嬢様は俺たちが何ら対策をしていないとでも思ったのか？」

「どういう……えっ？」

　スキンヘッドがそう言った瞬間だった。リュディの前をなにかが通り過ぎ、クラリスがくずおれたのは。

　リュディの前を通り過ぎたのは、クラリスの横に立っていた男性、リュディ側に付いていたと思われるイケメンだった。クラリスは腹に拳を受けたようで、腹を押さえている。その彼女の体をイケメン男性は踏みつけた。

「アギィッァァァ」

　何度も、何度も踏みつけた。クラリスはそのたびに声にならない悲鳴を上げ、苦痛の表情を浮かべる。

「うそ、うそよね。うそでしょう……。オーレリアン、貴方あなたもなの」

　裏切られた反動もあるのだろう、あんなにも強気だったリュディの顔は崩れ、今にも泣き出しそうだった。離れている俺が分かるくらいに手足が震え、逃げ場はないのに後ずさっている。

　そして壁に足がぶつかり、後ろを向く。退路がないことを彼女は理解したようだ。

「ククッははははは、はぁぁぁっはっははははあ」

　それを見たオーレリアンは大声で笑い出す。腹に手を当て心底おかしそうに、狂ったように笑っていた。

「その顔が見たかったんだっ！　はは、何のために何年もガキのワガママに我慢してたと思ってんだ。全部このためだよ。さいっこうだ！」

　リュディは絶望の表情を浮かべ、電池が切れそうな人形のように首を左右に振っていた。

　じり、とスキンヘッド達が一歩前に出る。全員がリュディに銃を突きつけゆっくりと近づいていく。

「おいおい、お前らまだ撃つなよ、殺す前に少し楽しんでからだ」

　オーレリアンはへらへら笑いながらそう言う。するとスキンヘッド以外の周りの男性は小さく歓声を上げた。

　俺は持っていたマフラーの予備を取り出すと、顔が隠れるように頭全体に巻く。そして目線が確保出来るようにマフラーを動かした。そして身体強化魔法、マフラー、ストール、衣類にエンチャントを施す。

　じりじりと近寄っていくスキンヘッド達。ニヤニヤ笑うオーレリアン。

　あと十メートルもない、というところで、リュディの瞳から一筋の線が出来た。そして反対側の瞳からもぽろりと滴がこぼれ落ちる。

　ああ、不思議な感覚だ。怒りで頭が沸騰しそうだけど、なぜか思考はすっきりしている。矛盾しているけれど、そんな感じなんだからそうとしか言い様がないが。

　さて、行こう。

『展開が変わるから助けない』だとか、『自分が危ないから見なかったことにする』だなんて選択肢は、微み塵じんも残っていなかった。

　オーレリアンがクラリスを蹴飛ばすと、ずかずかと大股でリュディに向かって歩いて行く。そして彼女に手を伸ばした瞬間、俺はその場を飛び出した。

　俺は真っ先にスキンヘッドを狙った。近くにあったテーブルを第三の手で持ち上げ、スキンヘッドらが居る場所にぶん投げる。

　テーブルにのっていたガラス食器が割れるのと、オーレリアンがリュディのスカートを破るのはほぼ同時だった。そっちに意識の行っていた彼らは、俺の投げたテーブルに反応が遅れた。

　幾人かの人間がテーブルによって吹き飛ばされる。俺はリュディの下に走りながら、すぐに第四の手でテーブルを摑つかむ。そして人が固まっているところに投げた。

「なにものっ、どわぁぁぁぁぁあ！」

　全て叫ばれる前にそいつは吹っ飛んでいった。俺は走りながら第三の手で倒れていたクラリスをひろうとすぐにお姫様だっこに持ちかえる。そしてすぐさま第三の手を硬化させ、飛んできた銃弾を弾いた。

「くっ」

　頭に衝撃。大きく首に圧力が掛かる。

　全て弾くことが出来たわけではなかった。いくつかの銃弾はしっかり第三の手が弾いたものの、一つが頭に当たったらしい。

（マフラー巻いていて良かったな……）

　すぐさま体勢を立て直し、オーレリアンに向かって走る。そして第四の手で振りかぶると、呆ぼう然ぜんとしている彼の横っ面を本気で、それはもう粉々にするつもりでぶん殴った。

「ぎゃああああぁぁぁぁあ」

　俺はすぐに第三と第四の手を広げながら、片手でクラリスを支え、反対の手でリュディをひろう。そして三人が隠れるくらいにストールを広げた後、魔力を大量に送り硬化させる。

　ガンガンと雨のように銃弾がストールに降り注ぐ。なんども銃弾を弾く音が聞こえるが、ストールは微動だにしない。どうやら破られることはないようだ。しかし、手詰まりであることもしっかり自覚している。ストールから視線を外し、二人を見つめる。

　リュディは混乱しているのか、呆然と俺を見つめていた。そしてクラリスの方は体中がボロボロではあるが、なんとか意識はあるようだ。

　さて、こんな二人を抱え俺は何が出来るだろうか。そもそも自分一人でさえ立ち回れるか不安だというのに。

「あんた、回復魔法は使えるか？」

　俺は右腕に居るリュディに尋ねると、彼女はびくりと震え、首を横に振った。

「そうか……」

　想像できてはいた。彼女は遠距離攻撃特化の魔法使いで、回復魔法は基本使えなかったはずだ。無論俺も使えない。普通にプレイしていれば中盤ごろに入手出来るアイテムや、とあるイベントで覚えさせれば、リュディ、そして俺も回復魔法が使えるのだが、無い物ねだりしても仕方ない。

　どうすべきか考えていると、背中からほんの少しの熱を感じ取る。

「おいおい、やめてくれよ……」

　どうやら今度は火魔法を使っているらしい。なんとかストール盾は耐えているようだが、すぐにでも止めさせたい。このストール盾がどれくらいの強度があるかも分からないのに、黙って攻撃を受け続けるなんてそんなバクチしたくない。

　いや、現状を考えればバクチにでるしかないような状況ではあるのか。

　もしかしたら相手の攻撃を全て防ぎきれるかもしれない。だけどこのままずっと防御に徹していても俺の魔力が尽きたら終わりだ。まだまだ余裕そうではあるが、尽きたらコレはただの布で、俺は役立たずだ。

　しかし、だからといって攻勢に出ることも出来ない。

「……こんな欠陥があったとはな、どうすりゃ良いんだ」

　思わず呟く。ストール全体を半球形にして覆っているせいか、全く前が見えない。

　ストール壁は確かに頑丈だ。しかし覆うように広げることは、視界をふさぐという事でもある。大きな漆黒の傘を広げて前につき出すようなものだ。ビニール傘みたいなものだったら相手が見えるというのに。

　いや、しかしだ。逆に言えば今の俺たちの状況が相手は分からないわけだ。策を講じるにはうってつけなのかもしれない。何らかの用意をして相手の不意を突ければ……。

　でも、どうすれば良いんだ。策を講じようにも、俺が戦闘で使えそうな魔法は、ストールを使った第三の手、第四の手ぐらいだ。他はほぼ練習していない。奴やつらを潰すには接近するか、何か投げるものを探さないとダメだ。しかしそれをしたら……。

　ストールから目を離し二人を見つめると、不安そうな瞳でこちらを見るリュディと目が合う。

　今ここで俺が攻勢に出ても、彼女達に危険が残る。せめて俺のストール盾をここで発動しっぱなしに出来れば問題はないのだが……。いや待てよ。

　抱き寄せている手でクラリスの体を軽く揺する。

「おいアンタ、頼む力を貸してくれ！」

「ヴうぅ……ぅう」

　クラリスが防御系の魔法を唱えることが出来れば、話は変わってくる。彼女にリュディを守ってもらうだけで、ここを任せて攻勢に転じることが出来るであろう。

　彼女は苦しそうな表情を浮かべたまま、ゆっくり口をひらく。

「うぅ……お前、は何、者だ……」

　思わず舌打ちが出た。そんな事を話している暇はないのだ。もし後ろで魔法の一斉射撃をされ、俺の盾が耐えきれなかったら？　また別の手段で攻撃をしてきたら？　いやな想像が脳裏をよぎり、苛いら立だちが募る。

「ちんたら自己紹介してる暇はないんだ。ハイかイイエで答えてくれ。お前は今後ろのあいつらから身を守る魔法を使えるか？」

「……ガァッ」

　彼女の体を強く揺すると、苦く悶もんの表情を浮かべた。どこか骨を折っているのだろうか。やってしまった、不用意に動かすべきではなかったと後悔したがもう遅い。

「クラリスっ！」

　リュディは心配そうにクラリスのことを見つめる。クラリスはリュディを見つめながら、

「なん、とか、使え、ると思、う。ただ、長くはもた、ない」

　と言った。

「じゃあ頼む。それとお前は動かず、死んだふりをしながら魔法を使ってくれ」

　今度はリュディに向き直る。

「お前が防御魔法を使っているように仕向けろ、魔力を活性化させて『アイギス』を唱えるふりをするんだ。呪文を叫べ。だがフリだけだぞ。お前が使うのは……目くらましだ」

　リュディはクラリスから視線を外し。不安そうな顔で俺を見つめる。

「めくらま、し？」

「ああ、そうだ。『フラッシュ』ぐらい使えるだろ。『ライト』でもいい。不意を突いてほしいんだ。後は俺がなんとかする」

　悪いが彼女達にはオトリになって貰もらう。今彼らが一番に処分したいのは間違いなくリュディとクラリスである。いきなり登場した瀧音幸助ではないはずだ。

　だったら真っ先に彼女達を狙う。一部が俺に来るかもしれないが、それは少数だろう。

　そしてリュディが盾魔法を使っていると匂わせておきながら、目くらまし魔法を唱える。上手うまくいくことを祈るしかない。

「よし、確認だ。アンタは俺が行った瞬間に盾魔法。そしてアンタは魔法を使うふりをして、皆が魔法を打ち終わったころに灯あかりの魔法で目くらましでも何でもしてくれ。分かったな。悪いがすぐに行くぞ。十秒だ」

　と俺が言うとすぐに動いたのはクラリスだった。彼女がぶつぶつと何かを言いながら魔力を活性化させているのが分かる。

「十、九、八……」

　リュディも自身の魔力を活性化させる。

「七、六、五」

　俺も行き渡らせてストールの魔力を変質させる準備を始める。そしてクラリスを死んでいるかのように横たわらせた。

「四、三、二」

　俺はリュディを立たせるために彼女の腕を摑む。そして。

「一、リュディ、立てっ！　盾魔法だ」

　俺は彼女を立たせると同時に大声で叫んだ。

「アイギスッ！」

　光属性の盾魔法がはられるのと同時に、俺はストールのエンチャントを一度解除する。そしてあたりを確認した。どうやら彼らは散開していたようで、ひとまとまりになっているところはなかった。俺の突撃に一瞬戸惑っていたようだが、すぐにスキンヘッドが命令を下した。

「トレーフルを狙え！」

　やはり予想通りトレーフル家のリュディを狙うようだ。ただ俺の一番近くのヤツは、こちらに銃口を向けていたが。

　すぐに第四の手を広げて防御を作り、第三の手で彼を殴り飛ばす。ちょうどそのとき室内が眩まばゆい閃せん光こうに包まれた。どうやらリュディが目くらましを行ったらしい。ただ明るい室内だからか、効果はあまりなかったように見える。しかし、隙を作ることには成功した。すぐリュディを狙う奴らに詰め、一人を第四の手で摑むと勢いよく投げ飛ばした。

「ぎゃぁぁぁあああ」

　オーレリアンを介抱していた男性が吹き飛ぶのを見ながら、第三の手で壁を作る。飛んでくる銃弾を防ぎながらなぎ倒していく。

　俺はテーブルなどを投げつけ、彼らが動かないかを確認。そして急いでそいつらをひとまとめにする。近くにあったテーブルクロスに魔力を込めて広げると頭にかぶせ、かなりの魔力を使って硬質化と固定化のエンチャントを施した。

　これで一安心だろう。

　ため息をつきながらリュディ達に視線を移したところで、思わず息をのむ。

（やっべ、そういやスカート破られてたな）

　視線の先に居たリュディは、あられもない姿になっていた。

　俺の視線に気がついたのか、彼女は顔を真っ赤にしながら手で隠そうとする。しかし白色でかわいらしいリボンがあしらわれたそのショーツを隠しきることは出来なかった。白色の肌ととてもよく合っている下着で、彼女にしては少し可愛らしすぎるような気もしないでもない。そして……いやこれ以上は止よそう。

「み、見ないでっ！」

　そ、そうだ。俺は何を凝視してるんだ!?

　真っ赤で泣き出しそうな彼女から視線を外し、慌てて何かを探す。しかし見つかったのは破られて踏まれた痕のあるスカートの一部だ。こんなの余計に羞恥心をかき立てるだけである。そしてふと思う。

　そうだ。わざわざ探さなくとも、俺が巻いているストールがあるじゃないか。

　急いでストールを外すと、彼女から視線をそらしながら、早歩きで近づく。

「あっ」

　視線をそらしたのが悪かったのか、慌てていたせいだろうか。俺は下に落ちていた皿を踏んで思い切り滑ってしまった。そして手に持っていたストールが奇跡的に顔へひっかかり、前が見えなくなりながらも、俺の体が倒れていくのが分かった。
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　やばいと思ったがもう遅い。とりあえず体を守ろうと、手を前に伸ばす。

　手に衝撃が来ると思っていたが、痛みはなかった。ふよぉん。と温かくそして柔らかい何かが俺の手に当たる。

　それも両手だ。右手はほんの少しの固さはあるが幸せになる柔らかさで、先端には何かが付いている。そしてもう片方はとても弾力があって、まるで波打つプリンのような……なんだコレともう一度手を動かす。

「きゃぁぁぁぁぁあ！」

「ンァァッ！」

　と女性二人の叫び声が耳元で響く。そして俺は何を触っているのかにようやく気がついた。それと同時に顔に引っかかっていたストールがずり落ち、前が見える。

「うわあああ」

　摑つかんでいたのはリュディの胸とクラリスの尻だった。俺は真っ赤になったままのリュディの顔を見てすぐに手を離す。そして勢いよく飛び上がるとストールを彼女の下半身に向かって投げる。そして一目散に逃げ出した。

「すすす、すいませんでしたああぁぁぁ」
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　気がつけば俺はトイレの便座に座っていた。どうやら相当慌てていたのだろう。リュディ達から逃げ出した後の記憶が綺き麗れいさっぱり抜けている。

「なんか俺最後やばいことしたな」

　なんで俺はエロゲ主人公みたいな事をしているんだ。転んで女の子の胸と尻をもんでしまうなんてエロゲの主人公がやるべき事だろう。瀧たき音おと幸こう助すけのような三枚目がすべきことは、ヒロインにセクハラ発言をしてぶん殴られたり蹴られたりする役だ。でも蹴られたときにめくれたスカートの中をしっかり確認するような男。それが瀧音幸助だったはずだ。

　いや、何を考えているんだ俺は。思考を切り替えよう。

　助けられたのでよかったのだ、そう思おう。今後色々大変そうではあるが、助けたことに後悔は全くない。あそこで行動しなかったら、この先ずっと、それも死ぬ程後悔していたことだろう。ただし。

「シナリオ、大きく変わるだろうか……」

　現時点をゲームに当てはめれば、まだ物語が始まってすらいないのだ。物語が始まるのは入学一日前からだから、あと一週間以上はある。しかし今回俺がした改変は、かなり大きな違いになる可能性がある。

　そもそもリュディが登場するのは学園が始まってから少し経過した後だ。彼女が登校してすぐにとあるイベントを発生させ、主人公達と共闘するのだが……はたして彼女は遅れて入学するだろうか。

　彼女の入学が遅れた理由は実家の都合となっていたが、十中八九さっきの事件関連だろう。一応事件自体は発生したことだし、遅れて入学はありえる。

「俺が助けたことが変に影響……する可能性はあるなぁ」

　ゲーム内でリュディは、花邑毬まり乃のを崇拝しているところがある。それはゲームでは花邑毬乃が彼女を助けたことに関係があるのは間違いない。もしかしたら直接的な理由ではないかも知れないが、一因になってはいるはずだ。

　今回俺が彼女を助けてしまったから、それがどうなるか。最悪学園に入学せずに国へ帰る可能性すらある。リュディはメインヒロインで制作会社のお気に入りの一人であったため、とても強キャラだ。パーティにいればかなり頼りになるのだが。

「まあそれはどうしようもないか……むしろそっちについて考えるより、今後どうするか考えた方が建設的だよな……」

　今回の戦いでは色々なことを学んだ。まず対策すべきは俺の弱点だろう。守りにはいった時に、辺りの状況がまったくうかがえなかったことだ。まるで布傘を全方位にかざしたような状態だ。壁を作りながら、視界を確保できるようになれないだろうか。

「普通に考えたら無理なんだけど、ここって魔法世界なんだよな……」

　スキルが存在するならば、『心眼』『透視』が有用かもしれない。心眼は先輩に案内されるあの場所で入手できるはずだから、少し試してみるとしよう。

　……そうか、運が良ければもう会えるのか。あの先輩に。

　さて、次に遠距離攻撃だ。俺の能力は遠距離に弱い。非常に弱い。もともと弱点と解っていたものの、実際の戦闘で遠距離の大切さが身にしみた。弓や銃や手裏剣のような武具を持つのが良いかもしれない。

　何が向いているかを学園で確認し、それを伸ばすことに重点を置くか。ただ第三の手と第四の手をある程度マスターしてから別の武器に行こう。中途半端では意味がない。あとの懸念はお金か。

「お金か……ホント失敗したな……」

　既にほとんどの金を使ってしまったというのに、一番高かったストールをリュディの所に置いてきてしまった。しかし回収しに行きたくない。

「もしかしたら俺の正体がばれてないかもしれないしな……」

　顔にマフラーを巻いていたおかげで顔は見られていないはずだ。この事件を知らなかったことにするか？　無理だ。リュディが学園に入学したら、ばれるのは時間の問題といって良いだろう。俺の戦い方は特殊すぎる。

「なるべくばれないよう、リュディの前では戦わない。これしかないな。いずればれたとき用にどう行動するか考えておこう……」

　土下座かな？　まあそのとき一緒にストールを返して貰おう。今思えば彼女のスカート代わりにストールを置いてきたが、あそこにはテーブルクロスがあったからそれを巻いて貰っても良かったんじゃないだろうか。今更だな。

　まあ予備のストールは新しい家に送ってるから、なんとかなるか。って。

「あっやばい、今何時だ？　毬乃さんとの集合時間がっ!?」

　急いでスマホを取り出して画面を確認する。しかし時間を見ることは出来なかった。

「あ、あれれぇ……おっかしいぞぉ」

　買って貰ったばかりのスマホの画面には大きなひびが入っており、電源を押しても液晶は何ら反応を示さなかった。




　事件発生からかなり時間が経過し、ホテルスタッフのおかげでなんとか合流できた俺たちは、夕食を食べに行くためホテルが手配したリムジンに揺られながら町を進む。どうやらかなり心配をかけていたようで、会ったときにギュッと抱きしめられた。結構大きい。

「ねえ、幸助君」

　俺は窓の外から視線を外し、毬乃さんを見つめる。彼女は真剣な表情で魔法発動媒体であろう腕輪に触れていた。その様子ではいつでも魔法が放てそうだ。

「なんですか？」

「爆発した場所の近くに居たといっていたわよね？」

「言いました」

　とりあえずホテルで起きたことは話さず、そこだけを話した。全部話せば胸と尻を触ったことを話さなければならない可能性があったから。

「今日ね、爆発があったお店だけじゃなくて、うちのホテルでテロがあったの……知ってるわよね」

　それはもちろん知っている。なんせその場にいたのだから。

「その実行犯は複数名居たのだけれど、そのうち一人の行方ゆくえが分からなくなってるのは知ってる？」

「えっ？　全員倒したはずじゃ……」

　噓だろ!?　全員捕まえてなかったのか？　まだ捕まっていない……ということはどこかに潜伏していた？　俺は二人を置いてその場から逃げたんだぞ。

「二人は無事だったんですか?!」

　毬乃さんは目を閉じ首を振る。

「……残念なことに、不審者におっぱいとお尻を触られたらしいわ……」

　噓だろう？　逃げてしまったばかりに、そんな変態に襲われてしまっただなんて………………あれ、手に感触が残っているような。

　ふふっと笑う毬乃さんは、いつもの笑顔だった。

「転んだとは聞いているけど、一歩間違えればセクハラよ？」

「すいません」

　俺が謝るとコロコロ笑う毬乃さんだったが、やがて「でも……」と言うと笑みを消した。

「実行犯の一人が未いまだ見つかってないの。もちろん幸助君じゃないわ、襲ってきた彼らの方よ」

「それは…………」

「一応、気をつけてね。それにしても……どうして幸助君はホテルでのことを詳しく説明しなかったの？」

「……怪しい人を勝手に追跡したとか、何も連絡入れず戦闘したとか……わざわざ危険に首を突っ込んだこととか……怒られそうだなって」

「よく分かっているじゃない……」

　ニコニコしながら俺の体を引っぱると、両手で頭をぐりぐりされる。それはまったく痛くなかった。

「無む茶ちやはしないで私に連絡しなさい！　……でも偉いわ」

　彼女はそう言うと、今度はやさしく抱き寄せられ、頭をなでられた。正直恥ずかしい。

「本当にファインプレーだったわ。知ってるかしら、貴方あなたの助けた彼女、トレーフル皇国皇帝の次女なのよ」

「へぇ……ってえぇぇぇえ、うそっっっ！」

　と、彼女から離れながら驚いたふりをする。そんなのもちろん知っている。何度エンディングを見たことだろうか。彼女が漬け物が好きなことも知ってるし、目玉焼きには塩胡こ椒しよう派な事も知っているし、なにより性癖すら知っている。

「ふふ、驚いた？」

「そりゃ驚いたよ、でもそんな重要なこと教えても良いの？」

　被害者女性の情報開示。確かにその場にいた俺だから教えて貰ってもいい情報なのかもしれない。しかし話さなくてもいい情報でもある。こちらからは聞くつもりもなかったし、言わなかったらそのまま胸にしまっておくつもりだった。いずれ発覚するだろうが。

「実は話そうかどうか迷ったんだけど……今後を考えて話すことにしたの」

　今後、ね。

「どういうこと？」

「まだしっかり決まったことではないから、詳しくはもう少し先に説明するわ……どうやら到着したようね」

　車が停とまり筋肉質の男性がドアを開けてくれる。俺は開けてくれた彼に礼を言うと、毬乃さんと共に車から降りた。

　建物の中に入ると、それはもう豪ごう華か絢けん爛らんな料理を並べられた。それらに舌鼓を打ち、なぜ俺があの場所にいたか、戦闘後どうしたのかなどを伝える。

「ふうん、なるほどね。それであなたはリュディヴィーヌちゃんのあられもない姿を見た上で、さらには胸をもんでしまったと。運が良かったわね」

「ええ、本当に……ってナニ言わせてんですか!?」

「……本当はわざと触ったとかじゃないわよね？」

「違います！」

　ただ、触りたいか触りたくないかで言ったらもちろん触りたいし、土下座程度で触らせてくれるのならばもちろん土下座する。でもアレは事故なのだ。そもそも俺は無む理り矢や理りするのは好きじゃない。

「…………本当に故意ではないわよね？」

「違いますよ！」

　そう言うと、こわばっていた毬乃さんの表情が氷解し、にこやかな毬乃さんに戻る。

「それなら良かったわ。それで彼女、リュディヴィーヌちゃん達がね、貴方にお礼を言いたいらしいのよ」

「達？」

「貴方が臀でん部ぶを触ったエルフよ」

　確かにその通りだが、その言い方は止めていただきたい。

「……顔を合わせづらいので、間接的に言葉を受け取ったという事で」

「そうもいかないわよ？　なにせリュディヴィーヌちゃんはうちの学園に入学する予定なんですからね！」

「えぇー噓ぉっ?!」

　知っている。彼女の美しい美貌、そして得意魔法が風であることで風姫なんて呼ばれたり、ＬＬＬというファンクラブが出来ちゃうんだよなぁ。そもそもリュディじゃ無ければ飛び出さなかったかもしれない。……いや、飛び出してたな。

「そうなのよ、どう？　驚いた？」

　どうやら演技は上手うまくいったらしい。毬乃さんは大変満足そうに頷いていた。

「驚いた……同じ学校だったなんて。どうしよう、色々触っちゃったんだけど。顔を合わせづらい……」

「大丈夫よ、あっちもそれを気にしてはいるだろうけれど、怒ってはいないようだったわ。そもそも私はお礼が言いたいと言われたのよ」

　まあそうでなきゃ困る。相手側が本気で怒ってて、もし『責任取ってくれ』なんて言われたら切腹レベルの相手だ……なんだろう、急に怖くなってきた。次彼女に会ったら殿下とお呼びした方がよろしかろうか。

　まあ、どうせ会うのは早くても学園が始まってからだろう。まだ日にちはある。それまでにいくつか対応を考えておけば良いだけの話だ。こういうのは先送りに限る。

　うんうん、と頷きながらお吸い物に口をつける。

「という事で近々リュディヴィーヌちゃん達が家に来ると思うから、そのつもりでいてね」

　はっ？

「ゲホッゴホッゴホッ………………」

　大きくむせながら毬乃さんの言葉を頭の中で反はん芻すうさせる。

　ええと、噓だろ？







　悩みというのは、大抵が金か人間関係である。

　それは大多数の人がそう言っているし、何よりアンケートやら統計などでそうであることが明確にされている。

　ゲームをやっていてもそう思うだろう。特にエロゲに関していえば、主人公達の悩みの大半はどうすれば美少女達と仲良くなれるか、である。恋愛ゲームなのだから当たり前なのだが。そして面白いことに紳士諸君エロゲプレイヤーも金と人間に頭を悩ませることになる。

　そもそもエロゲというのはとても高いのだ。一本のソフトに一万円近く払うことはざらで、普通のリーマンの小遣いならば、あまり多く買うことが出来ない。断腸の思いで取しゆ捨しや選せん択たくしなければならない。

　買う商品を決めたら今度は人の悩みだ。エロゲの初回盤を買うときは、タペストリーやら、クリアファイルセットやらの店舗特典がついてくることがある。しかしその店舗特典はヒロイン勢せい揃ぞろいではなく、ただ一人のヒロインがピックアップされたグッズがついてくることが多い。

　つまりゲーム未プレイ状態で、一人のヒロインがピックアップされたグッズを選ばなければならない。無論全部買うことは出来るが、しがないサラリーマンが一万円近いゲームを、ヒロイン分店舗特典分買うことは非常に辛つらい。俺たち紳士はゲーム発売前から自分にとって一番になりそうなヒロインを選ばなければならない。

　またゲームを始めても人間関係に頭を悩ませる。そう、誰から攻略するかである。パッケージに並べられた様々な美少女を見比べ、攻略順を決める。なんて贅ぜい沢たくな悩みだろうか。たまに超絶地雷があって、他のヒロインに行けなくなるほどのトラウマを植え付けることもあるが。まあそういうのは大体神ゲーなのだが。

　さて、ゲーム内で明かされることはなかったが、瀧音幸助は主人公以上に色々な悩みを抱えていただろう。その生い立ちもそうだし、特殊じみた能力だってそうだ。そして新たな家庭での人間関係でも大きな悩みを抱えていた事は間違いない。

「あの……」

「……」

　じっとこちらを見たまま微動だにしない彼女。毬乃さんの娘とあって髪や目の色は同じだ。しかし毬乃さんほど社交性はない。まあ無口で無表情キャラなのはゲームからだったのではあるが。てか毬乃さん。仕事なのは分かるが急に二人きりにしないでほしい。

　どうしようか悩んでいると、不意に花邑はつみは口を開く。

「……あなたの境遇は聞き及んでいるわ」

「は、はい」

「…………」

「え、えと……はつみさん？」

「…………」

　彼女は何も言わず、ただただ不機嫌？　そうな顔で俺をじっと見つめる。

　多分だが、これが瀧音幸助がゲームで花邑家に居候しなかった理由の一因であろう。

　彼は花邑はつみに耐えられなかったのだ。もちろん美魔女毬乃さんの娘であることもあり、彼女は非常に美人ではあるが、何を考えているかさっぱり分からないし、根暗だし、どう話しかけて良いかも分からない。対して瀧音幸助は傍はたから見れば『うぇーい』キャラだ。内心は多分相当病んでいたんだろうが。

　結論は瀧音幸助と花邑はつみは水と油である。そりゃあ彼が寮生活を選択するのも仕方が無いか。

　もし俺がここがマジエクの世界であることを知らなければ、ゲームの瀧音と同じく寮生活を選んだかもしれない。もちろん美人親子につられて、一緒に生活する可能性も否定は出来ない。だが、俺はマジエク自体を知っている変態紳士だ。

「はつみさん、これからよろしくお願いします。いきなりぶしつけで申し訳ないのですが、魔法書、強いて言えば空間魔法に関する本を出来れば貸していただきたいのですが」

　この家は花邑毬乃というツクヨミの魔女と、花邑はつみという教授がいるのだ。魔法書があるのは当たり前で、二人の研究施設もある。そしてエンチャントの施設もあることは確認済みだ。無論学園にもエンチャント施設はある。だけど学園は利用時間があるし、寮には門限もある。

　確かに居心地は悪いかもしれない。けれどここには魔法使いにとって最高の環境がある。それなのになぜわざわざ出る必要があるのか。利用できる物は利用すべきだ。とはいえあまり迷惑にならないようにだが。

「……こっち」

　はつみさんはそう言ってくるりと身を翻すと廊下を歩きだす。

　彼女に連れてこられたのは、一般家庭にはないだろう大きな書庫だった。

「この辺り」

　案内されたのは書庫の一角だった。数多あまたの魔法書が並ぶ中、よく分からない魔法具のような物が間に置かれていたり、装丁されていない紙束としか言えないような物もあった。

「勝手に見ていいんですか？　研究データとかあるんじゃ？」

　俺は知っている。彼女の研究対象が少々特殊な魔法であり、いずれゲーム主人公に伝授されることを。

　ここには研究において重要な書物が交じっている可能性がある。もしそのあたりにおいてある紙束なんかが重要な統計データだったり、研究内容であったら……それを簡単に他者に見せて良いのだろうか。

「……あなたは私の研究を知っているの？」

「お亡くなりになった父親の研究を引き継いでいる、ですよね？」

　そういうと、はつみは頷いた。

　ゲーム内では詳しく語られなかったが、彼女の父は殺されているらしい。公式サイトの開発者ブログで、『設定とかすごく考えてたんですけど、大人の都合で全カットされましたｗ』となっていたため、俺も詳しいことは分からないが。

「本当に重要な物はここにはないわ」

　と言われて俺は頷いた。

「ありがとうございます、では俺は少しここで読書させて貰います」

　と彼女に背を向け歩き出す。

　本来ならばより親密になるためにも彼女と会話すべきなのかもしれない。でも彼女と話しても盛り上がる未来は見えないし、彼女も俺と話していることはつらいだろう。相性悪そうだし。

　俺は棚からいくつか本を取り出し、テーブルの上に置く。そして、読書しながら魔力操作の練習をするため、第三の手と第四の手を使い、苦労しながらも表紙をめくる。数日の実験で確定した事実ではあるが、面積が大きければ大きい程必要な魔力も増大し、長さが伸びれば伸びる程、繊細な動きが難しい。ただ毎日練習しているうちに、少しずつではあるがだんだんと器用に動かせるようになっている。

　数ページ読んだころだろうか。ドサドサと多くの荷物が置かれる音がしたのは。振り向くとはつみさんが大きな荷物をいくつか置いていた。

「……気にしなくて良い」

　何をしに来たのだろうか。はつみさんが気になりながらも読書を続ける。しかし、一向に、はつみさんが出て行く気配がない。

　俺は本から視線を外しはつみさんを見ると、なぜか彼女はコーヒーを淹いれていた。彼女と目が合うと、スッと立ち上がりこちらに近づいてくる。

「ん」

「あ、ありがとうございます」

　俺が受け取ると、彼女は小さく頷いて荷物を置いたところに戻る。そしてあろう事かそこで仕事らしき事を始めてしまった。

　……なぜ彼女はここで仕事を始めたのだろうか。

「あ、美味おいしい」

　普通のコーヒーとは少し違った独特の香りがするそれは、酸味が少なめで苦みが強く濃厚で後味がくっきり残る。そんな癖の強さがあるため、コーヒーの苦みが苦手な人は間違いなく大嫌いになるであろう。しかしコーヒー好きで酸味が少ない方が良いと言う人なら、間違いなく絶品と手放しで喜んでくれるはずだ。

　ちらりとはつみさんを見つめる。彼女は紙に向かって、黙々と何かを書いているようだった。コーヒーの話はまた後にしておこう。

　俺は第三の手で持っていた本をめくった。




　それから何時間経過したころだろうか、はつみさんが立ち上がってこちらに近づいてきたのは。

「ご飯を食べに行きましょう」

　スマホを見てみればもうとっくに昼を過ぎており、会社や学校ならば昼休みが終わりそうな時間だった。

「もしかして待たせてました？」

「いえ。この時間帯に行くと、混んでないことが多いから」

　どうやら外食予定らしい。そういえば花邑家では家政婦を雇っていないのだろうか。想像よりも小さい家だったが、それでも三人で住むにはとてもとても広い。多忙そうな毬乃さんのこともあるし、片付けとか料理をしてくれる人が居てもおかしくないと思うのだが。

「良ければ帰りにこの辺りを案内しようと思うのだけれど」

　と言われ、俺は何も考えずに首を振る。

「ああ、それは毬乃さんに……教えて貰ったので大丈夫です」

　と口にした瞬間、僅かではあるが、彼女の表情が変化した。それは本当に小さくて、もしかしたら見間違いだったかもしれない。

「そう、なら行きましょう」

　彼女に連れてきて貰った店は、徒歩五分くらいの所にある小さなカフェだった。そこはさほど広くなく、数席のテーブルと数人が座れるカウンター席しかなかった。

　俺とはつみさんは空いているテーブル席に着席すると、メニューを見つめる。

「はつみさんのオススメはありますか？」

「……全部美味しい。強いて言うなら、ブラッドホーンラビットのからあげ」

　もしかしたら引きつった笑いをしているかもしれない。

　記憶が正しければブラッドホーンラビットはモンスターである。でもオススメされたし、興味がないわけではない。

「じゃあそれにしてみます」

　と二人同じ商品を注文し料理が来るのを待つ。そしてすぐさま沈黙が訪れた。

　何を話せば良いのだろうか。書庫だったら本を読むことでお茶を濁す事が出来るが、今は対面に座っているし、本を読むなんて失礼なことはしたくない。なにか共通の話題になりそうなことでも振ってみようか。

「ええっと、はつみさんはツクヨミ魔法学園を卒業したんですよね。学園ってどうでしたか？　周りの人たちの雰囲気とか、やっぱりエリート揃ぞろいなんですか？」

　そういうと彼女は俺から目をそらす。

「……すごい人はいっぱい居た……でも私は学園に友達がほとんど居なかった」

「は、ははは」

　空気がさらに重くなった気がする。確かに彼女ならありそうだと、言われてから思った。

「ただ、学力と強さを求めているなら、最高の環境。それだけは確信を持って言える」

「勉強、頑張ります」

　と適当に話を振っていると料理が運ばれてきた。空気は冷めていたが料理は温かかった。

　食事をしながら話を続け、今度は授業形態についての話に移り変わる。

「え、それじゃあ順位を上げれば上げる程、色々な授業が受けられるって事なんですね？」

「うん。まずは基本科目と魔法基礎科目を午前中に。また習得度が十分に達した人から、追加で授業を午後に受けることもできる」

　なるほど、と頷うなずく。そこはゲームとほとんど同じだ。ゲームではステータスをあげていれば受けられる授業が増えていった。こちらでも自分の能力を上げれば受けられる授業が増える。受ける授業が増えれば増える程、魔法について詳しくなっていけるだろう。

　しかし授業によって得られるものが、ゲーム内の授業コマンドで得られるものと同等ならば、授業を受ける価値はあまりないかもしれない。特に瀧音幸助に関しては。

「そうなんですね……ちなみに追加の授業って攻撃魔法のことが多めだったりしませんか？」

「……そうね。高ランクの攻撃魔法を教えてもらえたりした」

　うん。やはりだ。それらは多分使いこなせない。詳しく言えば使えるんだろうけど、威力が芳かんばしくないだろうから無駄だ。まあ成績なんて気にしなくていい、卒業できれば良いか。その時間を別の鍛練やダンジョン攻略に当てようではないか。

　と、頭の中でしばらくのスケジュールを簡単に作成する。入学後しばらくは基礎体力と魔力強化、そして遠距離の対策が主な行動になるだろう。あれ、今と変わらない？

「……私が教えてもいいわ」

　と、はつみさんに言われる。一体何のことだと頭をひねったが、魔法の追加授業の事であるとすぐに察した。

「はつみさんには話しておきます。実は俺、体質で大抵の魔法をうまく使えないんです。だから応用の魔法を教えていただいても、使いこなせるかは分かりません」

　と言うと「そっか」と悲しそうに呟く。あれだけ進んでいた食事の手も止まり、ぼうっと目の前の料理を見つめていた。

「それより、はつみさんにはこの体質のことで相談したいことがあって……良ければそちらで付き合ってくれないかな、と思ってるんですけど」

　そういうとはつみさんはがばっと顔を上げる。そしてしゅびっと親指を立てた。

「任せて」

　無口で何考えているかは分からないけれど、悪い人ではないんだろう。なんて、漠然とそう思った。

　モンスターの肉は筆舌に尽くしがたいほど旨うまかった。







　花邑家に住むことで得られる特典は、花邑親子から魔法を教えてもらえるだけではない。エンチャント施設だってそうだし、煩わしい門限なんてものもない。

　そして重要なこととして、色々な場所の開放だ。

「ああ、あの滝ね？　良いわよー。あれ……どうして滝があることを知ってるの？」

　話が追及に変わる前に通話を切る。土地所有者の許可は簡単に下りた。それからすぐにはつみさんの部屋に行くと、ドアをノックする。

「はつみさん、ランニングがてら魔法の練習してきます。夕食前には戻ります」

「……わかった」

　はつみさんの部屋から離れると、余ったお金で買ったランニングシューズに履き替える。

「よしっ」

　まだ覚えていない道を、なんとなくで走っていく。一応はつみさんに多少案内して貰ったが、目的地までは案内してもらっていない。後半は勘で進まなければならないだろう。

「ハッハッハッハッハッ……」

　人を避け一定のペースで道を走っていく。最初はコンクリートだったが、やがて舗装された足場を過ぎて土や草むらに変わる。そして目的地へ行くため林の中へ入っていった。

　林に入って数分程走ったところで、まず音に変化があった。木々のざわめきから、水が打ち付けられる音へ。そして進めば進む程、その叩たたきつけられる音は大きくなっていった。

　たどり着いた場所にあったのは滝だ。

　落差は十五メートルくらい、幅は三十メートルぐらいだろうか。薄く長く伸びたその滝の水は、空からの光を反射してキラキラと輝き、思わず口を半開きにして目を奪われる美しさがあった。慎み深い美と言えば良いだろうか。また滝たき壺つぼでは、高所から打ち付けられた水によって、まるで小規模な霧のように白いモヤが作られている。

　滝に近づいて分かったが、どうやらこの滝では角度によって虹が見えるらしい。先ほどは見えなかった小さな虹が、滝をラッピングするリボンのように長く伸びていた。

　俺は足場が少し悪いその道を進み、滝の裏に足を踏み入れる。

「っ……」

　言葉が出なかった。

　それをたとえるなら、水のカーテンだ。裏から見る滝は、それはもう美しかった。青白く薄い水の幕がかかっており、その先には緑豊かな林に光が差している。風が吹けば木々がまるで泳ぐかのように揺れ、薄緑色の葉がひらひらと落ちていく。

　圧倒的であまりにも美しい。見ているだけで心が洗われそうだった。いつまでも見ていたい、そう思える程美しかった。

　でも、それ以上に美しいものがそこには居た。




　ひゅぅ、ひゅぅ、ひゅぅ、ひゅぅ。




　滝の音でうるさいこの場所に、風を切る音が聞こえる。

　視線の先には薙刀なぎなたを持つ一人の女性。その女性は俺がいることに気がついているだろう。しかし、振るう手を止めることはない。水のカーテンをじっと見つめ、ただただ一心不乱に薙刀をふる。

　実のところ彼女がここに居るかもしれないとは思っていた。主人公は彼女に案内されてここに来るのだから。実を言えばだが、居ることを期待していた。

　なんせ俺が一番会いたかったヒロインだから。

　振るう度に彼女の頰ほおから飛ぶ滴。一体いつから彼女は薙刀を振っていたのだろうか。よく見れば彼女の美しい顔には玉のような汗が浮かんでいる。

　辺りには絶景が広がっているというのに、彼女から目が離せない。

　まるで磨いたオニキスのように美しく光沢のある黒髪、鏡で映し出したかのように均一な顔。まるで妖刀のように妖しく鋭い瞳。どことなく儚はかなさを感じさせるその表情に、思わず吸い込まれそうになる。

　もしこの世界に女神が居るのだとしたら、それは目の前に居る。

　俺は今もじっと彼女を見つめているが、彼女は反応せず、まるで意に介さない。彼女にとって俺の存在は一考にすら値しない程の小さな異物なのだろう。意識から除外され、まるでそこにある景色の一部のように自然と無視されている。

　薙刀をふるう度に舞う黒髪。道着から出た細く白い腕からは、信じられない速度で薙刀が振るわれる。

　まぶたを通過する汗をぬぐおうとして、俺の体が小刻みに震えている事に気がついた。それは畏怖からなのだろうか、武者震いなのだろうか、それとも喜びなのだろうか。

　多分全てだろう。ただそのなかで一番の感情は、彼女に会えた喜びのような気がする。俺は未いまだ薙刀を振るい続ける彼女をじっと見つめる。

　喜ばないわけがない。だってゲームで一番と言って良いぐらい心身込めて育てたキャラクターなのだ。戦闘から外すことはほぼなく、どんなに不利な条件であろうと出撃させ、数多あまたの強ボス達を屠ほふりに屠ってくれた、最高に信頼しているキャラクター。それが目の前に居る。




　そう、いるんだ。現実に。マジエク三強の一人であり、風紀会副会長であり、水魔法の使い手ゆえ水龍姫ともよばれる、水みず守もり雪ゆき音ねが目の前に。




　彼女は何度も繰り返していた素振りを不意に止める。そして彼女は今までの上段の構えからの型を止めて、脇に構えた。

「ふっ」

　彼女が息を吐くと同時に、一瞬何かが光る。気が付けば薙刀は前に突き出ており、水のカーテンが縦に二つに割れていた。

　その突きは目で追うことが出来なかった。

　薙刀の舞は、まだまだ終わらない。切り上げ、切り下げ、横払い。

　その美しい連続技を見ていると、体の中がだんだんと熱くなっていくことに気がついた。居ても立っても居られない、そういう気持ちだ。今すぐ駆け出したい。そんな衝動に襲われる。

　すぐにその原因には行き着いた。

　俺は未だ薙刀を振るう水守雪音に背を向け、滝の裏から出る。そしてありったけの力を足に込めて駆けだした。

　熱くなる心臓。まるで台風で氾濫しそうな川のように血液と魔力が流れ、体は酷ひどくほてっている。

　ああ、クソッ。と心の中で悪態をつく。

　心奪われるほどの美貌に、叫びたくなるぐらいの羨望に、そして体にくすぶる嫉妬。それらがごちゃ混ぜになって、火が付いたのだ。あれぐらい美しく武器を振るいたい。あれぐらい強くなりたい。いや、あれ以上に強くなりたい。

　体中がそう訴えていた。

　滝から少し山を登り、開けた場所に出る。そこで俺はありったけの魔力を循環させながら、勢いよく走る。燃えた体を消火するかのように、これでもかと走った。

　どれくらい走っただろうか。照らしていた日は沈みかけ、辺りは暗くなっている。これ以上ここで修行することは無理だろう。灯あかりもないし、何よりご飯時には帰る約束をしている。

「帰ろう……」

　そう呟つぶやいて、家に向かって走り出した。

　頭に浮かぶのは水守雪音のことばかりだ。

　薙刀の動きがまったく見えないなんて本当にばかげている。それも距離があったというのに全く見えなかった。どうすればあれだけ速く武器を振るえるのだろうか。そしてだ。俺はあの速さにどう対抗する？

　相手が動く前にこちらが行動するのはどうだろう。こちらが先に動き相手の行動を妨害すれば、あるいは。それ以外ではストールで大きな盾を作るだろうか。

　靴を脱ぎ家の中に入る。そして風呂に向かって一直線に進みながら考える。

　まずは目を鍛えたい。そしてあの速さに反射的に反応して、ストールを動かせるようにしたい。

　ストールを外し、汗で張り付いたシャツを脱ぐ。

　スポーツ選手は目を良くする訓練や、反射神経を鍛える訓練をしているらしい。俺もそれをしてはどうだろうか。そしていくつかのスキルを獲得するのもいいか…………！

　俺がノブに手をかけようとした瞬間、ガチャリとドアが開く音がする。

「……」

「……」

　現れたのは白い素肌をほんのり桜色に染めたはつみさんだった。湯上がりなのだろう。肌にぺたりと張り付いた濡ぬれた髪に、顔や体を伝う滴。そして全身からうっすら湯気がたちのぼり、体中が熱を持っていることが見て取れる。察してはいたがやはりそれは非常にボリューミーな果実で、吸い付きたくなるような可愛らしくピンク色の……。そして肉がつきすぎず、やせすぎでもない胴から、安産型の尻。なんとか大切なところはタオルでぎりぎり隠れていたが……アウトだよな、この状況。

　頭のメモリーに永久保存しながら、急いでドアを閉める。

「っっぁぁぁぁ」

　はつみさんから今まで聞いたことがないような声で叫ばれ、体中に罪悪感がわき上がる。

「すいませんでしたぁぁぁああ！」

　そのとき、廊下からどたどたどたと足音が聞こえた。

「どうしたの!?」

　どうやら毬乃さんが帰宅していたらしい。すぐさま駆けつけた彼女は、俺の全身を見て満面の笑みを浮かべる。

「きゃぁぁぁぁ♪」

　なぜか楽しそうな叫び声だ。って、叫ばれた？　え、なぜ。

　ふと自分の体を見つめる。それなりに引き締まっていると自負している健康的な肉体。綺き麗れいに割れている胸と腹筋は少し自慢したい気持ちもある。しないが。そしてその下には地球にいた俺以上にある、アレ。

　なるほど、俺は全裸なのか。

　服は脱衣場におきっぱなしだ。隠す布はない。
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「うぇええええええええええええい！」

　急いで両手で股間を隠す。まさかの二次災害だ。

「幸助君ったら気が早いわああぁぁぁぁ♪」

　何言ってんだこの人は。毬乃さんは両手で顔を覆っているが、指の隙間からしっかり俺の体を凝視している。

　ああ、どうすれば良い、どうすれば良い。ああ、ダメだ頭の中がごちゃごちゃして、何も考えられない。

　ふとドアが開き、下着姿のはつみさんが出てくる。そしてその手から魔法が放たれた。防御は確実に間に合わない。というかストールがない。

「あ、これ死ぬ」

　目の前が光でいっぱいになった。







　この世界に来てから初体験をたくさんした。魔法をつかったのだってそうだし、魔力が動力となった車にも乗った。そして今日、生まれて初めての土下座をしている。いずれとある皇族にもする予定ではあるが。

　はつみさんは先ほどからジト目で俺を見つめている。視線もはずしそうにない。俺が出来ることはおでこを地面にこすりつけるだけだ。

　どうにかして許して貰もらうことは出来ないだろうか。

　そうだ、エロゲに学ぼう。もしエロゲだったら風呂を覗のぞくシーンくらいはあるだろう。同居しているのに風呂シーンのないエロゲは、はたしてエロゲなのだろうか、という疑問すら浮かぶくらいだ。

　彼らはどのようにして許しを請うていただろうか。

　うん。一緒に入ろうで許可すら出る超世界から一体ナニを参考にすれば良いんだ？　それに彼らは主人公補正があるんだぞ？

「…………」

　沈黙がつらい。だが悪いのは俺だ。どう考えても悪いのは俺だ。誰か居るかを確認せずに脱衣場に入ったのだ。考え事をしていたせいで、何も考えずに脱衣場に入ってしまった。

「ごはんできたわよぉ」

　能天気な声がキッチンから聞こえる。もちろん俺は立ち上がることはせずに、地面に頭をこすりつける。前髪がハゲそうだが致し方ない。

「はぁ……こうすけ、頭を上げて」

　彼女に呼ばれてゆっくり頭を上げる。ジト目はしていない。

「ご飯、行きましょう」

　一応許してもらえたようだ。

　ダイニングルームに行くとテーブルの上には、きのこのポタージュスープ、ハンバーグ、ライスと子供が好きそうな料理が並べられていた。みんなが席に着くといただきますと食事を始める。

　はつみさんは怒っている様子には見えない。ただ黙々とハンバーグを口に入れていた。俺はそんなはつみさんを気にしながらも、食事を口に入れる。

　意外なことに毬乃さんは料理が上手だった。ホテルや旅館で食べたのより美味おいしいです、と正直に話すと、「んん、もぉ♪」と嬉うれしそうにお代わりをくれた。おいしい。

　特に美味しいのはハンバーグだ。手作りのハンバーグからは、これでもかと肉汁が溢れ、口の中に入れると大洪水が起きる。

「実は幸助君の好きな食べ物にしようと思ってたんだけど……食べられないものはないし、なんでも好きっていうじゃない？　だからはつみの好きなもので埋めてみたの。知ってる？　はつみったら味覚が子供っぽいのよ」

　と言うと、珍しくはつみさんが慌てた様子で首を振っている。

「そういえば昨日はつみさんが食べたのは……からあげとオムライスでしたね」

　言われてみればどちらも子供が好きな料理だろう。

「っ!?」

　はつみさんは顔を少し赤くしながら、毬乃さんを睨にらんでいる。ゲームでははつみさんはどこか人間らしさがなさそうに見えたが、全然そうではなかった。

「でも私もそういうの大好きですよ。はつみさん、この辺りでオススメの場所があれば連れていってください」

「……」

　何も言わずにご飯を口に入れるはつみさん。まあ多分つれてってくれるだろう、そう信じておこう。

　少しだけ良い気分になりながらスープを堪能していると、毬乃さんがあっ、と声を出す。不意に何かを思い出したようだ。

「そうだった。明日リュディヴィーヌちゃんくるから」

「へえ、そうなんだ…………………はぁ？」

　今貴方あなたなんて言いました？

「多分お昼過ぎかしら、家に居てね」

　今『明日仕事で少し遅くなる』と同じくらいのノリで爆弾発言しなかっただろうか。




　食後、一人部屋で頭を悩ませる。確かに後々来るであろう事は分かっていた。しかし俺としたことが、全く対応策を考えていない。

　ひとまず現状を整理しよう。リュディヴィーヌ・マリー＝アンジュ・ド・ラ・トレーフルはトレーフル皇国皇帝陛下の次女である。そんな高貴な身分の女性に俺がしたことは、ちょろっと助けてパンツをガン見しておっぱいを触った事である。

「……極刑だな」

　とりあえず土下座しよう。リュディヴィーヌ殿下に対して非礼の数々を心よりお詫わび申し上げよう。なんとか許して貰わなければ、俺の未来はない。

　はたしてそれで許してくれるだろうか。

　もしだ。急に一般女性に俺の大切なところを触られたとしよう。許せるだろうか。場合によってはご褒美である。案外許してもらえるんじゃなかろうか。

「んなわけねえよなぁ」

　と、色々対策を講じていると、不意にドアがノックされる。

「こうすけ」

「はつみさん？　どうぞ」

　はつみさんはぐるりと部屋を見て小さく息をつく。

　不要そうな物をすべて置いてきたため、部屋の中はかなりすっきりしていると思う。もちろんやばい物などこれっぽっちもない。

「どうかしたんですか？」

　じっと部屋を見つめているはつみさんに声をかける。

「いえ、なんでもない。ただこうすけに聞きたいことがある」

「なんですか？」

「……こうすけは、その、お年を召した人が好きなの？」

「は？」

「こうすけは熟女が好きなの？」

　はて、彼女はいきなり何を言ってるんだろうか。

「母様はおばさんよ？」

「どうしてその結論に至ったのか詳しくお聞かせ願えますか？」

　さあ、ここに座って欲しい。そして一から話してほしい。

「だって、母様とはすごく仲よさそうだし。あたらしいお父様に立候補するのかと」

　そんなわけない。それに毬乃さんが、仲の良い従姉妹いとこの息子を好きになると思っているのか。それなんてエロゲだよ。あるなら是非教えて欲しい。もちろん毬乃さんはストライクゾーンど真ん中だから、色々と…………いや俺は何を考えてるんだ。

「とりあえず、それはありえません。それと毬乃さんの対応って、はつみさんと同じくらいのつもりなんですけど……」

「だって、私に対して言葉が堅い」

　そういえばそうかもしれない。しかし。

「毬乃さんには敬語使うなと厳命されてて……敬語はクセみたいなものですし、勝手に口から出るんですよね」

　毬乃さんに他人行儀な事をすると頰を膨らませるから仕方なくそうしてるんだ。頰を膨らませる？　あれ、あの人何歳だったか。でも可愛いんだよなぁ……。

「私にも敬語はいらない、もっと親しみを込めて呼んで欲しい。お姉ちゃんでいい」

　あなたはお姉ちゃん呼ばわりされたいのか。ゲームでは仲良くなるイベントなんて無かったから知らなかったが、結構キャラ崩壊するタイプなんですね。

　まあ、それはいいとしよう。ただ呼び方は姉さんにしてほしい。『ちゃん』は恥ずかしい。いや、俺がそう呼んでしまおう。

「ええと……わかりました。はつみ姉さん」

　魚の骨がノドに引っかかったように、煮え切らない表情で彼女は頷いた。

　彼女はそのまま部屋を出て行くと思ったが、そんな事は無かった。そのまま部屋に転がり込んで、たわいもない会話をして一日が終わった。無論、リュディ対応策なんてこれっぽっちもしていない。
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　台風でも直撃すればリュディ殿下は来ないのではないか。

　そんな事を思いながら布団の中に入ったものの、残念なことに本日ハ晴天ナリ。

　空気を入れ換えるためバッと窓を開ける。窓から吹きこむ春風は少し冷たくて、寝起きの目を覚ますにはちょうど良い。すぐに着替えてランニングするため家を出た。

　ランニングコースは滝近くにすることにした。町中を案内して貰った時に思ったが、あそこは交通量が多いし信号も多い。しかし林の中ならば私有地であるし人もほぼいない。赤で止められることもなく走り続けることも出来る。

「……はっはっふっふっはっはっふっふっ」

　元々瀧たき音おと幸こう助すけは体力があった方だ。しかし毎日のランニングの成果か、体力は増えている気がする。あと必要なのは瞬発力や、疲労がたまった時に動けるかどうかだろう。ダンジョンに潜ったとき魔物はいつ襲ってくるかわからない。

　途中滝の方に足を伸ばすと、そこでは水みず守もり雪ゆき音ねが薙刀なぎなたを振るっていた。相も変わらず彼女は凜り々りしく美しく、そしてどこか猛たけ々だけしい。少しの間彼女の型を見ていたが、彼女に背を向ける。彼女を見ることで、たまったやる気を放出せんと、目的地に向かって走り始める。

　それから一時間ほど走って、俺は帰宅した。すぐにバスルームへ向かうが、もちろんノックは欠かさない。何度も風呂を覗くのは学習能力のないアホか、エロゲの主人公である。

　風呂からあがってひんやりとした廊下を歩き、ダイニングルームへ向かう。

「おはよう、幸助君」

「おはようございます、毬まり乃のさん」

　キッチンではふりっふりの可愛らしいエプロンを着た、十代にしか見えない毬乃さんが朝食を作っていた。

「幸助君はいつも早いわね。はつみも見習って欲しいわ」

「俺の場合はランニングするためだけどね。はつみ姉さんは学園が休みだし、ゆっくり寝てても良いんじゃない？」

　毬乃さんは不意に手を止めると俺に向き直る。

「はつみ姉さん？」

　ああ、と頷うなずく。

「昨日そう呼んでっていわれた……から」

　とかえすと「そう……ふふ」と言って小さく笑う。そして手元に目を落とした。すぐにトントンと一定のリズムが刻まれる。

「悪いけれど、はつみを起こしてきてくれない？　あの子は寝過ぎなのよ」

「え、行って良いんですか？」

「いいのよ、あなた弟なんだし。部屋に入って揺すってあげればすぐに起きるから」

　からからと笑いながら毬乃さんは手を動かす。本当に良いのかな、と思いつつはつみ姉さんの部屋へ向かう。

「はつみ姉さん？　起きてる？」

　ドアをノックして声をかけるも反応はない。もう一度声をかける。

「はつみ姉さん？」

　さらにもう一度ノックする。それでも反応はない。

　毬乃さんは入って良いと言っていたよな、とおそるおそるドアを開ける。

　はつみ姉さんの部屋は俺の部屋とほぼ同じ間取りだった。別の部屋に荷物を置いているからか私物はほとんどなく、整理整頓されていることもあってとても広々として見える。

「姉さーん。あれ、はつみ姉さん？」

　白く大きなベッドの近くへよって、上から彼女の顔をのぞき込む。目はぴっちり閉じられ長いまつげが見えた。仕事柄ほとんど室内に居るからだろうか、白く艶なまめかしい首元を見て生唾を飲む。起きる気配のないはつみ姉さんにゆっくりと手を伸ばす。

「はつみ姉さん」

　彼女の肩に手を当て小さく揺する。しかし彼女が起きる気配はない。今度は少し強めに彼女の体を揺らした。

「ん、んんっ」

　薄い唇がほんの少し動き、彼女の体が動き出す。そしてゆっくり目が開いた。

「おはよう、姉さん」

「………………おはよう」

　掛け布団を除のけながら体を起こし、ぐーっと伸びをする。それと一緒に豊満な胸もぐーっと強調される。眠るときはブラをしない派なのだろうか。強調される谷間はブラをしているようには見えない。

　未いまだ半目の姉さんはぼうっとしたままだったが、ふいに何かを思い出したかのように、服に手を掛けた。

（イカン）

　可愛らしいおへそが見えた瞬間、俺は背を向けた。

「じゃ、じゃあダイニングに行ってますね」

　そういいながら逃げるように部屋を後にする。どうやら彼女はホントに朝がダメみたいだ。




　そんなことがあれば対策を考えられないのは仕方がない。心が落ちついてから考えようにも時間切れである。

　目の前にはディスプレイ越しに幾度となく拝見し、そしていろいろとお世話になった、リュディヴィーヌ・マリー＝アンジュ・ド・ラ・トレーフル殿下が着席していた。

　その隣には素晴らしい弾力の尻を持つ美女が、金属製の剣を携え凜りんと立っていた。なぜ武装しているのか、これがわからない。成敗しにでも来たのだろうか？　もしそうなら身に覚えがありすぎる。

「ごきげんよう、毬乃様、はつみ様、そして幸助様」

　リュディはそう言って俺のことをじっと見つめる。俺はごきげんよう、と初めて使う挨拶を返す。もしかしたら声がうわずったかもしれない。

「毬乃様から紹介されているとは思いますが、改めて。リュディヴィーヌ・マリー＝アンジュ・ド・ラ・トレーフルと申します。こちらは私のメイドです。名は」

「クラリスと申します」

　はて、メイド？　鎧よろい着て帯剣したメイドか。この世界と日本とではメイドの概念が違うのかもしれない。

「これはこれはご丁寧に、私は瀧音幸助です」

　と自己紹介を終えて、そろそろ土下座でもしようかと思ったときだった。

「瀧音様、この度は誠にありがとうございます」

　先に頭を下げたのはリュディの方だった。彼女と同時にクラリスさんも頭を下げる。急に頭を下げるもんだから、少しの間放心してしまっていた。

「あ、頭を上げてください。私はたいしたことはしてないし、その、むしろ謝らなければならないのは私の方というべきで、ですね」

「いえ、こちらは命を救われたのです。それに謝る必要はございません、アレは事故でしょう？」

　と、リュディが凍り付くような笑顔で言うと、なぜかクラリスさんが剣に手を掛ける。

　何で剣に手を掛けるんですかね。怒っているのだけれど、不問にすると言っているのだろうか。ただ少しでも返答を間違えれば、その場でたたき切られてもおかしくなさそうだ。

「そ、そうですか。しかし一応謝らせてください。申し訳ございませんでした」

　と、深々と頭を下げる。

「お顔をお上げくださいな。分かりました、謝罪は受け入れます。それでこの話はなしにしましょう。それよりも」

「今後の事ね」

　と、毬乃さんが会話に割って入る。リュディはあの件についてさっさと忘れてくれ、と言いたいのだろう。口には出さないが、あの感触を生涯忘れることはないと思う。

「ええ、まずはご報告を。今回私を狙ったのは……私どもの国の一部と邪神教が関係しているようです」

　邪神教、と聞いてはつみさんの体がぴくりと反応する。そして横目で俺を見た。

　リュディは話を続ける。

「学園に入学してしまえば、私に対する攻撃はなりを潜める、と思っています。ただ……」

「完全に、とはいえないわね。一人逃しているし」

　毬乃さんがリュディの代弁をする。

　彼女達の予想は、実を言えば当たっている。この先ゲームと同じ展開になるならば、リュディらは邪神教信者共に狙われる。それがきっかけで、主人公とリュディは急速接近するといった流れのはずだ。

「我が国の諜ちよう報ほう員と捕らえた者からの情報によって、邪神教についてある程度の情報を得ることが出来ました。信じられないような情報も交じっています」

「ええと、その話に俺は参加しても良いのですか？　なんだか話が大事になってきたし、セキュリティ的にもどうかなと」

　その秘匿性は国家レベル。だからこそマジエク主人公達は邪神教に絡まれるまでは、情報を一切教えて貰わなかったはずだ。それを俺が聞いて良いのか？

「大変申し訳ないのですが……」

　と、言いづらそうなリュディに代わって、クラリスさんが言葉を続ける。

「実のところ花はな邑むら一族は元々邪神教の者に目を付けられていました。そして花邑一族の瀧音様がリュディヴィーヌ様をお助けしたことで、すぐに排除すべき目標のひとつとして認定された可能性が高いのです」

「へぇー……は？」

　今なんて言った。認定された？

「それで当事者の一人となってしまった瀧音様には全てを話そうと、皇帝陛下がお決めになりました」

「そ、そうなんですか」

　マジエクで狙われるのはリュディと主人公だったはずだ。それが何で俺まで狙われることに!?

「申し訳ありません……」

　俺が動揺しているのを見てリュディが謝る。

「ま、まあ花邑家ということで、元々目を付けられてたんですし、別段気にしてないので気にしないでください」

「ええと、気にしてないではなく、気にしなければならないんです、これからは」

　うん。リュディの言う通りだ。狙われているのであれば、気をはらなければならない。

「そうですよね……」

「幸助様も状況を理解されたことだと思います。では……クラリス」

「はっ」

　と、敬礼をするクラリス。あなたどう考えてもメイドではなくて騎士ですよね。

　クラリスさんはごてごてした装飾がたくさんついた鞄かばんから革の封筒を取り出し、毬乃さんの前に差し出した。封筒は紺色のヒモでがっちり結ばれている。

　毬乃さんが手に魔力を込めると、ふわりとクローバーをモチーフにした紋章が浮かび上がる。

　ああ、これはゲームで見たことある。トレーフル皇族の紋章だ。毬乃さんが封筒に魔力を通すと、するするとヒモがほどける。そこから紙が独りでに飛び出してきた。

　はつみ姉さんと一緒に毬乃さんの後ろに回ると、その紙をのぞき込んだ。

[image: ]

　さて、これにはクッソ長ったらしくかつ面倒で面妖な文章で書かれているが、彼が言いたいことは少ない。

　①末娘可愛い。

　②リュディ助けてくれてありがと。

　③学園にスパイが交じっている可能性があるよ。あくまで可能性だけど一応気をつけて。

　④末娘天才可愛い結婚したい。

　ツッコミどころが多すぎる。とりあえず確認しておかなければならないことは、

「（陛下がコレで）国は大丈夫ですか？」

「……政治に関しては敏腕であると言えるでしょう」

　クラリスさんが渋い顔で答えたのを見て、同情の念がわき起こる。リュディがはてな顔なのは、彼女が蝶ちようよ花よと育てられたからなのだろう。彼女のルートに入ると、学園に陛下が来るイベントとかあったぐらいだし、彼女が溺愛されているのは間違いない。

「学園にスパイねぇ……」

　毬乃さんは渋い顔で手紙を見ている。残念だがスパイは本当にいる。

「一応、心にとどめておいた方が良いと思いますよ。花邑家のホテルでテロなんて起こす連中ですし」

　と俺が言うと、毬乃さんは「確かにそうね」と呟つぶやいた。

「それでお父様から提案がございます。毬乃様は多少ご存じかとは思いますが……」

　とリュディが言ってクラリスに目線を送る。クラリスはこくりと頷いて話し始める。

「トレーフル皇国では学園にて特に狙われるであろう人物が、リュディヴィーヌ様、瀧音様、と予想しております」

　リュディは確実に狙われるだろう。ゲームでは小規模なイベントがいくつか発生し、それを解決していくと業を煮やした信者がだんだんと大きな行動に出たはずだ。

　懐かしい。人質を取って脅したりするのは序の口で、あまりにも危険で使用を禁止された召喚魔法を使ったり、突如町にダンジョンが現れるやつもあったな。アレはリュディと仲間達が分断されるから少し面倒だった……後でそのイベントの準備をしておかなければならないな。まあ邪神教イベントは学園に入学してダンジョンに挑めるようになってから始まるから、まだ準備はいいか。

「……ですので我々はリュディヴィーヌ様、瀧音様をお守りしなければなりません」

　クラリスさんがそう言うと、毬乃さんはそうね、と頷いた。

　毬乃さん親子は魔法使いとしての実力を考えれば、俺達よりも狙われる可能性は低い、それどころか返り討ちにしてしまう可能性が高いとのこと。

「だからこそあの件ね……」

　そう言って毬乃さんは神妙な顔で頷いた。しかし俺にはあの件が何のことかが分からない。

「あの件っていったい何のことですか？」

「ええ、実はリュディちゃんと護衛を家に居候させられないかって話をされたのよ。ここには私もはつみもいるし、いざとなった時に動けるから」

　確かに毬乃さんほどの実力者の庇ひ護ご下にあれば、襲われる心配はぐっと減りそうな気がするし、二人まとめておけば守りのコストも…………ん？　ちょっと待て、二人まとめる？　居候？　いそうろう？

「ゑゑ？　い、いそうろぅ!?」

　ば、馬鹿じゃないのか!?　彼女達はいったい何を考えているんだ。居候なんて、ダメに決まってんだろ。そもそも年頃の女の子が居候って、そんなアホみたいな展開はエロゲでもな……いや、比較的よくある王道展開だな。

　い、いやだめだ。そもそもこの家にはエロ真っ盛りな男子が居るんだぞ！　月に二本エロゲを買っていた紳士の心を持った奴やつがいるんだぞ。邪神教徒の危険は抑えられても、貞操が危険だ。つかゲーム内で皇帝は娘達を溺愛してたよな？　リュディルートで主人公と付き合ってる事を知ってマジギレした皇帝陛下が、魔法騎士隊を出動させかけたよな。あいつが居候を許したのか。奇跡だろ。

「反対。知らない人物がこの家に長期滞在するのは許容できない」

　と今まで黙っていたはつみ姉さんが口を開く。もっと言ってやってほしい。

「ですのではつみ様と面識のあるクラリスだけ常駐して貰おうかと思っています。お父様は毬乃様とはつみ様が居れば、護衛はクラリス一人で十分だろうという判断です。そうなればあまり人員を割かずにすみ、安全性は高いですし良いこと尽くしだと」

　姉さんはクラリスさんと知り合いなのか……断ってほしいがそれは難しいか。

「それなら……いい」

　そうだよな……。本当のことを言えばさ、俺だって素直に許可したい。それどころか土下座してでも一緒に暮らしたい。日本ではなぜか正式に認められなかったけど、リュディは嫁だった。数十人いる中の一人の嫁だった。できることならいつもそばに居たいのは否定しない。でもさ、やっぱり世間体的にダメだろ！

「幸助君」

　そう呼ばれて視線を毬乃さんに向ける。彼女は真剣な表情でこちらを見て胸をたたくと、『任せて』とばかりに笑顔でウインクした。

　そうだよ、こちらには毬乃さんがいるんだ。彼女はれっきとした大人で、はつみさんを立派に育てた母なのだ。一つ屋根の下に親戚じゃない年頃の男女。この肉体的危険性と世間的なまずさがわかるはずだ！

「大丈夫っ。幸助君の言いたいことは分かるわ」

　やはり頼れるのは節度と良識ある大人。いってやってくれ！

「ふふっ……歓迎会の準備、よねっ♪」

　そうだっ。新しく生活を共にする人が現れたら、まず仲良くなるために歓迎会だよな！　………………あれっ？　おかしくない？

　呆ぼう然ぜんと毬乃さんを見つめていると、肩をトントンと叩たたかれる。振り返るといつもの表情の姉さんがいた。ただ、いつもの表情ではあるのだが、どこか自信ありげに見えるのは気のせいか。

「こうすけの懸念は分かった。お姉ちゃんにまかせて」

　はつみ姉さんが親指をビッと立てる。

　貴方あなたが救世主か！　今俺の好感度が一気に上昇した。告白されたら即ＯＫだす事は間違いない。いやこの件がなくても即ＯＫ出していたが。

　よし、姉さん頼んだ。きっぱり言ってやれ！

　姉さんを見つめると、彼女はボリューミーな胸をはって口を開く。

「ケーキが美味おいしいお店を知ってるわ」

　そうじゃねえよ。
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　信じられないことなんて滅めつ多たに起こることはない。とはいえ起こるときは起こるし、そもそもここはエロゲの世界だ。一種の超世界なのだ。

　さて、この世界に来てからいくつ信じられないものを見ただろうか。もう数えるのが面倒であるが、直近ではリュディとクラリスさんが我が家に居候することになったことだろうか。そして。そしてだ。現在進行形で今の状況が信じられない。

　日課のランニングをしながら、ちらりと目だけを隣に向ける。

「ふっ……ふっ……ふっ……ふっ……」

　流れるような黒髪ポニーテールが、まるで興奮した犬の尻尾のように揺れ動く。普段はそのまま背にながしているだけの彼女だが、ランニングのために結ったのだろうか。また背中には彼女のアイデンティティと言っても過言ではない、紅こう梅ばい色いろの薙刀なぎなたがくくりつけられている。

　彼女は相変わらず崇あがめたいくらいの美貌とスタイルで、今すぐ足を止めて走る姿を鑑賞したいくらいだ。とくに上下に揺れる双丘はその存在感をこれ以上無いほど誇示していて、意識をしないようにしないとガン見してしまう。

　さて、誰か教えて欲しい。なぜ水守雪音が俺の隣を走ってるんだ……！

　さっぱり意味が分からない。なにか彼女を駆り立てるような行動を起こしただろうか。

　確かにここ三日ぐらい、英気を養うために彼女の修行風景を見ていたことは否定しない。しかしこれはアレだ。決してストーカーだとか視し姦かんしていたという訳ではない。俺としては図書館で勉強している人を見て、俺も頑張ろうという気分にしていただけだ。

　いや、確かにおっぱいを注視していたのも否定はしない。だって揺れるんだもん。俺は一切悪くない。悪いのは美乳を揺らす先輩が悪いんだ。……間違いなく俺が悪いな。

　予定していた距離を走り終えた俺は、水守雪音に声を掛けるか考える。しかし、なんと声を掛けて良いかも分からなかったので、いつもと同じ訓練メニューをすることにした。

　疲労がたまった状態での第三の手、第四の手を使った攻撃練習。ストールにより多くの魔力を込めての突き、そして瞬間的に開いての硬化エンチャントを行う防御練習。単調単純な訓練だが、俺にとっては基本で今後ずっと使うことになるだろう。そうだと信じたい。

　ふと視線を移してみれば、彼女もまた薙刀を振るっていた。

　やっとの事で全てのメニューを終えた俺は、ストールの位置を調整したのち、椅子のように変形させ座り込む。息も絶え絶えで立っているだけでつらかったのだが、同じようなメニューをこなしたはずの水守雪音は、呼吸は荒いもののかなり余裕が見られる。

（基礎体力でもこの差があるのか……まだまだ修行が必要だ）

　汗で張り付いた髪の毛をながしながら、呼吸を整える水守雪音。彼女は薙刀を背中にくくりつけると俺の下まで歩いてきた。訓練しながらこっそり胸や尻や二の腕やうなじなんかを見ていたことに気がついたのだろうか。

「いつもコレをしているのか？」

「……ええ、大雨でも降らない限り」

「そうか……」

　彼女の視線は、俺のストールに注がれている。部分的に魔力を込めていることで、座る面は柔らかく、足は強くという椅子になっている。

「……座りますか？」

「いや、いい…………すまない、やはり座らせてもらえないか？」

　一度断ったが彼女はそう言った。俺はすぐに椅子を変形させ、もう一人座れるよう改良した。

　彼女はおそるおそるといった様子で、ストールに触れる。優しくなでるように、そして上下に動かしてこすって……そして体重を掛けながら強く押して、ゆっくり腰を下ろした。

　我が人生において、初めてストールと入れ替わりたいと思ってしまった瞬間である。

「ぃい、気持ちいいな」

　グッ、なんて素晴らしい言葉を発するんだ。

「それにしても、にわかに信じられないな……」

　未いまだにストールをなでながら、水守雪音はそう言った。

「な、何がですか？」

　トリップしかけた自分をなんとか引き戻し平静を装う。

「……君の魔力量だよ、私ならすでに魔力切れになっている。それにこんな疲弊しているのにエンチャントを維持しているのもまた……。君は学園の新入生か？」

「ええ、瀧たき音おと幸こう助すけと申します」

「私から名乗るべきだったな、私は一年の……いや君の入学時には二年だな。風紀会副会長職の副隊長をしている水守雪音だ」

「風紀会副隊長ですかっ？」

　と、驚いた振りをする。ゲームでは風紀会というのは学園の権力者であり、実力者であることを示している。驚いておいて間違いないはずだ。

「ああ、そんな大層な役職じゃないよ。それに上には上がいるさ……」

　そう言って遠い目で空を見つめる彼女。この雰囲気から察するに、ゲームの水守雪音と同じ悩みを抱えていることは、なんとなく察せられた。

「君ならばすぐに学園三会の役職につくことが出来るかもしれないな」

　俺は首を左右に振る。

「それはどうでしょうかね……。特殊体質で放出系の魔法が減衰されるんです」

　と言っておくが、すぐに学園三会には入るつもりだ。そのための計画はある程度だが立てた。正直に言えばリュディへの言い訳が思いつかないから、現実逃避のためにそっちを考えてたせいだが。先輩は特殊体質という言葉に、納得したような顔で頷うなずく。

「初代聖女様みたいなものか？」

「ええと、似ていますが少し違います。聖女様は代わりに回復魔法なんかに絶大な恩恵を得ていましたよね？　俺の場合は……」

　先輩の視線がストールに向く。

「エンチャントです。放出系魔法なんて、こんな感じですよ」

　そう言って火の玉を木に向かって飛ばす。こんな威力の魔法だし、あれは生木だから燃えないだろう。

「なるほどな…………君は、その…………いや、なんでもない」

　先輩は何かを言いかけて止めた。しかし俺は先輩が何を言いたいのかを、察することが出来た。

「魔法使いにおいて、すごくハンデになるかもしれないとは思っています。身近には大規模魔法をいとも簡単に扱う達人が居ますから」

　先輩は神妙な顔で俺の顔をじっと見つめた。

「もちろん羨ましいなんて思いますし、実力差を知って絶望することもあります。でも」

「でも……？」

　俺はにっこり笑うと、先輩の宝石のような瞳を見つめた。

「でもコレはコレで強くなれる可能性はあります。それにこのハンデがですね、逆に燃えるんですよ。このトリッキーな能力で強い相手をどう攻略するかを考えるのも楽しいし……しかもこの魔法って意外と応用が利くんですよ、こんな風に」

　と言って俺はストールベンチを変形させ、背もたれを作る。そして寄りかかって体重を掛けた。先輩の方にも背もたれを作ると、先輩は手で背もたれを押した後、ゆっくり体重を掛けて寄りかかった。

「そうか……君は色々と強そうだな」

　こわばった顔をくずした先輩は、ほほえましいものを見るような目でそう口にした。

「いずれ学園の頂点に立ってやろうかな、なんて思ってます」

「言うじゃないか。いい目標だと思う」

　頂点に立つことが難しいことは理解している。主人公や生徒会長のような巨大な壁もある。しかしこの世界で自分の出来ることを全て試してない。それに主人公や生徒会長だって倒せる算段はある。

　先輩、と声を掛けようとしたとき、不意に風が吹く。ほてった体を通り過ぎ、乾いた土とほんの少しの先輩の匂いが鼻に入る。とても心地好い。彼女は袴はかまの上に手を置き、目の前をぼうっと見つめ、なにやら黙想していた。

　水守雪音は本当に好きなキャラだった。性格も見た目も何もかもが好きだった。だからこそ彼女の悩みに直結しているその覚醒イベントは起こすし、強くなってもらう。

　自分の大好きなキャラが、自身の真価を発揮出来ず、ずっと悩みを抱えたままなんて許容出来るわけがない。最終的に俺が最強になるための道で、険しい山か一緒に道を進む仲間のどちらかになって欲しい。

　考え事をしていると、不意に先輩が「ああ」と何かを思い出したように呟つぶやいた。

「そういえばだが……瀧音は知っているかい？」

「なんのことでしょう？」

「ここは実のところ私有地なんだよ。以前ここを紹介して頂いて以来、使わせて貰っている立場なのだ。あの人のことだから別に言わなくても問題は無いだろうが、一応私の方で許可をとろう」

「ああ、大丈夫です。母の従姉妹いとこが毬まり乃のさんで、訳あってお世話になってるんです」

　と言うと先輩はとても驚いたのだろう、目を見開いて口を半開きにしていた。

「身近にいる強者とは……まさか学園長？」

「ええ。ちなみにはつみ姉さんとは、はとこの関係ですね」

「いや、そうだったのか……すまない。そうだったら何の問題も無い」

　納得したように、彼女はそんな事を言う。そして何かを考えるように、顎に手を当てた。

「どうかしましたか？」

　いや、なんでもない。とばかりに小さく顔を振る。そして、

「話は変わるが、私もこの場所を利用させて貰っても良いだろうか？」

　と、辺りを見回しながら言う。

　ん？　と俺も辺りを見回す。生い茂る木々からぽっかり空いたこの楕だ円えん形けいの場所。足下には至る所にクローバーなんかの野草が生えている。あそこに見える大きな木の下でひなたぼっこをしたら、さぞかし気持ちが良いだろう。中学生のころ受けていた古典の授業には及ばないだろうが、すぐさま夢の世界へ旅立ってしまうに違いない。

　さて、現実に戻ろう。先輩は何を言いたいのだろうか。

　ここは毬乃さんの私有地ではあるが、別に彼女自身は許可を貰っているはずだ。だからこそ彼女は滝の下で訓練をしていたんだろう。

「いや使って良いと思いますけど？」

「そうじゃなくてだな、私は君に求めているんだよ。たまに君の姿を覗のぞかせて貰ったが、ここは君のランニングコースなんだろう？」

　ようやく何を言いたいのかが分かった。

「別に水守先輩が邪魔とは思っていませんし、全然使って構いませんよ。それに誰かが真剣にやってるのを見ると、自分に気合いが入るんですよ」

「そうか、では利用させてもらおう。それと言ってくれれば滝の下から避けるぞ？　修行中の私は景観を崩すだろう？」

　なんてことを言うのだろうか。景観を崩すどころか、調和しているようだ。いや、むしろ超越しているんだが。

「いえいえ、何を仰おつしやるんですか。確かにこのあたりの風景は美しいですが、そんなの先輩の美しさに比べれば足下にも及びません。是非使ってください！」

　と笑いながら話す。すると先輩はうれしそうにクスクス笑う。

「ふふっ、ありがとう。では使わせてもらおう」

　話し方を見るに先輩は冗談と受け取ったようだが、一応本心である。

　それから少しの間他た愛あいない話をしていたが、おもむろに先輩は立ち上がった。

「さて、ずいぶんとゆっくりしてしまったな。私はそろそろ帰るよ」

「そうですか…………あっ先輩っ」

　立ち上がった先輩がくるりとこちらに振り返る。

「ん、なんだ？」

「ええと、ちょっとぶしつけなんですが、お願いがあるんですよ」

「お願い？」

　疑問符を浮かべている先輩に頷く。

「ええ、暇なときで構わないので、稽古をつけていただけないかな、と。できれば心眼スキルを覚えるまで」

　そういうと先輩は驚いたような表情で俺を見た。




　水守雪音はまごう方なき女神である。

　正直に言えば断られることを覚悟していた。だってそうだろう。彼女と話したのは一度だけ。それ以外は自分の修行中にちょろっと顔を合わせただけの関係だ。しかし彼女は俺のお願いを聞いてくれた。やはり女神である。もしこの世界に女神がいるならば、さっさと廃業して先輩に明け渡してやるべきだ。ただ、ちょっとキツすぎやしないですかね？

「せ、せせせせ先輩。ここここれ、ほほホントに意味があるんですか？」

　ざあざあと頭から滝の水に打ち付けられる。まだ暖かくなりかけの時季であるからか、その水は凍える程冷たい。まるで雪の中に裸体で突っ込んでいるような、いや、それ以上の冷たさが体に降りかかっている。

「瀧音、雑念が見える」

　黙ってヤれというのだろう。俺は彼女の言葉を信じて座禅を組む。隣では目を閉じた水守先輩が同じように座禅を組み、滝に打たれていた。

「雑念を消したら目を閉じ体の魔力を活性化させるんだ。そしてその魔力を辺りに振りまくようなイメージを作れ」

　だなんて言われたが、正直さっぱりである。とりあえず言われたとおり目を閉じ体の魔力を活性化させるが、その先が上手うまくいかない。

「ぜぜんぜん何もみえないんですががががが」

「上手くいけば目を閉じたままでも私の場所が感知出来るはずだ。慣れれば相手の魔力の動きすら見えて、先手を取ることも出来る。私はまだ至っていないが、透視や未来視すら出来るようになるそうだ」

　心眼スキルは、ゲームにおいて回避率と攻撃命中率を大幅に上げることの出来るスキルである。そして辺りが暗闇でも、自分が一時的盲目状態でも、命中率が下がらないという追加効果もある。

　ゲーム内のスキル説明欄では『心の目を使い、相手の居場所や動きがわかる』だったはずだ。このスキルならば俺があのストールの壁を使用するときに起こる、『前が見えない』弊害を解消してくれるのではないかと期待している。このスキルを得られる方法がいくつかあるが、一番簡単なのは水守雪音に伝授して貰もらうことである。

　目を開け、ちらりと水守雪音を見つめる。

　彼女は震えるへっぴり腰の俺とは対照的だ。水の勢いや冷たさにも負けず、背筋はまっすぐ天に向かって伸びていた。その姿は凜り々りしく美しい。

　彼女はゲーム内において初期から心眼スキルを保持している、数少ないキャラの一人だ。心眼スキルはとても有能で、とある紳士淑女達エロゲプレイヤーからはチートスキルの一つとして認定されており、必ず入手すべきスキルの一つだ。

　心眼スキルさえあれば、『命中率の増加』、『会心率の増加』そして、『全体魔法や命中特化特技以外の攻撃に三割程の回避性能がプラス』されるのだ。回避性能が地味に嬉うれしい上に、何より命中率の増加が最高に嬉しい。後半は異様に回避率の高い敵が出没するため、このスキル持ちや広範囲魔法を唱える仲間が重要となってくる。広範囲魔法が唱えられない俺には必須と言っていいスキルだ。そして上手くいけばストールの壁の弊害も解消できる。なんて一石二鳥なんだ。

　ゲームでは一応覚えられるキャラクターではあったが、はたして……。

　視線を先輩からそらし、滝から見える緑溢れる風景にうつす。そして意識を集中させ目を閉じた。その後一時間ほど瞑めい想そうを続けたものの、心眼スキルを得ることはなかった。

　こうなってくると、だ。

「俺は前提から間違っているのではないだろうか？」

　瀧音幸助自体は心眼スキルを入手することが可能なキャラクターではあるが、中に入っているのは俺なのだ。月末の金曜日になるとテンションが限界突破する俺なのだ。エロゲ会社様達は給料日後と休日を狙って月の下旬金曜に発売するから、テンションが限界突破するのは当然なのだが。

　無論、自分自身に問いかけたところで、答えが返ってくることはない。

　ただ、水守雪音にスキル習得の手助けを頼んでからすでに二日が経過しているが、一向に習得する兆きざしが見えない。もうすぐ学園が始まるため、色々準備をしなければならないというのに、俺は未いまだ滝に打たれている。

　何より困ることは隣で一緒に滝行している彼女の存在である。

　水守先輩はどこから用意したのか分からない、巫女みこ装束のような物を着ていた。それが滝で濡ぬれ、服が肌に張り付く様子はとても官能的だ。その様子をじっくり拝見したいところではあるが、冷たい水に打ち付けられながらだと、そんな雑念なんてすぐになくなる。むしろ体の感覚がなくなってくる。逆に言えば雑念が消えるからこそ、精神統一がしやすいのかもしれない。

　滝行を終えた俺達は体を魔法で温める。そして髪を拭いている彼女に声を掛けた。

「俺としては凄すごくありがたいんですけど、先輩は大丈夫なんですか？」

　学園が始まるのはもちろん俺だけではない。先輩もなのだ。だというのに、彼女は俺を滝で見かけるたびに付き添ってくれた。

「瀧音、私のことは気にするな。私は私の修行としてやっているんだ」

　そう言って笑うが、罪悪感でいっぱいである。彼女がとても面倒見の良い人である、というのはゲーム内で知っていた。俺が彼女に惚ほれ込んだ理由の一つでもある。

　ただ、それのせいで罪悪感にとらわれることになるとは思わなかった。

「大切なのは集中力だ。これ以上無いほどに神経を研ぎ澄まし、魔力を意識するんだ。目を使うのではない。第七感で感じ取れ」

　いや、第七感って……。まあ言ってる事は分かるんだが、実行するのが難しい。そもそも魔力感知器官の七感が日本に無かったから、意識すること自体が難しいんだが。

「聞くところによると、心眼を極めると、対象へ触れた時の感触すら感じ取れるという。私の父上はモンスターの弱点部位が感じ取れると言っていた」

　心眼スキルの熟練度が上がると会心率が上がるのは、弱点を感じ取れるからなのだろう。モンスターと戦う上でとても重要な能力だと思う。絶対に欲しい能力だ。

　だけどそれはいつ使えるようになるだろうか。

「……なあ、瀧音は何か勘違いしていないか」

　黙ったまま何も言わない俺を見かねたのか、先輩がそう言う。視線を向けると透けた巫女装束姿のまま腕を組み、じっとこちらを見ていた。

「そんなに早くスキルを習得出来るわけがないだろう？」

　この世界の一般常識からしたらそうなのかもしれない。しかし俺は知っている。ゲームではターン数にして三ターンで習得しているのだ。日付に換算すれば……数日ぐらいか？　そう考えればまだ習得していなくてもおかしくはない。

「焦らず行けばいい。ただ足を止めず、一歩一歩進んでいけば良いのだ。足を止めなければ良いんだ」

　と自分に言い聞かせるように先輩は言う。彼女の現状を知っていると意味のある一言だ。

「先輩は…………いえ、何でもありません」

　なんとか言葉を飲み込んだ。思わず口に出しそうになってしまったが、今の俺が言って良い言葉ではない。

「そうか」

　そう言って先輩は川を見つめる。底が見えるほど透き通った川の水は、止まることがなく流れつづけていた。そこへ小さな葉っぱがひらひらと落ち、流れに身を任せて悠々と進んでいく。しかし大きな石に引っかかるとそのまま動くことはせず、ずっと石に引っかかったままだった。







[image: 六章　花邑家での大騒動]




　花邑家はたくさんの箱と美女エルフ達であふれかえっていた。

　玄関に置ききれず、廊下にまで積まれた段ボール箱には『本』やら『ティーセット』など、中に入っている物が分かるように文字が書かれており、それらを幾人かのエルフ達が手分けして開放し、リュディの部屋に持って行く。

「……どうかされましたか？」

　不意に後ろから声が掛けられる。見てみると美尻の…………クラリスさんがこちらを見ていた。以前のように騎士チックな服装ではなく、緑色を基調としたセーターにショートパンツという出いで立ちだった。手には小さな段ボール箱がある。

「いえ、ちょっと考え事を……」

　思わずすらりと伸びた足に目線が行く。彼女はエルフの中でも長身らしく、他のエルフ女性に比べて頭一つ大きい。もはや俺と同じ目線だ。それでいて顔が小さく美形ときた。まあ、ゲームの設定どおりなら、エルフは人間に比べて全体的に美形だが。

「そうですか……？」

　クラリスさんは俺から目を離すことはない。反応を見れば、むしろ余計に不信感をもたれたような……。なぜだろうか？

　どうかしたんですか、と聞こうかと思い、足を前に出そうとして何かに引っかかる。何だ？　と思って見ると、どうやら引っ越しの荷物に足をぶつけたらしい。また、その箱の側面に紙が貼られており、数個の単語が殴り書きされていた。

『クラリス　衣類』

　コレはアレだ。クラリスさんは誤解している。確かに美女の服は気になるし、彼女ほどの美しい人ならばより一層思うし、もしこの秘宝を拝見させていただけるなら彼女の足を舐なめたっていい。なんてご褒美なんだろうか。

　いや、アホなことを考えるのはやめよう。着替えの入った荷物の前で考え事している俺自身が悪いのだが、とりあえず彼女は誤解している。

「い、いえ。そんなつもりじゃなかったんです」

「自白でしょうか……？」

「ち、違います。ちょっと自分の力が伸び悩んでいてですね……そう、悩んでいたんです」

「は、はあ」

　依然として訝いぶかしげな様子でこちらを見てくる。

「そ、そうだ。クラリスさんはどうやってスキルを得ていましたか？　どうしても得たいスキルがあるのに覚えられなくて」

　こんな時は話を変えるに限る。まあ『話をそらさないで。ドン（机を叩く音）』で終わる可能性もある……。あのときは結局ぶたれた。

「スキルですか？」

　と、クラリスさんの表情が心なしか和らぐ。二つの意味でチャンスである。ここで着替えから話をそらせるうえに、スキルについて相談も出来る。

「ええ、知り合いに手ほどきを受けているんですが、スキルを取得する兆しがなくて……」

　顎に手を当てて眉を顰ひそめる。

「そうですね……ひたすらに訓練でしょうか？」

　と言われ、思わずため息が漏れる。

「やはりそれしかないですかね」

　結局やるしかないのか。しかしいつ得るか分からないのに続けるというのは結構応える。

「一説によるとですが……」

　と、クラリスさんは手のひらを自分の前にかざす。

「スキルは人が非常に欲したときに、発現しやすいと言われています」

　と彼女は手のひらの上に透明な板のような物を作り出した。

「私も実はそれでスキルが発現したことがありまして。少し意識するのは如何いかがでしょうか」

　と、何かを懐かしむように微笑み、作られた板を触る。

「……実は幼いころの私は魔力量が多いのにもかかわらず、魔法が下手だったんです」

　ええ、と思わず目を見開く。

「そうなんですか？」

「そうなんですよ。だから私は剣と弓を習っていたんです。スキルを得て魔法がある程度使えるようになってから、魔法剣と盾魔法を使う戦闘スタイルに変えました」

　へえ、とため息が漏れる。どうやら彼女は水みず守もり雪ゆき音ねと同じく、近接寄りではあるが遠距離戦闘も可能なのだろう。

「瀧たき音おと様の特殊体質については伺っています。少し私に似ていますよね。スキルを得ることで、もしかしたら道が開けるかもしれませんよ」

　ゲームでは瀧音幸こう助すけがどうやったところで、遠距離魔法を使えるようにはならなかった。それは自分だけではなく、ゲーム内で有名な初代聖女であっても同様だ。ただこの世界がゲームと完全一致しているかは不明だ。もう少し試すぐらいなら良いかもしれない。

「そうですね……ありがとうございます。もう少し頑張ってみます」

　そう彼女に声を掛け、ふと思う。

「私で良ければ手伝いましょうか？」

　リュディの方は多数のエルフ達が荷物を運んでいるが、メイド（騎士にしかみえない）であるクラリスさんは、誰も手伝っていない。まあ普通に考えて殿下優先である。

「いえ、その、重い荷物もありますので……」

「だからこその私でしょう。それにこれからもスキルのことで相談するかもしれないので、貸しを作らせてください！」

　と、ストールに魔力を込め、ガッツポーズするように動かす。するとクラリスさんは笑顔で頷いた。

「そうですか、ではこの辺りにあるものは私の私物なので、二階までお願いできますか？」

「ええ、任せてください！」

　すぐに行動に移そう。近くにあった衣類……ではなく、『クラリス　本』と書かれた箱を第三の手で持ち上げる。

「あれ、軽い……？」

「ん[image: ][image: ][image: ]あぁぁぁああ」

　突如淑女らしからぬ奇声を発したクラリスに驚き、思わず箱を落としそうになる。

「瀧音様！　瀧音様はこっちをお願いします！」

　と、彼女はなぜか『クラリス　着替え』と書かれた箱を差し出してくる。

　はて、彼女は何を考えているのだろうか。

　わざわざ着替えを避けたっていうのに、自ら着替えを差し出すとは。

「は、はぁ」

　と着替えを第四の手で受け取る。その箱は本と比べものにならない程重かった。

「こっちは私が持ちます！」

　と、第三の手から本をひったくると、彼女は少し早足で歩き始めた。

　なぜ、『本』が軽くて『着替え』が重いのか？　なんとなくであるが察せられた。多分書かれている物と違う物が段ボール箱に入っているのだろう。

　その理由は防犯だと思う。ド変態が『彼女の服を盗みたい』なんて思った時に、普通は『着替え』と書いた段ボール箱を盗む事は想像に難くない。本を盗むなんて変態はいない。普通に書き間違えた可能性もあるが、そんなドジするわけ無いだろう。

　俺はその辺にあった段ボール箱を第四の手で抱えると、クラリスさんの後を追った。

　少し歩いて、クラリスさんが階段を上っているところを見ながら、ふと感心する。

　さすがの尻だ。肉々しいながらもしまりがあるし、なにより形が良い。歩く度に強調されるその美尻と、ショートパンツからすらりと伸びたその白い太ももは、もはや芸術と言っても過言ではない。彼女になら物理的に尻に敷かれてもいい。むしろ敷いてほしい。

「この辺りは足下気をつけてくださいね」

「いやぁ、私もそんなに長くは住んでませんけど、転んだりしませんよ」

[image: ]

「そうですよねっ……ふふっ」

　と笑いながら階段を上っていると、不意に彼女の体がぶれる。

「う[image: ][image: ]ぇ」

　言った側からだった。目の前のクラリスさんが、足を踏み外したのは。

　なぜかは分からないが、彼女は段ボール箱をジャーマンスープレックスするように、こちらに倒れてくるではないか。このままでは彼女の手に持った段ボール箱が俺の頭にぶつかるだろう。

　しかし避けることが出来るだろうか。出来るか出来ないかで言えば、出来る。しかしここは階段だ。俺が避けてしまえばクラリスさんの体が危ない。

　俺は段ボール箱直撃覚悟で彼女の体を支えるため、手を伸ばす。そして第三の手で手すりに摑つかまった。

「フゴッ」

　それから時をたたずして、すぐに俺の目の前が真っ暗になった。顔中が何らかの布に包まれ、とても息苦しい。ただし匂いは良い。お日様の香りがする。

「ああああああ！　も、申し訳ございませんっ！」

　支えていた彼女が離れると、俺の頭から箱を取り除こうと動く。

「そ、その、大丈夫でしょうか？」

「大丈夫です。問題ありません」

　と俺が苦笑いしたのと同時に、段ボール箱が取り除かれ、まぶしい光が視界に入ってくる。ふと、頭に違和感を覚える。どうやら頭になにかが引っかかっているようなので、俺はそれを取り除いて凝視した。

「ヒモ？」

　パッと見ればそれはヒモだった。しかしコレはヒモではなかった。ヒモの先には薄い布地がついている。これはあれだ。

　思わずつばを飲み込む。

　これは人にとって一番大切な部分を守る為ための神聖なる布だ。黒いエッチなショーツだ。

　それにしてもなんだコレは。ほとんどがヒモのせいで尻とかやばいことになる。しかも前面もやけにスッケスケで…………あれ、なんだか目の前に拳が。

「イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

　またしても目の前が真っ暗になった。







　さて、今回の件について誰に非があるかと問われれば、間違いなくクラリスさんであろう。なぜなら俺は善意で手伝いを申し出ただけなのだ。そして階段で危険が迫った彼女を支える役目をはたし、いわば彼女を助けているのだ。それなのにリュディ殿下は訝しげな目で俺を見続けている。

「本当なの？」

　表情だけでなく、口からもでてきた。だんだんと言葉遣いが素の状態になってきている。

「本当です」

　そう答えるとリュディは「ええー？」とばかりにクラリスさんの顔を見る。もちろん彼女は頷うなずく。当たり前だよなぁ。

「そ、その。本当なのです」

　と、至極申し訳なさそうな顔でクラリスさんがフォローを入れる。

　だけどなぜリュディは未いまだに変態を見るような目でこちらを見るのか？　いやまあ確かに尻と胸を触った前科があるし、その反応は分からなくもないが、もう少し俺を信じて欲しい。ただ残念なことに変態であることは否定できない。

「そう、ごめんなさい、顔を叩いた事は謝るわ」

　なんだかまだ納得いかない様子だが、リュディはそういって頭を下げる。

「いえ、あの現場を見たら誰もが勘違いをすると思います」

　そりゃぁ婦人服の真ん中で、黒いショーツを握った男性を見つけたらそりゃ殴りますよ。クラリスさんとリュディの二人に殴られるとは思って無かったが。

「本当に、申し訳ございません……」

　深々と頭を下げるクラリスさん。

「いえ、気にしていないので」

　と俺が声を掛けると、リュディが彼女に小声で何かを耳打ちする。するとクラリスさんは『そんな事はありません、多分』と聞こえる声で返した。続けてリュディが何かを言うと今度は顔を赤くし『そ、そんな破廉恥なことを、いやでも視線は確かに……』なんて声が聞こえた。何を言われているんだろうか。良くないことは確実だろう。

　そんな時、ふいに部屋がノックされる。

「リュディ様、陛下からお電話が……」

　おそるおそる顔を出したのはメイドらしい格好をした女性エルフだった。メイドってこうだよなあと思いながらもクラリスさんと見比べる。スタイルが良いからあのメイド服も似合うであろう。今着ている私服も足が扇情的で…………健康的で素敵だ。

　リュディはクラリスさんに一言二言話したのち、こちらを気にしつつも退室していった。

「…………」

「…………」

　部屋の中を沈黙が支配する。

　さて、俺はなんと声をかければ良いのだろうか。この状況は一度も経験したことがない。

　気まずい沈黙の中、口を開いたのはクラリスさんだった。

「何度も助けて貰って。その、私に出来ることがあれば、何でも致します。なにかございませんか？」

　思わず耳を疑う。え、今なんでもするって言った？

　いや、何を考えてるんだ……反射的に反応してしまった。彼女はもちろん常識の範囲内で、何でもすると言ってるんだろう。そうなるとだ。なにかお願いしたいことはあっただろうか？

　…………結構あるな。

「ならお願いがあるんですが！」

　と身を乗り出す勢いの俺に驚いたのか、体を少しこわばらせ、沈痛な面持ちで彼女は頷く。

「え、ええ。覚悟は出来ています」

　はて、彼女は何の覚悟をしたのだろう。

「ええっと、どういうことかは分かりかねますが……お願いしたいことは、組み手ですが」

　単純に訓練の手伝いをしてほしかっただけなのだが。なんだか先ほどリュディに吹き込まれていた言葉が、そっち方面だった可能性が浮上した。

「…………」

　クラリスさんはしぱしぱと瞬まばたきすると、ああ、と声を上げた。

「組み手でしょうか？」

「そうですけど……」

　さて、この空気。どうしよう。

　すると「ああっ！」と声を出したかと思うと、彼女は顔を赤くして立ち上がる。

「そ、そうですよ。組み手ですね。もちろんですやりましょう。まずは基礎体力。さあ、走りに行きましょう！」

　いやいや待って欲しい。

　俺はドアに向かいかけた彼女を第三の手で制する。あまりにも性急すぎるだろう。

「ま、待ってください。あの、今すぐにというわけではなくてですね、そもそもですが窓見てください」

　と、日が沈んで星が浮かび始めた空を見せる。走ると言っても辺りは暗いし、夕飯も近い。

「大丈夫です、私が灯あかりになります！」

「いや意味分かんないですから!?」

「お任せください、私、得意なんです」

「余計意味が分かりませんから。落ち着いてください」

　漫画だったら目が渦巻きになっているであろう混乱っぷりだ。現に視線が四方八方彷徨さまよってる。

「いえ、落ち着いていますよ。大丈夫です。ええ、トレーフルの昼ひる行あん灯どんと呼ばれた──」

　それ灯り関係ないし、そもそもあざけりの言葉ではないですかね？

「おーい、リュディヴィーヌ様、リュディさーん、私をお助けくださーい！」

　ドアを開けて助けを呼ぶ。もう無理。

　それからすぐに現れたのは、残念なことに目的の人物ではなかった。

「……どうしたの？」

　いつものように無表情ではあるが、軽く首をかしげるはつみ姉さん。何をしていたかは分からないが、着ている白衣が絵の具で落書きされたような状態になっている。

「あの、クラリスさんが」

　と、口にしただけですぐさま姉さんは、ああ、と納得したように頷いた。

「大丈夫、放っておけば明日には治ってるわ」

　え、放置？　それに……もしかしてこれ一日続くの？




　それからクラリスさんが落ち着いて部屋に戻ったのは、十五分くらいしてからだった。

　ようやく落ち着いたこともあり、姉さんに何があったかを詳しく話していると、本命の人物が目の前に現れた。

「ごめんなさい、遅くなったわ。私を呼んでいたみたいだけれど……察するにもう解決したのかしら？」

「ええ、解決したので大丈夫です」

「そう…………」

　とリュディが言った後、目線が姉さんの白衣で止まる。やはり気になるその汚れ。ただ姉さんは全く気にしている様子はない。

「まあ、姉さん。話を戻すけど……それでクラリスさんが足を滑らせて、俺が彼女の……まあ、荷物をですね、頭から被ったんです」

「それも女性物の下着をね」

　と、リュディ殿下が一番言いたくなかったことをさらりと言う。姉さんは納得したように頷いた。

「ラッキーね」

「ええ、本当にそう思…………リュディさん、手から魔力がっ！　冗談だから抑えて！」

　まあ冗談でも何でも無くて、心からの気持ちが漏れただけなんだが。

「リュディ？」

　眉間に皺しわが寄る。ああ、こんな彼女をゲームで何度見たことだろうか。ゲームで威圧＆罵倒されると幸せになるのに、現実でされるとこんなに恐いなんて。でも少しだけ幸せも感じてる自分がいる。

「ヒェッ、すみませんリュディヴィーヌ殿下！」

　すると彼女は小さく首を振った。

「リュディでいいわ、敬称も要らない。私も呼び捨てで呼ぶから。ああ、はつみさんも呼び捨てで構いません。それよりも貴方あなた、本当はクラリスの服目当てでわざと転ばせた、なんてことはしてないわよね？」

　おっと。一度引っ込んだ疑念が、姉さんの一言によってまた復活の兆しを見せている。いや、俺が率直な気持ちを吐露してしまったことが原因か。

「そ、そんなわけ無いじゃないですか」

「まあ、そうよね。でも覚えておいて。もし下心を持って私たちに近づいたら……」

　と笑顔で言われて思わず悪寒が走る。この雰囲気はやばい。どうにか話題をそらそう。

　何か話題はないだろうか、と周りを見て姉さんの服に目が行く。そういえば姉さんはどうしてそんな絵の具みたいなのが白衣についているのだろうか。

「も、もちろん下心はないですよ！　そ、そういえば姉さんは何してたの？　もしかして忙しいんじゃない!?」

　もし邪魔にならなければ姉さんの手伝いを買ってでよう。そしてこの場からフェードアウトしようではないか。

「忙しいと言えば忙しいかもしれない。実は母様に……料理を教わりながら夕食を作っていたの」

「へえ、なるほど、料理かぁ………………」

　……………………料理？

　もう一度俺は姉さんの白衣に視線を向ける。料理というのは、服に絵の具やら蛍光塗料やらが付着する可能性は、万が一にもないと記憶していたのだが。

　いや、待って欲しい。もしかしたらこの世界と地球の料理は、見た目が異なる可能性がある。現にモンスターの肉なんて物は美味しかった。日本だけでなく外国にも気味悪い色のお菓子があるし、旅行で滞在した際に食べたこともある。そうだよ、きっとそうに決まってる。見た目がアレなだけで中身は安全なはず。安全でなければおかしい。安全に決まっているではないか。

　いま隣にはリュディがいる。彼女にこの世界の料理について質問してみよう。多分彼女はいつもの調子で「なに、そんな事も知らないの？　しょうが無いわね」なんて言いながら教えてくれるはずだ。

　俺は一抹の不安をぬぐうため、リュディを見つめる。しかし、彼女は顔面を蒼そう白はくにし、引きつった笑みを浮かべていた。




　こいつぁやべえ。




「私が味見して貰おうと思って母様に声を掛けたら急に仕事が入ったみたいで……それでもしこうすけが暇だったら……どう？」

　毬まり乃のさん逃げやがった。手に負えないと思って逃げやがった。

「っっ……ぁぁぁぁあ。ゴメン姉さん。学園に使う道具で買い忘れていた物があって……これから行く予定だったんだ！」

　と言うと無表情な彼女の顔が、ほんの少しだけ悲しそうに変わった……ような気がした。

「そう……ならリュディはどう？」

　と話を振られたリュディがびくりとし、体をこわばらせた。

「ええ、その……なんというか」

　と、しどろもどろになっている彼女は俺の顔を見るなり、何かを思いついたように笑みを浮かべた。そして俺の隣に寄ってくる。

「そう、彼と一緒に買い物に行く予定だったの！」

　ゑ？

「そ、そんな話きいて……ふんぐぅっっ」

　と俺が言い切る前に、背中に鋭い痛みが走る。どうやらリュディが身体強化した上で俺の背中をつまみ上げているらしい。何で強化してるんですかね。

「話を合わせなさい……」

　耳元でボソリと囁ささやかれた。やばい、青筋が浮かんでる。

「そ、そうだったそうだった。ゴメン姉さん。また今度という事で……」

「そう、仕方ないわね」

　そう言って姉さんは少し悲しそうな表情のまま部屋を出て行った。

　その背中を見送った俺とリュディは、同時にため息をついた。




　さて、俺はどうして買い物なんていう言い訳をしてしまったのだろうか。

　そもそもだ。クラリスさんの暴走を止めるために自分で言ったではないか。日が沈んでいると。まあ、まだそこまで遅い時間ではないため、車や人が多く歩いているといえばいる。とはいえ、星が輝いている。

　そんな夜道をリュディと歩いていく。ただ色々失敗したと思っている俺とは打って変わって、彼女はそれなりに楽しそうだ。先ほどから「ねえ、アレは何なの？」と聞いてくる。理由は分からないが、楽しめているなら良いだろう。

　彼女の好奇心が落ち着いてきた頃、俺は気になっていたことを聞いてみることにした。

「なあ、はつみ姉さんはナニを作っていたと思う？」

　彼女は一瞬立ち止まるも、すぐに歩き出す。

「…………言っていたじゃない。ええと、その……料理でしょ？」

「リュディは料理を作っている時に、蛍光塗料や絵の具みたいな物が服に付着するか？」

　リュディは沈黙する。もう歩く足音しか聞こえない。

「……………………生物兵器、かしら」

　そんなまさかぁ、なんて否定したいところだが。

「……可能性は否定できない」

　どんよりとした空気が辺りを包み込む。酒に酔った通行人がリュディにぶつかりそうだった為ため、立ち位置を変えながら俺は希望を口にする。

「もしかしたらソレは食べられるかもしれない」

「アナタは蛍光色を放つ料理を食べられる？」

　そりゃぁ。

「口に含みたくもない、な」

「当たり前よね」

　すこし重い空気のまま、俺達は目的地に到着する。それは今じゃどこにでもある二十四時間営業のコンビニである。二人でどこに行くか話し合った結果、夕食も近いしすぐ行けるところにしよう、となった結果であるが。

「リュディはコンビニに来ることってあるのか？」

「馬鹿にしないでよ、一度来たことがあるわ」

　いや、一度しか来たことがないのか。俺なんて日本にいた頃は、ものすごい頻度でお世話になったと言うのに。

　彼女は店に入ると興味深そうに店内をきょろきょろ見回すと、ふらふらと歩き出す。俺は買おうと思っている物は決まっていたので、一直線にそのコーナーへ行った。

『カップラーメン』コーナーである。

　色とりどりのラーメンの中から、美味しそうな物を適当に選んでカゴに入れて、リュディを見つめる。

　彼女は今時の女子高生が読んでいそうな女性誌を手に取り、ぱらぱらと捲めくっていたが、内容がピンと来ないのか、少し首をかしげているようだ。俺はカップラーメンコーナーに目を戻すと、一番お高いカップラーメンをカゴに入れた。




　コンビニを出ると、少しだけ肌寒い風が肌をなでていく。この涼しさが続くのであれば、咲きかけの桜が美しい姿を見せるのはもう少し先かもしれない。

　会計を終えて外に出ると、リュディは毬乃さんから『護身用だから幸助君もリュディちゃんも必ず持ち歩いてね』と渡された特殊なスマホを操作していた。

　俺を見つけると顔を上げ袋を凝視する。

「あなたは結構買ったのね？」

「まあ、あって困らない物だし、何かあったら使うから」

　俺は大きめの袋がいっぱいになるぐらい買ったが、リュディの手には小さな袋だけだ。俺はその袋を見たまま彼女に尋ねる。

「何買ったんだ？」

「なんだか不思議なお菓子があったから……思わず手が伸びたのよ」

　と彼女は袋から何かを取り出す。じっと見てみると、それは駄菓子のようだ。

「ああ、そんなの昔たくさん食べたなぁ、不思議な依存性があってよく買ってたよ」

「へえ、美味おいしいの？」

「俺の知ってる奴やつと同じならね。そういやリュディはあまりお菓子とか食べないのか？」

「はあ？　食べるわよ、どうして？」

「いや、やけにお菓子コーナーを見てたな、と思って」

　リュディは「ああ」と呟くと、袋からお菓子を取り出しながら言葉を続けた。

「ほら、私の家って大きいし、歴史があるじゃない？　だからそういった店に行くこと自体が少ないし、食べようとすると栄養士なんかに止められるのよね。だから今日はとても楽しかったわ。それに楽しみでもある」

　そう言って彼女は駄菓子をしまいながら顔をほころばせた。

　ああ、なるほど、なんて思ってしまう。偉ければ偉いほどそういう面倒なしがらみがあることは理解できる。多分庶民が行くような店なんかは、ほとんど行ったことがないだろう。花邑家に来たことによって解放されている今だからこそ、行ける場所があるはずだ。

「よし、なんなら俺が面白い店に連れて行ってやろう」

「ええ、アナタが？」

　と、彼女は笑いながらそういう。

「ああ、任せろ。俺もこの町に来たばかりであんま知らないが、そういう店を見つけるのは得意なんだ。伊達だてに『人生楽しそうだね』なんて言われ続けた俺じゃないぜ」

　半分はイヤミだったろうが。

「ふふっ、何よそれ。ひっじょーに不安だけど……まあお願いするわ。そういうからにはちゃんと楽しませて」

「おう、まかせとけ」

　と、笑いながら家に向かって歩みを進める。

　それから少し歩き、もうすぐ家だというところで、俺は何気なくポケットに手を入れる。すると手にヒモのようななにかが絡まった。何だろうとそのヒモをよく触ってみる。

「エッッッッ」

　それが何かを理解した瞬間、思わず言葉が漏れ、背筋に冷たいものが走る。

「どうしたの？」

「い、いや、何でもない。ちょっと思い出したことがあっただけだ」

「そう？　それは何？」

「どうでも良いことだから気にしなくていいよ」

　と返すも、リュディは「えぇ」と呟つぶやいて眉根を寄せた。

「そう言われると逆に気になるじゃない」

「い、いや本当に気にしなくて良い！　それよりも夕飯を気にした方が良いんじゃないか？」

　そう言った瞬間、彼女は肩を落とす。

「そうね……」

　絶望の表情だ。多分俺も彼女が想像しているような被害を受ける可能性があるため、回避に専念しなければならないはずなのだが、それどころではない。

　俺は帰宅してリュディと別れると、急いで自分の部屋に行く。

　そしてドアを閉めると大きく深呼吸した。さて、どうしてこれがポケットに入っているのだろうか。

　左のポケットに手を突っ込む。するとヒモのような物が指に触れた。俺の想像が正しければ、それはもちろん靴くつヒモではないし、イヤホンでも電源コードでもない。そもそもこれは俺のものではない。俺はそれを指に絡ませて、ポケットから引っこ抜く。

　顔をだしたのは黒いヒモにほんの少しの布地がついた……クラリスさんのショーツだった。

「ははっ…………えええぇぇぇっ」

　ある意味でフェルマーの最終定理より厳しい難題が、俺の手に握られている。




　今晩の花邑家は非常に静かだった。

　それは昼間にエルフメイド達がたくさん居たこともあるだろう。幾人ものメイド達が荷物を運べばどうしてもうるさくなってしまう。それと比較すれば静かにだって感じる。

　それでも、静かすぎやしないだろうか。このダイニングルームは一人を除いてお通夜状態だ。

　どうしてここまで静かなのか？　いや、茶番は止めよう。本当のところ理由は分かりきっている。この場にいれば誰もが口をつぐむだろう。

　俺は視線をあげる。

　テーブルの上には視線をそらしたくなるような、色とりどりの料理が並んでいた。どこぞのテーマパークで見られる夜景を彷ほう彿ふつさせる、カラフルな料理がだ。そう『昼』ではなく『夜景』なのだ。ただ唯一の救いとしては、白米だけはまともそうなことか。

　俺は視線を周りに向ける。

「……」

　顔面を蒼そう白はくにして一言も発さないリュディ。俺が見ていると、彼女はゆっくりこちらを向いた。唇が震えている。だが俺は小さく首を振ることしか出来なかった。

「あ、あらぁ。綺き麗れいね！」

　と、毬乃さんは引きつった笑みを浮かべながらそう言った。食物兵器が構築されつつあった現場から逃避した毬乃さんこそ、この惨状の一番の原因ではないかと思う。

「自信作」

　と、無表情で胸をはるのは姉さん。どこからその自信が出てくるのか、小一時間問い詰めたい。

　クラリスさんがここに居ないのはまだ回復していないからだろう。キッチンで倒れている姿を見つけたのは三十分前。彼女の口元に、光り輝くエメラルドグリーンの何かがついていたことで、原因はすぐに分かった。復活にはもうしばらくかかるだろう。

　また、俺はこれのせいでショーツを返すタイミングを完全に見失ってしまった。もう宝物にして封印するしか道は残っていない。

「さあ、食べて」

　なぜだろう。姉さんの言葉が、死刑宣告のように聞こえる。

　俺は視線を移すと、毬乃さんとリュディがじっと俺を見ている事に気がついた。口には出していないが、先に食べてくれと訴えていた。

　俺はスプーンを手にとって、目の前にあった謎の物体をすくった。その感触はプリンに近い。ただ、なぜだろう。まるで海に浮かんだ重油のように、見る角度によって色が変わる。

「お肉をしっかり煮込んだから美味しいはず」

　化学変化でも起こしたのかな？

　俺は頭の中で美味しいと念じながら、それを口に入れた。

　どこからともなく声が聞こえた。それも一人の声ではない。幾人もの女性が、こっちへおいでと俺を誘っている。彼女らが言うには、あちらには美少女がたくさんいるらしく（若く見えるのに、全員十八歳以上らしい！）、朝は美少女妹に起こして貰えて、美人お母さんに美味しい朝食を作ってもらえる上に、学校へは美少女幼なじみと登校できるんだって。しかも男なのにお嬢様学校に入学出来るんだとか。なんて素晴らしい場所なんだろうか。よし今すぐに行こう。

　そう思った瞬間、左脚を痛みが襲った。

「はっ！」

　リュディが焦った様子で俺を見ている。どうやら彼女は俺の脚をつねって、現実に引き戻してくれたらしい。

「どうかな？」

　と姉さんが俺に尋ねる。

「う、うーん。まだまだ修行が必要そうだよ」

　と俺はかえした。いろんな意味で死を覚悟する修行が必要だろう。

「ウッ！」

　不意に横から声が聞こえる。見ると毬乃さんが安全パイかと思われていた白米を食べてのどを押さえていた。

「はつみ、あなたまさか、洗剤でお米を洗った？」

「ええ、強力そうなのを使ったわ」

「そ、そう。あのねはつみ、米は洗剤を使わないで水で洗うのよ」

　致死性のあるトラップが米にあったらしい。

「ゴメンなさい、次から気をつけるわ。リュディ、ご飯以外を食べて」

　毬乃さんとはつみ姉さんのやりとりを呆ぼう然ぜんとみていたリュディは、びくり、と反応する。

　まるでＦＸで有り金全部溶かしたような表情をしていたリュディだったが、どうやら現実に引き戻されたらしい。

「え、ええ」

　彼女は引きつった笑みを浮かべてスプーンを手に取る。

　俺はそんな彼女から視線を外し、震える手を押さえながら料理？　を口の中に入れる。

　苦みと酸味と辛みが混じった、苦痛のフルコースと言えば良いのだろうか。嚙かむ度にプチプチとつぶれるイクラのような食感の何かが、気持ち悪くて仕方ない。しかもつぶれる度に苦みと酸味が口の中に広がる。生温かいのもまた気持ち悪さに一役買っている。

　口に入れた瞬間にぶわっと苦みと酸味が広がるのに、それが飲み込んだ後も残るなんてどんだけしつこいんだ。

「ああぁぁぁっ……○×■＃★〒[image: ‡]▼※！」

　隣から叫び声が聞こえる。リュディだ。

　急にリュディは淑女にあるまじき奇声（体からわき上がる悲鳴かもしれない）をあげると、立ち上がって勢いよく部屋から出て行った。

　はつみ姉さんは悲しそうに俯うつむいた。それを見た毬乃さんは慌てて口を開く。

「あ、あらあら、リュディヴィーヌちゃんはどうしたのかしら、に、妊娠かしら？」

　頭が沸騰したかのような毬乃さんのボケだが、ツッコミを入れる余裕はなかった。ただ悲しそうな姉さんの顔を見たくないと、必死で口の中に詰め込むだけだった。




　さて、俺はいつ部屋に戻ったのだろう。

　気がつけば俺は自分の部屋、それも机の前にいる。机の上で開かれたノートには『色しき即そく是ぜ空くう　空くう即そく是ぜ色しき』と書かれていた。一体俺は何の真理を見てしまったのだろうか、記憶が無いことが幸いなのか禍わざわいなのかも分からない。

　コンコン、と部屋がノックされる。毬乃さんや姉さんではない。彼女達は声をかけてくる。ならばあの二人のどちらかだろう。俺はすぐにどうぞ、と声をかけた。

　ゆっくりドアが開いて顔を出したのは、リュディだった。いつもはピンと立っているエルフ耳は垂れ下がり、顔はまだまだ青白い。先ほどのアレから回復しきってないのは明らかだ。

　彼女は何も言わずに部屋に入ると、カーペットの上で正座する。そして重い口を開いた。

「……ねえ、生きるって何かしら？」

　重症である。少し前の俺もこんな感じだったのかもしれない。

「……そりゃぁ、幸せになることさ」

「幸せって……何かしら？」

　そういうと彼女のお腹なかから「くぅぅ」と可愛らしい音が鳴る。だけど彼女はほとんど反応を示さなかった。エロゲで見ていた彼女なら、顔を赤らめて「これは違うのっ」なんて言い訳をしていただろう。でも彼女はゆっくりお腹に手を添えるだけだった。

　俺は正座しているリュディを椅子に座らせ、カップラーメンを差し出した。コンビニで売っていたラーメンで一番高かった奴やつだ。

　だが彼女は受け取っても動かない。どうやら作り方が分からないらしい。俺は彼女からカップラーメンを渡してもらうと、部屋に置いてあるケトルにミネラルウォーターを入れた。そして作り方を教えながらカップラーメンを作ると、出来たカップラーメンを彼女に渡す。俺は彼女に割り箸を渡すと、彼女はゆっくりと食べ始めた。

　瞳からほろり、ほろりと滴がこぼれる。

「ぅぅっ、おいしいよう、おいしいようぅ……」

　彼女は号泣していた。気持ちは痛い程分かる。ただその泣き顔に、色々な意味で衝撃を受け、なおかつ動揺していた。

　そもそも彼女はあまり泣く女性ではない。確かに泣きそうになることは多々あるし、すでにあのホテルで見ている。でもそれだけだ。ゲームでちゃんと泣いているところを見たのは、邪神教との戦いの大一番の時だ。しかし今、彼女は泣いている。

　ゲームでは邪神教との決戦なんかでしか見せなかった泣き顔を、まさかカップラーメンを食べている時に見るとは…………。
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「一体何があったんだ？」

　滝の下で合流した先輩は俺の顔を見てすぐに、それも心配そうな表情でそう言った。

「先輩は、蛍光塗料が付着したかのように煌きらびやかな料理って……どう思いますか？」

　先輩は首をかしげる。

「それは料理なのか？」

「あれは人の心を削るには十分な兵器でした……」

「……なんだかよく分からないが、今日のところはこれくらいにしたらどうだ？」

　と言われ少し考える。確かに今滝に打たれたら、水の勢いに負けてしまうかもしれない。滝に打たれるのは止めよう。

「そうですね……ではランニングだけしようと思います。わざわざ来ていただいたのに、申し訳ございません。では」

　と俺は礼をしていつものランニングコースへ向かおうとしたとき、肩を押さえられる。

「瀧たき音おと。私が言いたいのはそうではなくて、すべての訓練を休んだらどうだという話だ」

「えっ、訓練を何もしないと、眠れなくなったり痙けい攣れんしたり幻覚を見たりしませんか？」

「君は訓練をしないと禁断症状が起こるのか!?」

　確かに離脱症候群に当てはまるな。

「なんだか体を動かしていないと不安で……」

「不安……か。確かに大事な試合の前には私も不安になることはあるな。ただ君はちょっと行き過ぎている気がする……そうだな。よし、私服に着替えて来るんだ。良いところへ連れて行こう」

　着替えた俺が連れて来られたのは、学園からそう遠くない商店通りだった。

「瀧音は甘い物が好きか？」

　隣を歩く先輩に問われ俺は頷うなずく。その問いで場所のある程度の予想が出来た。

「そうか。ならば気に入ると思う」

　デートイベントで行くうちのどれだ、と行き先を考えていると先輩は急に足を止める。

「先輩、どうし…………あやしいですね」

　それは深く帽子を被った金髪の女性だった。深緑のサングラスをして、マスクを口にしている。身長は先輩程高くはないが女性にしては高い。スカートから伸びるすらりとした足と小顔はモデルとしてやっていけるだろう。

「君もそう思うか？」

　どこぞの芸能人だろうか？　しかし見た目が怪しすぎて逆に目立ってる。漫画に出てくる変装が下手くそな、まるで見つけてくださいと言わんばかりの格好だ。

　その女性はレストランとラーメン屋の前をうろうろしている。何か悩んでいるのか、葛藤しているのか。

「どうします？」

「あまりにも怪しい。そして目立ちすぎだ。少し声をかけてみるか」

　と先輩が歩き出す。俺は早歩きで先輩の前に立つとストールに魔力を込め、すぐに変形させることが出来るように準備した。

「失礼、何かあったのだろうか？」

　先輩は彼女に問いかける。彼女はこちらを、それも俺の方を向いた瞬間びくりと反応する。

「な、何でも無いわ！」

　なんだか、どこかで聞いたことがあるような声である。それもここ最近よく聞いた声だ。よく見てみれば……。

「……もしかして」

　と、俺が名を出そうとした瞬間、彼女はこちらに背を向け逃げ出そうとする。だけど準備していたこともあって、俺はすぐに第三の手で彼女を捕獲した。彼女はストールの中でじたばたともがく。すると彼女のサングラスがずれ、予想していた顔が見えた。

「…………何してんだよ、リュディ」

　ストールにくるまれた不審者はリュディヴィーヌ・マリー＝アンジュ・ド・ラ・トレーフル殿下だった。




「ごゆるりと、お過ごしくださいな」

　そう言ってウェイターさんが去って行く。目の前に着席した水みず守もり雪ゆき音ね先輩の前には、抹茶ティラミスの入った升と緑茶が置かれている。隣に座るリュディは抹茶のパルフェを頼んだようだ。抹茶のアイスにたくさんのイチゴ、そして大量の生クリームがコーンの中に詰まっている。とてつもなく美味しそうだ。正直、全部食べたいです。

　抹茶チョコフォンデュだけでなく、他にも何か頼めば良かったかもしれない。

「まさかトレーフル様が……」

　と、先輩が呟く。リュディは口の中の物を飲み込み首を振る。

「幸こう助すけの師匠なんでしょう？　リュディで良いわ。堅苦しいのはあまり好きではないの」

　リュディはあの姿を見られて吹っ切れてしまったのか、お嬢様しゃべりではなく普段のしゃべり方をしていた。正直あの格好はどうかと思う。

　はあ、と先輩は小さく息をつく。俺もそうだったが、彼女は恐縮しっぱなしだ。

「それにしてもお前一人で何し……っ！」

　と聞こうとしたが、足をつねられる。どうやらその話をするなと言いたいらしい。

「そ、そうよ。私、ツクヨミ魔法学園について聞きたいと思っていたところなのよ。良ければ教えていただけないかしら」

　と、リュディは強引に話を切り替えようとする。先輩は強引なリュディに戸惑いながらも質問に答えていく。その質問の中には俺にも有益な情報がいくつかあった。

「へえ、ならダンジョンに入る許可がもらえるのは、入学して少し経過してからなのね？」

「安全第一という事を先生方は仰おつしやっていた。また初めての時は上級生と一緒に入ることが義務づけられているな」

　なるほど、と俺もリュディと一緒に頷く。どうやらゲームと同じ設定らしい。

　では初めてダンジョンに挑む際のパーティメンバーもゲームと同じと仮定すると、俺は主人公と一緒になるだろう。その他の仲間は主人公が選択肢をどう選んだかによって変わる。選び方によってはパーティメンバーが俺ら以外獣人になることだってあるし、リュディと先輩が仲間になるパターンもある。初対面の奴よりかは気兼ねなく話せそうだから、リュディか先輩のどちらかだけでも一緒になって欲しいが。

「じゃあ先輩が一緒にダンジョンに潜ってくれませんか？　そうなれば心強いんですが」

　と俺が言うと先輩、ははっと笑う。

「去年と同じ方式なら基本無作為に選ばれるから可能性は低いぞ？　知り合いの教師に声をかけてみるが期待はしないでくれ」

　結構冗談で言ったつもりだったが、声をかけてみてはくれるらしい。今思ったが毬まり乃のさんに声かければ調整してくれそうな気もする。

「よろしくお願いします」

　と俺が言うと先輩は笑顔で頷いた。

「もう一つ聞きたいわ。この辺りにはダンジョンがいくつもあると聞いていたのだけれど、好きなところに行って良いのかしら？」

「そうではない。順調にいけばいずれ全ては入れるだろうが、初期から許可されているのは数個だけだ。もっともその数個も入学してから少し経過してからだ……これは先も話したな」

　ほう、と頷く。ここもゲームとほぼ同じだ。

　少し気になるのはアペンドディスクによって追加されたダンジョンはどうなっているかだ。もちろん存在しているよな？　むしろ無いと困る。そういえば……エイプリルフールダンジョンはあるのだろうか？　あれはいろいろやばかった。設定を考えたやつは一般人にはたどり着けない境地に達していた。

　懐かしい。ダンジョン全て解放するためにとてもがんばったなぁ。特に店舗特典の五つのダンジョンを解放するためには、五種類の店舗で一本ずつゲームを買わなければそろえることの出来ないクソ仕様だったな。友人達と手分けして買った覚えがある。ただリュディと先輩と会長の抱き枕が欲しくて、ソフトを所持しているのに『美味しそうな本』だったり『柔らかそうな地図』やらへ足を運んだものだ。

　と俺は自分の抹茶チョコフォンデュに手を伸ばす。ふと隣を見てみればリュディがイチゴと抹茶アイスを口に入れるところだった。

「何よ？」

「いや、美味しそうだなぁと思って……」

　そう言って口を開ける。何かの奇跡が起きてアイスを口に入れてくれないかなと思ったが、もちろんそんな事は無かった。

「はあ？　何でよ。……もしかしてあんたパルフェ好きなの？」

「甘い物全般が好きなんだよ。中でも抹茶には目がなくて」

　もちろんあっちのも好きだ。俺はアレをプレイしてから『ヒロインを攻略している最中に、別のヒロインの顔が浮かび後ろ髪をひかれる現象』のことを『とあるヒロインの名前』に『病』をつけて呼んでいる。鍵っ子は別のヒロイン名の病名になるかもしれん。

「ほお、奇遇だな。私も抹茶には目がないんだ。ならば私の食べかけだが、こちらも食べてみるか？」
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　と彼女は升を回転させ、こちらに押してくれる。なるほど新しいスプーンを使用して、手をつけていない部分を食べれば間接キスにならないのか。凄すごく残念だ。

「ありがとうございます」

　俺はそう言いながら、自分の抹茶チョコフォンデュを先輩の方へ押した。先輩はそれだけで俺が何を言いたいのか理解して、チョコフォンデュに手を伸ばす。

　俺は備え付けてあったスプーンを手に取り、抹茶ティラミスに差し入れる。

「ああぁ、美味おいしい」

　思わず笑顔になる。抹茶チョコフォンデュも良いが、ティラミスも最高だ。むしろティラミスの方が美味しい。次来たときはティラミスを頼もう。

「……あんたの幸せそうな顔を見てたら私も食べたくなったわ…………本当に美味しそうに食べるわね」

　とリュディが言うとパルフェを先輩に差し出す。

　その後は三人で甘味を分け合った。







「もう少し体全体を使ってはどうでしょう？」

「体全体ですか？」

「はい。どうせなら手を回し蹴りの要領で一回転しながら殴るのはどうですか？」

　そう言って回し蹴りの見本を見せてくれるクラリスさん。

「…………ちょっとやってみます」

　とクラリスさんが盾を構えると俺はそこに向かって体を一回転させながら打ち付ける。

「場合によっては第三と第四の両手を使うのも良いかもしれません」

　そう言われて、今度は両方を使って、まるでハンマーのようにたたきつけてみる。確かに威力は爆発的に上がった。しかし両側のストールを使うと、防御面で不安が残るし、少し隙も大きい気がする。ただ使いどころによってはなかなか有用なのではなかろうか。

　それを何度か繰り返し慣れてきた頃に今度は模擬戦に移行した。もちろん先ほどの技も試してみる。

「……なかなか良かったです。とりあえず今日はここまでにしましょう。その技は繰り返し使ってより練度を上げるのが良いと思います。必ず役に立つでしょう」

「はぁはぁはぁ…………ありがとうございます。クラリスさん」

「いえ、これぐらいでしたらいつでもおっしゃってください」

　そう言って汗を拭いながらにっこり笑う。俺はこんなに息切れしているというのに彼女からはまるで疲れを感じない。そして。

「やっぱり俺はまだまだですね……」

　クラリスさんに稽古をつけてもらってわかったことは、まだまだ修行が必要だということである。

「私には十分異常に見えるけど。私なんか善戦すら出来ないわよ？」

　その声と同時にタオルが飛んでくる。俺はそれをキャッチするとリュディにありがとうとお礼を言って顔を拭いた。

「いえ、リュディヴィーヌ様も年齢からすればとてもお強いです」

　クラリスさんはそう言ってリュディのフォローをするが、リュディはそうは思っていないようだ。渋い顔をしてクラリスさんを見つめている。

　リュディを強くさせる、か。

「リュディは……まず詠唱短縮を覚えるのがいいんじゃないか？」

　メインヒロインであるリュディは適当に育てても強くなる。それも遠距離火力特化のスキルをこれでもかと覚える。だからこその詠唱短縮はこれ以上ない力になるだろう。

　ふと思ったが、瀧音幸助とは真逆の能力である。物を投げるくらいになら出来るが、それ以外はからっきし。しかし接近戦ではかなりの強さを発揮する。

　二人合わせれば弱点をカバーし合う最良の組み合わせかもしれない。

「詠唱短縮ねぇ、覚えたいとは思ってるけど……今の私が覚えられる？　そもそもだけど教えてくれる人はいるかしら？」

　と彼女は首をひねる。遠距離で魔法をバンバン放つリュディのようなキャラは、詠唱短縮や詠唱破棄のスキルは必須と言えよう。詠唱破棄は高ランクダンジョンにあるアイテムを回収するか、終盤のイベントで実力関係なしに覚えられる。だが、まずは詠唱短縮だ。こちらもゲームでは実力関係なしに覚えられるが……未いまだに心眼が覚えられない俺を見るに何が起こるか分からない。ただ。

「覚えていそうで、教えてくれそうな人なら身近にいるだろ。二人も」

「え？」

　リュディはいたかしらと首をひねる。という事で。

「教えてください姉さん！」

　コーヒーを飲みながら資料を見ていたはつみ姉さんに頭を下げる。隣ではリュディが頭を下げていた。殿下が頭を下げて良いものかとも思ったが、教師や師匠になら頭を下げても良いのではないかと思い直した。いいよね？

「学園が始まったら忙しくなる……今ならいい。でも母様には頼まないで。忙しいはず」

　と姉さんに丸投げすると、俺は一人……ではなく、いつの間にかついてきていたクラリスさんと共に書庫へ向かう。

「瀧音様は詠唱短縮はよろしいのですか？」

　俺に付いてきたクラリスさんに問われ、頷うなずく。リュディの方は良いのだろうか？　まあ姉さんが居るなら大丈夫と判断したのか。

「基本的にストールに魔力を込めるだけで済みますから」

　最近は常時魔力を込めっぱなしだから、常時魔法を発動させているようなもので詠唱以前の話だ。そういえば丸一日魔法持続させられるのだけれど……俺の魔力量はどうなっているのだろうか……。なんだか限界以上成長しているような気がするんだが。

「では瀧音様は書庫で何をされるのでしょうか？」

　先輩との滝行まで少し時間がある。部屋でゆっくりしてても良いが、どうせなら。

「いやぁ、使えそうな魔法書があれば見ておこうかなと思って」

　どうせなら実益のある暇つぶしをしようと思っただけだ。

「なるほど」

　書庫のドアを開けると、紙とインクの匂いを乗せた風が俺とクラリスさんの横を通り過ぎていく。クラリスさんは書庫全体を見回したのち、本棚の隅の方からなにやら物色しているようだった。

　俺は自分の使えそうなスキルの多そうな「身体強化や回復魔法関連」のコーナーを見て回っていると、なかなか使えそうな本を見つけることが出来た。

　俺はその本を手に取るとソファーへ持って行く。そして備え付けの冷蔵庫からアイスコーヒーを取りだすと、ソファーに座り本を開いた。

「贈与魔法ですか？」

　急に耳元で声をかけられ思わず本を閉じる。すぐ横にはクラリスさんが立っていた。

「びっくりした、いつの間にこちらへ来たんですか？　全く気配がありませんでしたよ!?」

「隠おん密みつスキルですね」

　少しだけ自慢げにそう言うと、にっこり笑った。普段キリッとしているクラリスさんだからこそというべきか、不意に見せる笑顔はとてもカワイイ。

「……それ是非教えて欲しいのですが」

「ええ、訓練と並行してお教えしますよ、それよりも贈与魔法ですか？」

　そうです、と頷く。贈与魔法は自身の魔力を他者に渡す魔法である。

「クラリスさんもご存じでしょうが、私の魔力量は異常ですから」

　瀧音幸助を利用する変わり者紳士の全員が、盾特化にしているわけではない。ＭＰ魔力量を盛りに盛りまくった後に贈与魔法を覚えさせ、ＭＰ回復タンクにする者も居た。それはマジエク内における最大ＭＰ保持者である瀧音幸助の最適解だ。と一時期思われていたが、それはゲーム一、二周目、もしくは縛りプレイする紳士にだけしか利用されることはなかった。

　理由はゲームをラスボス攻略後にリスタートすると、『ステータス』、『回復アイテム』と『お金』の引き継ぎが行える上に、『アイテムショップが初期から全開放』されるからだ。それら引き継ぎによってＭＰ回復アイテムを、それこそ湯水のように使うことが出来るのに、わざわざ瀧音をつれて行く必要があるのかという話だ。

　俺なら主人公以外のパーティメンバーは基本美少女にする。当然だ。

「なるほど、瀧音様なら有効利用できそうですね」

　とクラリスさんは頷く。

　もしこれがゲーム周回しているのであればスキルを得ようと思わなかったかもしれない。しかし初回においては覚えておいて損は無い。

「リュディなんかは湯水のように魔力を消費しますしね、俺が与えられればあまり気にせず魔法を放てるかなと」

　遠距離で魔法をポンポン放つリュディには、ドーピングは必須だったといって良い。ゲームではアイテム使用に制限がなかったから、金さえあれば放ち放題だ。

　ふとクラリスさんを見ると、彼女は何かを言いよどむように口をもごもごさせていた。なぜだ、と思ったがそれの答えはすぐに分かった。

「ええと、リュディヴィーヌ様はそんな消費される魔法を覚えていらっしゃいませんが」

　……やらかしたかもしれない。そういえばリュディは入学当初は初期魔法しか使えない設定だった。

「っあ、しょ、将来の話ですよ！」

「そ、そうですよね。確かにリュディヴィーヌ様はそういった魔法が、お似合いのように感じます」

　変な空気になってしまい、俺は逃げるように本に向かう。そしてふと気がついたことをクラリスさんに聞いてみる。

「もしかしてクラリスさんって使えます？」

「ええ、お教えしましょうか？」

　思わず乾いた笑いが漏れる。

　俺はチートをすでに得てしまっているのかもしれない。それも物語ゲームに登場しないチートを。




「うわぁ」

　贈与魔法の訓練を終えリビングに来ると、窓から見えたのは雨だった。確かに外にいたときは降りそうだなとは思っていたが、模擬戦が終わるまで天気が保もってくれたのは運が良かったのだろう。

「降ってるなぁ」

　最近はカラリとした天気が続いていたため、植物たちはさぞ嬉うれしい天の恵みであろう。ただ俺にとってはあまり嬉しくない恵みだ。明日まで降り続ければランニングには行けないわ、先輩の顔もみれないわ、先輩の声も聞けないわ、先輩の存在が作り出す静せい謐ひつな空気を吸えないわ、なにより滝に打たれた先輩の妖艶な濡ぬれ姿を見ることも出来ない。

「こうすけ」

　名前を呼ばれ、振りかえる。杖つえを持ったはつみ姉さんが俺を見ていた。はつみ姉さんの後ろを疲弊したリュディが歩いて来る。多分詠唱短縮の訓練をして貰っていたのだろう。聞くところによると、はつみ姉さんは魔法に関してとても厳しく、妥協を許さないらしい。

　またリュディは敵対する組織のこともあり、やる気はある。しかし魔力が空になるまでやらされるため、歩くのもきつくなるとか。もう少し手加減して欲しいとぼやいていた。

　リュディが大変なのは分かる。でも俺は姉さんの訓練を支持したい。俺が検証した結果、魔力を使いまくれば使いまくるほど、魔力量が上がりやすいという結論に至ったから。

「こうすけは準備終わった？」

　俺は首をひねる。さて、何の準備だろうか。

「学園始まるの、近いから」

　ああ、と俺は頷く。確かに入学式が目前に迫っている。無論しっかり準備は出来ている。

「大丈夫だよ、そもそも必要な物なんてあまりないし」

　そういうと姉さんの眉が数ミリ下がり、口角が震えた気がした。多分姉さんなりの笑顔だろう。現に右手で○マークを作ってる。

「うん。忘れ物はしないように」

　姉さんはそのまま階段へ向かって歩いて行く。俺はソファーで魂を失ってるリュディに声をかけた。

「生きてるか？」

「……もうダメね。私、死ぬ前に、ら…………いえ、アイスクリームが食べたいわ」

　スッと伸ばされる手。リュディヴィーヌ殿下はもってこいと仰せだ。

「仕方ねえなぁ……」

　冷凍庫を開きアイスを探す。さすがというか、この家なら当たり前と言うべきか、高級カップアイスがたくさん詰まっている。その中から好物であるチョコストロベリーを二つ手に取り彼女へ持って行く。

「ありがと…………」

　一つを渡し、自分用にと持ってきたアイスを開ける。……なんだか最近リュディに対して遠慮が無くなって、家族みたいになっている気がする。まあギクシャクするよりは全然良いが。

　そういえば……素のリュディは主人公と女キャラにしか見せないはずなんだけど、俺が見ても良いんだろうか。

「あれ、そういえば私って好物教えた？」

　あ、聞いていなかったかもしれない。ゲームでなら何度も聞いてるんだが。

「おいおい、先輩と一緒にいたとき話してただろ？」

　こういうときはあえて自信たっぷりに言うに限る。大体はだまされてくれるから。

「そうだったかしら」

　とあまり興味なさそうにスプーンでアイスを掬すくう。まだ魔力が少ないせいか一つ一つの行動が気け怠だるげだ。そんな彼女を見て俺はふと思い立つ。

「……なあ、リュディ。俺の魔法の実験台になってくれないか？」

「は？」

　なぁに言ってんのよ、と仏頂面でアイスのスプーンをひらひらさせるリュディ。

「いや、な。実はクラリスさんに贈与魔法を教えて貰ってるんだけどな、まだ他の人に使った事が無くて。リュディさえ良ければ使いたいんだが」

　スプーンを口にくわえたままフンフン頷く。なんだ、その仕草。普通に可愛いぞ。でも殿下として考えれば、はしたないのではなかろうか。

「へえ、なんだか珍しい魔法を覚えたのね。アレってあんまり効率良くないんじゃないの？」

　たしかにリュディの言う通りだ。しかしスキルレベルを最大まで上げれば、損失はかなり減らせる。だからこそ早急にスキルレベルを上げたいな、と思っていた。

「良くないらしいけど、俺の魔力量が異常だからな。誤差の範囲さ」

「まあ、そうね」

「俺は練習になる、リュディは魔力切れの倦けん怠たい感かんも薄れるだろ？　どうだ？」

　と問うとリュディは頷いた。

「いいわよ、なら早速お願い」

　と、こちらを向くリュディに、俺は手を差し出した。しかし彼女は首をひねる。

「この手は何かしら？」

「ああ、ゴメン。俺まだ対象に手を触れないと魔力を送れなくて……それに知ってるだろ？　俺の体質」

　リュディは頷く。

「そ、そうだったわね」

　と彼女はアイスをテーブルの上に置いて、自分の手をハンカチで拭く。そしてゆっくり近づいて俺の手に触れた。

「緊張しなくて良いぞ」

「してないわよっ」

　先ほど拭いたばかりだというのに、彼女の手はほんの少し汗ばんでいた。

「リュディの手あったかいな」

「変な事言ってないでさっさとやりなさいよ、バカ」

　変な事を言った覚えがまるで無いんだが。まあ彼女の言うとおりさっさと始める。

「ん……キたみたい…………」

　リュディのほんの少しある魔力を感じ取り、そこへ向かって少しずつ魔力を送っていく。

「どうだ、もしちゃんと送れてるなら、だんだん出力を上げていきたいんだが……良いか？」

「ええしっかり、入ってきてる。いいわ……上げてっ……んっ……………………ふえっ？」

　俺はだんだん送る魔力を上げていく。ただ出力を上げれば上げる程、外に逃げていく魔力も比例して大きくなっている。まだまだ訓練が足りないな。
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「あれ、どうかしたか？」

　見るとリュディの顔がすこし赤い。

「だ、大丈夫なの？　凄すごくくすぐったいんだけど」

「あぁ、大丈夫じゃないかな？　クラリスさんも少し顔が赤くなってたし」

　そういえばクラリスさんに魔力を送っているときに『くっ、私は決して屈したりはしない……』なんて意味不明な事を呟つぶやいていたが……アレは何だったのだろう。

　まあいい。とりあえず出力を上げていこう。

「う、ううぅぅ、あああぁぁぁあっん」

「お、おい変な声出すなよ」

　リュディは苦しそうなんだけど、気持ちよさそうな、なんとも言いがたい表情を浮かべている。また顔全体が赤くなり、エルフ特有の少しとがった耳は真っ赤だ。

「こ、これ。危険よぉぉ、と、止めちぇ」

「あ、ゴメン。ちょっとまだ訓練不足で急に出力を下げられないって言うか……」

　ほら、昔ながらの蛇口って、全開から閉めるまで多少時間かかるだろ？　回すの大変なんだよな。

「ば、ばかぁぁぁあ！」

　ガタガタ震えるリュディを見てコレはやばいと思ったが、いかんせんゆっくりにしか止まれない。ふと手を離せば良いんだ。と思ったが、リュディが『しっかり』というより『がっちり』摑つかんでいたため離すことが出来ない。それどころか。

「キャッ」

　手を引っこ抜こうとして失敗し、彼女を引き寄せる結果となってしまった。今現在、目の前には彼女の顔があり、体は密着している。

　さて、今知ったことだが、魔力贈与は肌に触れる面積が大きい程、効率よく相手に魔力を送れるらしい。

「あばばばっばああぁぁぁ」

　触れている部分から、ものすごい勢いで魔力が流れていく。リュディは一昔前の漫画とかにありそうな悲鳴をあげながら、俺にもたれる。

「かひゅ……かひゅ…………た、たしゅけて」

　彼女から明らかにおかしい呼吸が俺にかかる。額には汗が浮かび、女性特有の甘ったるいような匂いに、汗の匂いが混じり俺の脳を刺激してくる。ただ、刺激を与えてくるのはそれだけではない。肌に伝わる柔らかで温かで汗ばんだ感触も、もたれかかる彼女の重みも、白くすらりとしたうなじを伝う汗も、全部が全部俺に刺激を与えてくる。

　これ以上はまずい……。

「りゅ、リュディ。大丈夫か!?　ひとまず離れよう！」

　彼女は何かを求めるような潤んだ瞳でこちらを見ている。そしてすがりつくように俺を摑んで離さない。正直言えば俺も離したくない。しかし危険だ。いろんな意味で危険だ。離れなければならない。離れよう。でも離れたくないし、そもそも離してくれない。

　結局リュディが俺から離れたのは、魔力贈与が終わって少し経過してからだった。

　少し離れて座った俺達は、とりあえず身だしなみを整えた。リュディは髪の一部がぴっちり肌に付くほど汗をかいていて、服を扇あおいで風を入れている。

　俺の方はさほど汗をかいていなかったが、リュディが摑んでいたところが皺しわになっていた。彼女がかなり力を入れて摑んでいたことがよく分かる。

　さて、リュディを見るに、俺の魔力贈与は性交………いや成功だろう。今の彼女は魔力に満ちあふれ、顔色はとても良い。しかし。

「…………」

「…………」

　体調は良好でも、場の空気は良好とは言いがたかった。重い沈黙だ。

　不意に彼女は立ち上がった。俺に何も言わず、背を向けドアへ向かって歩いていく。その背中は汗でぴっちり服が張りついている。

　俺は気分を変えるために、花はな邑むら家の魔法練習場へ向かう。それからしばらく魔法の練習をするも、集中が出来ない。

　諦めてシャワーでも浴びるか…………。

　出来れば冷水がいい。さっきの件があってから未いまだに体全体がほてってるし、頭もパンクしそうだったから、おもいっきり冷やしたい。雨が降ってなかったら、それこそ滝に打たれて精神統一したいぐらいだ。

　ストールを外しながら、大きくため息をつく。さっきのリュディほどではないが、結構汗をかいているようだ。額を伝う汗をぬぐい、風呂場へ向かう。そして俺が脱衣場に入った瞬間、風呂場のドアが開くのは同時だった。

　むわっとした熱気を帯びた水蒸気が俺の顔にかかる。霧のような水蒸気の中に、とがった耳をピンと立てた金髪の女性が立っていた。この体は間違いなくリュディだ。

「…………」

「…………」

　静寂。そしてこちらを凝視したまま石化するリュディ。

　てへっ、なんて可愛らしく言いながら少しだけ舌を出せば許してもらえるだろうか。いや火に油を注ぐだけだ。

「…………」

「…………きぃぃぃぃやあああああぁぁぁぁぁあ！」

　不思議な気分だった。なんと言えば良いのだろうか。局地的全能感、と言えば良いだろうか。自分以外の時間が遅くなっているのに、なぜか自分の思考は高速回転している、そんな気分。

　ああ、頭と股間に血が集まりほてって行くのが分かる。

　彼女が叫びながら、魔力を集め手を振り上げていた。彼女の魔法は俺に直撃するだろう。しかし、どうせ直撃するならば、この湯気の中にある、彼女の裸を見て倒れたいところだ。しかし、ドアを開けたことで少しだけ湯気は晴れているが、顔と足の一部しか見えない。

　ダメか。ダメなのか。見えないか、見えないのか。どうしても見たい。俺は心の中で訴える。




　見せてください。




　俺の切実な祈りが神に届いたのだろうか。その水蒸気がゆっくりと晴れていく。いや、晴れてはいない。晴れてはいないのだけれど、なぜか彼女のシルエットがぼんやりと見えていた。そしてだんだんとそのぼんやりとしたシルエットが、カメラのピントを合わせるように、鮮明に映し出されていく。そしてそして俺はその見えたリュディの体を見て、愕がく然ぜんとした。

　た、タオルを巻いているだと……。

　心の中でタオルに悪態をつく。なんだろうあのタオルは（疑問）。なぜタオルを巻いているんだ（憤怒）。なんでタオルなんて存在しているんだ（乱心）。

　二次元では、幾度となく生まれたままの姿を拝見させていただいた。残念な事にエロ界においては最低の発明品『モザイク』が、局地的に混入していたが。

　それを三次元で見てみたい。ただそれだけだったんだ。




　なぜ、見えないんだ。見たい、見たいっ。




　俺はそのタオルをじっと見ていて気がつく。タオルの様子がおかしいことに。

　理由は分からないが、タオルがだんだんと薄くなっていく。これは…………見える、見えるぞ。あの大きな胸の先にある…………!?

「なにじっとみてんのよぉぉぉおぉぉぉおおおおおおおお!!」

「ひぇっ！　す、すいませえぇぇぇぇええん！」

　ゆっくり近づく光球が自分の頭に直撃したとき、目の前が真っ白になった。







　絶対零度の視線を浴びせられてから、どれくらいの時間が経過しただろうか。

　ノックも挨拶もなく俺の部屋に入ってきた彼女に、俺は急いで部屋の椅子を差し出すと彼女は何も言わずに座った。

　風呂場での邂かい逅こうはリュディの怒りを買ってしまったものの、心眼を体得した上に、この星に二つと無い絶景を見る事ができた。

　そのせいで地べたに膝とおでこをつけたままだが、仕方ないだろう。自業自得である。

　そろそろ良いかな？　と、ほんの少し顔を上げ、彼女の顔を見る。リュディは微動だにせず、半眼でこちらをじっと見ていた。口は一文字に結ばれ、まるで接着剤でもついているかのように開くことはない。見えそうなスカートから伸びる、すらりとした白い足に頰ずりしたくなるのを必死に堪え頭を下げる。

　不意に彼女が立ち上がり俺の顔に手を伸ばす。そして右頰を思い切りつねる。そしてすぐに反対の手で左頰をつねると思い切り引っぱった。

「いらい痛い、いらいれす痛いです」

　リュディは大きくため息をつくと、最後に思い切り引っぱり手を離す。俺は頰を押さえながら腕を組むリュディを見つめた。

「仕方ないわね……許してあげてもいいわ。タオルを巻いていたし」

　と、脱力した笑顔でそんなことを言った。すまないが実のところは……。

「おお、ありがとうございます、リュディ様！」

　もちろん口には出さない。

「でも、でもよ。許すのには一つ条件があるわ………………私の願いを叶かなえて欲しいの」

　そう言って俺から視線を外す。

「願い？」

　願いって、なんだろう。俺に出来ることだろうか。私の椅子になりなさいとか、足を舐なめて綺き麗れいにしなさいとかならば、まあいくらでもしてあげられるのだが。いやそんなのは絶対無いだろうが。

　彼女はすこし落ち着かない様子であたりを見る。そして視線が俺に合うとスッとそらした。彼女の長い耳は真っ赤だ。

「……その、ね。責任とって欲しい、の」

　ああ、責任ね。なんだ、責任か。フフッ、責任か。




「………………ゑっ？」




　ちょっと待ってくれ。せ、責任ってアレっ!?　まさか漫画とかでよくあるアレかっ!?

「私がいうのもどうかと思うかもしれないけれど、ほら、私って高貴な身分じゃない？　人に見られちゃいけない姿があるというか」

　おいおい、う、噓だろう。『高貴な身分』『人に見せられない姿』『責任』キーワードだけでやばい臭いがぷんぷんする。

　し、しかし俺で良いのだろうか。心に決めたエロゲヒロインが数十人いる俺がリュディに告白されて。まあその数十人にリュディもインしてるんだけど。

「だから、ね。……貴方あなたの顔を見るにもう察してるんでしょ？　一度経験してからもう虜とりこになってるから。そう、好きになっちゃったの。でも恥ずかしくて……誰にも言えなかった。出来ることなら毎日感じたいの。でも、もしこのことがお父様の耳に入ったら『止めろ』って言われそうで。でもやっぱり私の体が求めてるの」

　俺は真剣な表情を作り襟を正す。ここぞというときに使う決め顔をだそう。

「た、瀧音幸助っ！」

　リュディは意を決し伏せた顔を上げると、俺の手を摑つかんだ。唇が震え、熱い吐息が漏れる。瞳はいつ決壊してもおかしくないぐらいに潤み、彼女の青色の瞳をキラキラと輝かせている。

　彼女は口を開き何か言葉にしようとして、だけど言葉に出来ず唇を嚙かみ、顔を伏せた。そして呪文のように何かを呟くことで自身を[image: ]しつ咤たし、勢いよく顔を上げる。水を多分に含んだ果実のような唇を震わし、大きく息を吸い込んだ。




「わ、私、ラーメンが食べたいっ！」

　………………………………ゑっ？

　俺の時間が止まった。







[image: 八章　異変]




「凄いじゃないか！　こんなに早くスキルを得るなんて！　どうやって得たんだ!?」

　お世話になった水みず守もり先輩に、心眼スキルを得たことを報告するのは当然であろう。あれだけ目をかけてくれたんだ。しかしだ。

　まるで自らが大きな事を成し遂げたみたいに喜ぶ先輩から目をそらす。どうやって得たかだって？

　美少女リユデイの裸を見たいと思っていたら覚えました。

　……言えるだろうか。言った瞬間に神すら嫉妬する先輩の笑顔が、鬼すらビビる能面に変化する様が目に浮かぶ。少しだけ見てみたいと思ってしまうのは、俺にＭっ気があるせいだろう。

「先輩のおかげです」

　俺は表情を読み取られないように、すぐさま頭を下げて表情を作りなおす。

「ふふっ、そうかそうか、そう言ってくれると私も嬉うれしい」

　そう言いながら先輩は俺の顔を上げるように言った。

「もうすぐ学校だって言うのに、こんなにしていただいて、とても感謝しております。何かあったらおっしゃってください。若輩者ですができる限りのことをいたします」

　矢継ぎ早に、それも適当に言葉を紡いでいく。どうやってスキルを得たかの話は、さっさとながしてしまうが吉だ。

　俺が言うと先輩は小さく笑った。

「なに、後輩を導くのも先輩の大切な役目だよ。それに君は一生懸命だったからな、力になってあげたかった、というのもある」

「いやぁそんな一生懸命だったかなぁ……ああ、そういえばですが、先輩は新学期の準備は終わってるんですか？　風紀会って忙しいとかじゃ？」

「ははっ大丈夫だ。生徒会は準備が忙しいかもしれないが、風紀会は当日に新入生の案内をするだけだからな。もし学園で迷ったら私含む風紀会の者に声をかけてくれ」

　作戦成功。これでスキルのことは欠片かけらも覚えていないだろう。これ以上詮索されたら、あまりの背徳感から逃げだしてしまうかもしれない。

「そのときはお願いしますね。学園は広いと言うから少し不安なんですよね」

「ふふ、あそこは広いから私も入学したての頃は迷ったな。聞くところによると迷子で遅刻する新入生が、毎年一人はいるらしい」

　ゲームで主人公達は、教室移動に転移魔法陣を利用していた。察するに歩いて行くのが億おつ劫くうになるほど広いのであろう。サブヒロインの一人は学園で迷いまくっていたが、俺もそうなりそうで恐こわい。学園内にＧＰＳ地図のようなものがあれば良いのだが。

「ところで君の準備は万全か？」

「もちろんです。とはいっても、持ってく物なんてほとんど無いですけど」

　必要な教材なんかは学園で配布だし、持って行くとしても筆記用具とストールぐらいだ。制服はすぐに着られるようにハンガーに掛けたし、シュシュッとしてある。

「今年は……色々と楽しみだな」

　俺の顔を見つめながら、先輩はそんな事を言う。

「自分もですよ」

　剣、魔法、学園、ダンジョン、エロ。男の子と紳士淑女が心躍る設定てんこ盛りの世界である。楽しみしかない。

「先輩、すぐに強くなって追いつくので。置いて行かれるのを覚悟しておいてくださいね」

「ふふっ簡単に抜かれはしないさ」

　二人でぼうっと滝を見つめる。打ち付けられる滝とゆらゆら波打つ水面みなもに、昇ってきた太陽の光が反射し、何度もフラッシュをたいているかのようだ。

「ああ、そういえばだが……」

　先輩は何かを思い出したかのように、ポンと手を叩いた。

「何でしょう？」

「どうやって心眼スキルを得たのか教えてくれないか？」

　俺は立ち上がると先輩に背を向け、思い切り地面を蹴った。




　先輩に追いつかれたのはすぐのことだった。町に出たときにはすでに先輩は隣を走っていた。

「リュディとラーメンを食べに行く約束をしていたんです、それを急に思い出して……！」

「それでどうして急に走り出すことにつながるんだ？」

　もっともである。

「ほら、夕日を見ると急に走り出したくなるではありませんか」

「そんな事は無い、そもそも夕日が出る時間帯では無いが」

　まったくもってその通りである。しかし、困った。いつもなら自分でもびっくりするぐらい言い訳がペラペラ出てくるのに、今日は思うように出てこない。

「あ、そうだ。先輩もラーメンどうですか？　凄すごく美味おいしいと評判の所があるんです」

　本当はリュディにのみおごる予定だったが、お世話になっている先輩にもおごろうではないか。まあこの金は、毬まり乃のさんから貰ったお小遣いなのだが。

「断る理由は無いが……話を変えようとしていないか？」

　俺はなんとしてでもその話から逸そらせてやる。

「そうでしたか、何の話でしたっけ……え？」

　と、俺が惚とぼけようと思った時だった。




　大きな地響きが発生したのは。




　そこかしこから悲鳴が聞こえた。爆発や建物の崩壊なんかは起こっていない。しかし。

「なんだ、これ」

　足下にぶっとい線が出来ていく。それがまるで弧を描くように延びていき、最終的にはそれは目だけでは追えないぐらい長くなった。

「……まるで、魔法陣だ」

　先輩の言葉にハッとする。

　もしやと思い、すぐさま駆け出した。

　困惑する町の人々の横を通り過ぎ、魔法陣の中心部へ向かう。そして進めば進むほど、これがイベントである確信が持ててきた。しかし。

「いや、おかしいだろっ!?」

　意味がわからない。このイベントは…………まだ先のはずだ。

　邪神教がダンジョンを復活させるイベントが、なぜ今起こっているんだ？　あれは入学後でないと起きないはずなのに……そもそも現時点ではゲームが始まってすらいない。

　イベントの概要を思いだし、はっと、あたりを見回す。

「先輩！」

　こっちに駆けてくる先輩が見え、助かったと心の中で安あん堵どする。先輩は急に走り出した俺に付いてきてくれていたようだ。

　この邪神教イベントは学園入学後、リュディのストーリーを進めていく上で発生するイベントである。邪神教がちょくちょくリュディに手を出してくるのだが、それを追い返しているうちに業を煮やし、とある魔法を使用してしまうことで起こる。決して今発生していいイベントじゃない。

　なぜこんなイレギュラーが起こってしまったのだろうか？

　可能性があるとすれば……それはどう考えても。

「俺、の存在だろうな」

　邪神教は本来ゆっくり時間をかけながらこちらに手出しを行うはずだった。それはまるでゲームや特撮なんかにありそうな、こちらへの油断からである。相手はそんなに強くないし大丈夫だろうとタカをくくって下っ端を送り込むものの、それらは返り討ちにされ、むしろ主人公の成長に一役かってしまっているぐらいだった。

「もしかして、あのとき一人逃してしまったからか？」

　花はな邑むらホテルでの一件がこれにつながった？　可能性は高いだろう。しかし、今は原因追及なんて後回しだ。そんな場合ではない。

　しなければならないのは状況の把握と考察だ。

　すぐさま俺はリュディにコンタクトを取ろうと、スマホを出してリュディの名前をタップする。しかしそれは無意味だった。毬乃さんから護身用に渡されたこの特殊なスマホは、この町にいる限りダンジョン以外の場所なら通信が可能と言っていた。以前壊れたことがあったから相当強化したのよ、と渡すときに笑っていた物だ。壊れることは多分ないだろう。しかしリュディはオンラインになっていない。ということはだ、通信が出来ない場所にいる可能性がある。

　すぐさま毬乃さんにリュディの位置情報について教えてくれと、メッセージを送った。

「一体何がどうなっている?!」

「先輩、この魔法陣の中心へいきましょう。そこで何かが起こっているはず」

　そう言って俺は陣の中心に向かって走り出す。




　魔法陣の中心は奇くしくもと言うべきか予想通りと言うべきか、リュディと合流する予定の場所に近かった。

　そしてその場所には人が数人入れるであろう大きさの円がいくつか描かれており、そこは淡い青色の粒子が舞っていた。

　間違いない。アレがダンジョンの入り口であろう。その現れたダンジョンの入り口からモンスターがあふれ出したのだろう。

　見ればこの辺りで戦闘している人々が……えっ？

「……いや、噓だろっ」

　ダンジョン前で戦っている人を見つめ、思わず声が漏れる。

「魔法を連発している彼女は……モニカ・メルツェーデス・フォン・メビウス生徒会長じゃないか!?　あの和服で扇子を武器に戦うのは……式しき部ぶ大たい輔ふの姫ひめ宮みや紫し苑おんさんか!?」

　なぜ学園最強集団とも言われる三会メンバーの二人がここにいるのだ?!　イベントに出現するルートがあっただろうか？

　いや、そんなのはどうでも良い。モニカ会長がいるならば、あふれ出てくる方のモンスターの対処は放置しても良さそうだと分かった。ならばここは置いて、だ。

「……瀧たき音おとは二人を知っているのか？」

　先輩は真剣な表情でこちらを見ていた。しまった、と思ったがもう遅い。失言だった。でもそんな事を話すのは後回しにするべきだとも思った。

「ええ、知っていますよ。ですがそれは後にしましょう……」

　戦う二人に視線を向ける。不幸中の幸いと言うべきだろう。なぜここに彼女達がいるかは分からないが、三強であり現状学園最強のモニカ生徒会長が居るならば、あふれ出て来るであろうモンスター共は彼女達に任せてしまえば良い。

　そもそもだが、現在の俺にあの数は荷が重い。

　ちらりと先輩を見つめる。先輩は真剣な表情で戦闘を見守っていた。今すぐにでも走り出し、瀧音は帰れ、なんて言って彼女達の戦闘に参加しそうだった。

　先輩はダンジョンから溢あふれてくるモンスターから、町の住人を守りたいのだろう。

　だけど俺は今すぐにダンジョンへ突入したい。もしこれがあのイベントと大筋が一緒であるならば。




　リュディはダンジョンにいるはずなのだ。




「瀧音はすぐにここから……おい、どういう意図だ？」

　俺は駆け出しそうになっている先輩の手を摑つかむ。すぐさま先輩に頭を下げた。

「すみません、今は俺の戯たわ言ごとを信じてくれませんか。アレはダンジョンなんです。あのダンジョンに一緒に突入してくれませんか？」

「一体……どういうことだ。それに……ダンジョン？」

「リュディとの連絡が取れません。ダンジョンにでも入らない限り、連絡が取れると言われた端末で、です。毬乃さんから貰った機械だから、よっぽどの事がない限り壊れることはないでしょう」

　先輩の顔が驚きよう愕がくに変わったのが分かった。そして届いたメッセージを見て確信した。毬乃さんはもうこの騒ぎを察知している。そして俺がどこに居るのかも。

「先輩、毬乃さんからのメッセージです」

『はつみがそっちへ向かってる。幸こう助すけ君はその場から逃げて、家まで来て』

「なぜ、『リュディはどこにいる』という質問に対して、一切の回答をしないのでしょうか。最後にリュディの位置情報が確認できた場所を、毬乃さんは分かるはずです」

　これだけ言えば聡さとい先輩は理解しただろう。

「こう、考えられますよね。幸助だったらリュディが窮地に陥っていると聞いて、そこに飛び込むかも知れない、と」

　毬乃さんの思うとおりだ。リュディのピンチなら、是が非でも飛び込むに決まっている。俺にはすでに前科がある。花邑ホテルでの一件だ。だからこそ毬乃さんは何も言わず、早く逃げろと言ったのだろう。残念ながらそれは逆効果だ。

　先輩は俺を見て何かを迷っているようだった。でも何が何でも強者を一人以上ダンジョンに連れて行かねばならない。

「嫌な、予感がするんです。お願いします」

　先輩の手を握りしめてその目をじっと見つめる。狼ろう狽ばいしていた先輩はだんだんと真剣な表情になっていく。

　それは睨にらんでいるようでありながら、また値踏みしているかのようでもあった。だからこそ俺はその視線に応えるために、恐ろしくも美しい視線を受け止め、返し続けた。

「……分かった。ここは紫苑やモニカ会長らに任せて行こう」

　折れたのは先輩だった。怒気は消え、いつもの凜りんとしていて、そしてどこか柔らかな先輩に戻っていた。先輩は俺の大好きな先輩だった。

「どうせ君は、私が止めようともダンジョンに一人行くのだろう？　なら一緒に行った方がまだ良いからな」

「ありがとうございます」

　そうと決まれば後は突入である。リュディを助けるために必要な物は最低限そろった。むしろ最高の人物が来てくれたと言って良い。

「ただ、ちょっとな」

　先輩が少し恥ずかしそうに顔を背ける。

「どうかしたんですか？」

「い、嫌ではないのだが。そのだな。そ、そろそろ手を放してくれるとありがたい」

　目線を下に向ける。俺は両手でがっちり先輩の手を摑んでいた。

「す、スイマセン」




　一方的に蹂じゆう躙りんしているモニカ会長達の横を通り過ぎ、俺達は一つの魔法陣へ向かって走る。

　あの幾つもあった魔法陣の一つ以外は、モンスターハウスと呼ばれる大量のモンスターが待ち構えている部屋につながっている。しかしそれらはこのモンスター達の大本では無い。だからそれらを倒して一時的に町へ溢れるモンスターを減らせても、根本を絶てていないためモンスターは溢れ続ける。

　大本を絶つためには、一つしか無い正解の魔法陣に突入しなければならないが、そんなの何周マジエクをしたか分からない俺には余裕で分かる。

　俺達が転移する直前に先輩がモニカ会長達から色々言われていたようだが、まあ後で先輩がなんとかするだろう。問題はこのダンジョンだ。

　このダンジョン『諸しよ行ぎよう無む常じようの御み館たち』の内部はさびれた洋風の屋敷である。

　あたりは砂すな埃ぼこりにまみれ、壁周りに息を吹きかければあたりに粉ふん塵じんが舞い上がることだろう。また天井や壁に描かれている絵は薄汚れていたり、大きく抉えぐられていたりしている。また道すがらにある元は芸術品だったであろう壺つぼは、ひび割れて本来の使用用途どころか、飾ることすら出来なくなっている。

　そして先ほど通過した通路に掛かっていた絵画の爪痕は、明らかに人間が刻む傷ではない。

「ふむ。まるで、魔物に襲われた後のようなダンジョンだな」

　先輩の言うとおりだ。ダンジョン名でもある程度分かるとおり、コンセプトは魔物に襲われ風化したお屋敷なのだろう。

「分かれ道、ですね……右に行きましょう」

　先輩には有無を言わせず道を選択し、少し抑えめに走る。

『諸行無常の御館』はゲーム通りなら、少し特殊なダンジョンである。ＲＰＧ好きは入り口の時点からそう思ったであろう。

　なにせ入り口を間違えれば、敵との戦闘だけで奥に行っても何も無いのだから。

　また特殊なのは入り口だけでは無い。階層もだ。本来ならば十層から百層、一部には百層以上もあるダンジョンを進んでいくのだが、このダンジョンは一層しかない。ただ他のダンジョンに比べれば、その一層は少し大きい。

　なにより特殊なのは、このダンジョンは徘はい徊かいする雑魚ざこモンスターがいないことである。

　代わりに決まったフロアでモンスターが待ち伏せしているのだ。そのため間違った道を進まなければ戦闘せずにゴールへ向かえる。ただし罠わなで出現するモンスターや、ダンジョンボスはそれに当てはまらない。

　なぜダンジョンボスがそれに当てはまらないか。理由はボスが徘徊しているからだ。

　一般的なゲームにあるダンジョンでは雑魚モンスターが徘徊し、ボスは奥でどっしり構えているのが基本だ。だからこそ非常に斬新で面白い設定のダンジョンだなと思った。固定のモンスターが出るからレベル上げにもちょうど良い場所である。

　しかし決して序盤に来ていいダンジョンではない。

　モニカ生徒会長達が戦闘しているのを見て気が付いていた。ここで出現するモンスターは今の俺の手には余る。一体ずつならある程度いけるであろう。しかし複数体との戦闘となれば話は別だ。もし俺が魔素経験値を集め、自分の強化をしていればその限りではない。現状の俺は訓練をしているが、それだけである。

　ただし、このダンジョンが特殊な事もあって戦闘が避けられることは僥ぎよう倖こうだった。

「次は左です」

　ゲームと同じマップだった事で戦闘はほぼ回避できる。しかし戦闘になった場合は苦戦を免れない。そしてボスに至っては現時点で勝つのは奇跡でもない限り難しいだろう。

　だからこそ先輩に来て貰いたかったのだ。三強と呼ばれる強さは伊達だてではない。今はまだ覚醒イベントが発生していないし、成長しきっていない先輩ではあるが、強さは健在である。ボスにだって勝てるだろう。

　だからといって安あん堵ど出来るわけではない。むしろ不安が募っていく。

「くそっ、リュディが……まだかよ」

　物語通りであれば、リュディは邪神教信者に自滅覚悟の邪神召喚に巻き込まれたはずだ。まあ実際に使ったのは、邪神召喚魔法じゃなくて、ダンジョン復活の魔法である。あいつらはダンジョン復活の魔法であることを知らなかったのだ。

　そしてダンジョンが復活し、リュディはそれに巻き込まれ入り込んでしまう。

　入りこんだ彼女の初期位置は、自身の成長度合いや選択肢によって変わる。ただひとつ言えることは、どこに飛ばされたとしても関係ない。モンスターと戦闘になれば、現時点のリュディがそいつらに勝つのは難しい。

　特にボスには相性が悪いため間違いなく負けるだろう。しかもここのボスは徘徊型だ。もし出会っていたとしたら？

「落ち着け、瀧音」

「すいません……」

　知っているから有利であるはずなのに、知っているからこそ焦りを生んでいる。

　もうリュディが転移するであろう一つ目の地点は越えた。しかしそこは埃ほこりだらけで、俺達の足跡しかのこっていない。

　クソッ。

　物語進行度やリュディの成長度合いが低ければ、あそこで早期発見できたっていうのに。リュディの能力を考えるならあそこに居るべきだ。いや、このイベント自体が起きるべきではない。最悪ゲームのようにリュディ視点に切り替えられれば、どこにいるかすぐに把握できてすぐにでも駆けつけられるって言うのに。

「ちっ」

　二つ目のポイントもリュディはいなかった。思わず舌打ちが漏れる。

「どうした瀧音？」

「いえ、左の道へ行きましょう」

　急がないとまずい。リュディにとって敗北確定の条件は、ここの徘徊ボスに出会うことだ。アイツは足も速い。

　アイツに勝てるのは現状では先輩、もしくは入り口で戦っていたモニカ生徒会長達だけである。しかしモニカ生徒会長達が先に合流することはない。なら俺か先輩がリュディと合流しなければならない。

　チラリと後ろを見る。先輩は何も言わずに俺に付いてきてくれていた。正直、本当にありがたかった。

　本来ならこういう場所は俺より経験豊富な先輩が指揮を執るべきではある。しかし先輩は俺に全権をゆだねてくれている。

「ここにも、いないのか？」

　思わず大きなため息をつく。この次が転移する可能性のある最後の場所だ。

「……瀧音、その、だな…………少し休まないか？　ここまで来たというのに気配がないなら、実はリュディがダンジョンにいない可能性もある」

　先輩は心配そうな顔で俺を見ていた。相当俺はやばい顔をしているのだろうか。

「先輩、ごめんなさい。今日は俺の暴走に付き合って貰って良いですか？」

　ここにいないのではないか、なんてうすうす思っていたし、その思いは進むにつれて大きくなっていた。

　しかし俺は進むのを止める気はない。

「だが……」

　先輩が何かを言う前に俺が言葉を重ねる。

「だけど、もしここにリュディがいたらどうですか？」

　俺は目をつむる。浮かび上がるのはお嬢様の仮面をつけてたクセに、即はがれ落ちちゃったリュディ。コンビニを興味津々といった様子で巡り、駄菓子を買って喜ぶリュディ。食卓に広がる夜景を前に絶句したリュディ。下手な変装して町中をうろうろしていたリュディ。恥ずかしそうにラーメンが食べたいと言ったリュディ。

　それが失われでもしたら、立ち直れないほど後悔をするかも知れない。




　そんなのは絶対にゴメンだ。




　目を開き、真剣な表情をしている先輩に視線を合わせる。

「いないんだったら、いないで良いんです」

　それが一番嬉うれしいことではないか。危険な場所にリュディがいないんだ。もしここにいないのだとしても、俺はここに飛び込んだことに後悔もしない。だってさ。

「仮にリュディがここに居ないのだとして、俺達の行動が徒労に終わったとしましょう、そしたら」

　俺は海外ドラマでやるようにわざとらしく肩をすくめ、笑みを浮かべる。

「ばっかだなぁ俺、いないのに探してたぜ。だなんて笑い話のネタにできるじゃないですか。それに仮にここのモンスター発生を止めることが出来たら？　俺達はヒーローですよ」

　そう考えれば良いだけだ。

「いない方が良いです。いないで欲しいんです。安全な場所にいて欲しいんです。後でリュディと笑い話をしたいです。でももしいたら……モンスターに襲われている最中だったら？」

　それを考えたら、進まないわけがない。

「いなかった場合……先輩には付き合わせて申し訳ないと思うんですけど……その最後まで……」

「いや、すまなかった」

　先輩は俺に向かって頭を下げた。

「せ、先輩？」

「そうだよな……ふふっ、はははっ、お前は本当に、本当に大物だよ」

　先輩はどうしてそんなに笑っているのだろう？

「足を止めてしまったな。いこう」

　背中を叩たたかれ、とりあえず頷うなずく。

　それからすぐに二人でダンジョンの先へ先へと進む。しかし依然としてリュディの姿は見えない。転移する可能性がある最後の場所はこの先だ。

　目的のフロアに足を踏み入れると、そこには信じられないモノがいた。

「いや、噓だろ……？　何で……？」

　思わずそう呟く。

『諸行無常の御館』は、決められたマップにモンスターが待機しており、そこ以外では基本的に出現しないはずだった。例外はモンスター召喚される罠によっての出現か、徘徊するボスだ。

　リュディが配置される可能性がある初期位置の一つであるここは、モンスターが出現しないはずだ。いないはずなのだ。

　じゃあ、なぜ。なぜここにいるのだ！

　しかもこの数はあきらかにおかしい。これは何らかのトラップに引っかかってモンスターを呼び出したような……？

　嫌な予感しかなかった。考えれば考えるほど心がかき乱され体中が熱くなっていく。

　もう我慢出来なかった。居ても立っても居られず、手前にいた山羊やぎのモンスターに向かって駆け出した。

　山羊のようなモンスター『バフォムス』はこちらに気がついていなかった。そしてバフォムスがこちらに気がついたときにはもう遅かった。体を一回転させながら勢いをつけると第三の手と第四の手を重ね、ハンマーのようにたたきつけた。

　バキンと、螺ら旋せん状じようの角が折れる音がする。

　クラリスさんと何度も練習した技だ。第三第四の両腕、そして遠心力が加わることで単純に殴るよりも威力を大きく向上させることに成功している。ただ両腕を使うがゆえに隙が大きくなってしまう技でもある。

「ッ──────」

　吹き飛んだ山羊が甲高い悲鳴をあげて、魔素へ変わっていくのが見える。しかしそればかりを見ていられない。その悲鳴を聞いてすぐさま飛びかかってきた狼おおかみ型のモンスター『ヘルハウンド』を第三の手で防ぎ、第四の手で頭を強くはたく。あまりに威力が強かったのか、その場で弾んだヘルハウンドを身体強化している右足で蹴り飛ばした。

「た、瀧音、お前……なんだその力は……」

　チラリと先輩を見ると、両目を見開き驚きよう愕がくの表情でこちらを見ていた。驚きのせいか肩の力も抜けており、強めに手を叩けば薙刀なぎなたを落としてしまいそうなほどだった。

　普段だったら少し自慢げに声をかけていただろう、しかし、今はそんなことをする余裕がなかった。魔素に変わっていくモンスターを尻目に、俺は先輩に言う。

「すいません。ここお願いします」

　今度はその横にいた蛇型のモンスターを第三の手で殴ると、どうなったかも確認せずに走り出す。

　もう、嫌な予感しかしなかった。いてもたってもいられなかった。襲いかかる敵の攻撃をいなして先へ進む。

「た、瀧音、何をしている。危険だっ戻れっ！」

　そんな言葉を投げかけられたが、もう心の中がぐちゃぐちゃになって吐きそうで、それどころでは無かった。
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　目の前には猿のようなモンスター。そいつは既に棍こん棒ぼうを振りかぶっており、タイミングを見計らって振り下ろしてきた。

「どけぇえええええええ！」

　そこに、魔力をまとわせた第三の手をあわせる。振り下ろされた棍棒などなんら障害にもならなかった。

　猿を叩たたき潰つぶし邪魔な体を回し蹴りで飛ばすと、こちらに襲いかかってくるモンスターを第三の手、第四の手でいなし、先へ先へと進む。しかし不思議なことに、進めば進むほど攻撃が減っていく。あれだけモンスターを追い抜いてきたのに攻撃が来ないなんて、一体どういうことだろう？　複数体との戦闘ではもっと苦戦すると思っていたのだが。

「馬鹿者っ、私はリュディを助けたいのと同時に、お前を守らなければいけないんだぞ！」

　その声に振り返って分かった。

　水の刃が俺を追いかけるモンスターに直撃していた。どうやら先輩がこちらに向かってくるモンスターを優先的に処理してくれているみたいだった。ずっと援護してくれていたのだろう。

　ありがとうございます。そしてすみません。手がかりを見つけたんです、ピンチに陥っている可能性が高いリュディをそのままにしておけません。

　通路を走って行けば行くほど、予感は確信に変わっていった。

「間違い無い。誰かはここに来ている」

　壁の埃ほこりが変にこすれているし、埃が積もっている所には足跡もある。それを追いながら、リュディを探す。胸が張り裂けそうだった。今すぐにでも合流したかった。

「クソッ。何で、足跡が一人分じゃねえんだよ!?」

　何の足跡かは分からないが、この場には円形の足跡が交じっている。焦燥に駆られ、はやる気持ちとは裏腹に足は付いていかない。むしろ焦って転びそうになるぐらいだ。

　急がないとという気持ちと共に、落ち着かなければならないとも思っていた。

　しかし落ち着くまえに、彼女を発見した。

「リュディィィイイイ！」

　リュディの前にいたのは一匹の黒い狼だった。全長は百五十センチほどだろうか。その狼が呼吸をするたび、口からは火炎が漏れる。

　その前にリュディの服はするどい何かに引っかかれたような痕があり、所々から肌が露出していた。

「そこをどけぇぇぇ！」

　俺の声に反応し、ヘルハウンドがこちらを向く。そしてすぐさま口を開き、鋭い牙を見せたかと思いきや、その口から火炎が飛び出してきた。

「幸助っ!?」

　構えていた第三の手でそれを防ぐ。しかし水のエンチャントを施していなかったため、ストールで覆えなかった箇所から、熱さと痛みが走る。すぐさま水のエンチャントをストールに施しながら、そのままヘルハウンドの火炎放射を防ぎつつ、横っ腹に第四の手をたたき込んだ。

　吹き飛んでぴくりとも動かないヘルハウンドを睨みながら、こちらに駆けてきたリュディを抱き止めると、ストールの両腕で、彼女を守るように盾を作る。しかしヘルハウンドは動かなかった。

　どうやらすでにリュディが弱らせていたらしい。ヘルハウンドは体中に切り傷のような物があり、いたるところから出血していた。

「幸助ぇええ」

「良かった……本当に良かった」

　リュディを抱きしめながら、ヘルハウンドの方を見る。その体から黒い煙のような魔素があふれ出し、それは俺達の体に入り込んだ。そしてヘルハウンドが横たわっていた場所から死体が消え、一つの魔石となった。

　それを確認すると、俺はリュディに向き直る。

　彼女の服は所々が破れ、美しい白い肌にいくつもの切り傷があった。美しかったブロンドは土つち埃ぼこりだらけで、しかもぼさぼさだった。もはや台風に晒さらされたような有り様だった。彼女に付いた埃やゴミを払いながら、彼女の頭をなでる。

　間に合った。

　彼女は生きていた。彼女の声が聞けた。彼女の熱が感じられ、彼女の吐息が肌に当たっている。しかし抱きしめたままでいられない。

「リュディ、先輩の所まで行こう」

「雪音さんも来ているの？　でもなんで幸助だけここに？」

　あっと、声を漏らす。

「ええと、途中でモンスターの群れに遭遇して……なんだかリュディが心配になって、いてもたってもいられなくなったというか。はい、先輩置いて一人で突撃しました」

「もう、馬鹿、なにやってるのよ？」

　しかしそう言うリュディの顔は怒っていなかった。むしろ笑っていた。

「いや……だってさ…………」

「でも、嬉うれしい」

　俺が言い終わる前にリュディが言葉をかぶせる。俺は笑顔で返すと、すぐに思考を切り替える。

　さて、これからのことを考えなければならない。俺達はすぐさま先輩と合流し、このダンジョンからおさらばしたいところだ。もしくはダンジョンの機能を停止させたい。そして生きている喜びを分かち合いたい、そう思った。

　しかし、状況はそれを許してはくれないようだ。

　その気配に気が付き、彼女から手を離す。

「幸助っ……！」

　リュディもそれに気が付き、真剣な表情で薄暗い通路を睨にらんでいる。

「ああ、聞こえる」

　ズズズズと、何かを引きずる音が聞こえる。このフロアでは基本的にモンスターと出会うのはフロアに待機している奴やつらだけだ。それにここまで奥に進んでしまうと、それもほぼいなくなる。アイツ以外は。

　リュディからしっかり聞いてみないと分からないが、先ほど戦ったヘルハウンドは、リュディがどこからか引っかけて、連れてきてしまったのだろう。可能性として一番高いのは、モンスターだらけになっていたあのフロアか。

　すぐさまストールに送る魔力を強めると、構えながらリュディの前に立つ。

「リュディ、走る準備をしろよ」

　ここに来るのが、もしもアイツならば、俺達はまず勝てないだろう。よっぽど有利な条件に持っていってなんとかというところか。

　引きずる音が、だんだんと大きくなる。

　俺達はなるべく音を立てないように後退していく。そしてもう少しで通路というところまで来て、そいつの顔が見えた。

　その顔は非常に大きかった。大きくてごつくて、そして額からは黒く大きな角が二本生えている。また何らかの頭蓋骨を加工したようなものを顔につけ、その隙間からは鋭い瞳が見えた。

　何か魔法でも使っているのだろうか。鋭い目は血のように赤く、顔を動かす度にその赤色の余韻が残り、まるで空中に線を描いているようだ。

　肉体もまた巨大だった。

　二メートルは優に超えるだろう、そんな巨体に岩かと勘違いするような膨らんだ筋肉。そして丸太のように太い腕で引きずるのは、骨で作られた巨大な棍棒。成人男性ぐらいはあるだろうそれは、生身で直撃したらバラバラになりそうだ。

「いや、ちょっとさ。恐すぎだろ……」

　無意識に弱音が口から出てきた。

　俺達を見つけたそいつは、荒く呼吸をしながらこちらを睨んでいた。そして口を大きく開ける。

「───────────！」

　咆ほう哮こうがあたりに轟とどろいた。

「走れっ」

　すぐさま身を反転し、通路を走る。

　なんて、不幸なのだろうか。出会わずにリュディを助けることも出来たのに出会ってしまった。いや不幸中の幸いと言うべきなのか。リュディのみで『無情のオーガ』に邂かい逅こうしてしまう前に合流できたと考えれば。

　ダンジョンボス無情のオーガは、基本的にダンジョンの奥を徘はい徊かいし、出会った時点でボス戦が始まるという、特殊なモンスターである。物語中盤ごろに戦うことになるそいつは、序盤程度の実力しか無い俺とリュディが相手にしてはいけないモンスターでもある。

　すぐさま通路を抜けその先のフロアにあったのは、一つの宝箱だった。それに視線を取られ、走るのが遅くなったリュディの背を軽く叩たたく。

「無視して走れっ！」

　フロアの真ん中にぽつんとある、明らかに怪しい宝箱は罠わなである。罠探知を出来るキャラクターがいれば、その宝箱の危険性が分かっただろう。しかしゲームではプレイヤーが問答無用で開けるタイプの宝箱だ。しかし今はそんなのはどうでも良い。気にしている余裕はない。

「───────────！」

　後ろから咆哮が聞こえる。どうしてアイツの体はあんなに重そうなのに、走るのが速いのだろうか？

　万が一で逃げられるか、とも思ったけれどそれは無理そうだ。

　隣で息を切らすリュディを見つめる。これ以上は俺はともかく、リュディが保もたない。迎え撃つしか無い。

　リュディに走るのを止めさせると、彼女は全身を使って呼吸していた。体中が汗だらけで、休憩をはさまないと彼女は動けないだろう。そんな状態で、彼女は俺の服をつかんで生まれたての子鹿のように、足をぷるぷる震わせて立っていた。

　彼女は俺の服を引っ張ると、俺を見て泣きそうな顔で呟つぶやいた。




「私を置いて逃げて」




　なにいってんだ、なんて思った。

　まったく、馬鹿だなあとも思った。




　リュディはわかっていない。大好きなヒロインにそんな事を言われたら、全く逆の感情が生まれてしまうだけだってのに。そもそもだぞ。俺はリュディがここに居ると知って、自分が死ぬ可能性があることを知っていてダンジョンに突入したんだぜ。




「置いていけるわけ…………ないだろうが……！」




　その言葉で絶対二人で生き延びてやろうと思った。

　彼女の手を優しくほどきながら、ゆっくり前を向きオーガを視界に入れる。一歩、一歩と前に踏み出しながらストールに送る魔力を増やしていく。

　覚悟は出来た。まるで物語の主人公にでもなった気分だ。わけわからん高揚感に包まれて、今なら何でも出来そうだ。

　オーガはすでにこのフロアに来ていた。しかしこちらを睨みつけるばかりで襲っては来ない。空気でも読んでくれたのだろうか。なら空気を読みまくってこの場から去って欲しいところだが、そうもいかないだろう。

　俺が睨にらみ返すと、オーガはゆっくりと足を動かし、こちらに近づいてくる。ズズズ、ズズズと棍こん棒ぼうを引きずりながら、オーガは近づいてくる。

　そして今まで見たことないような化け物の形相を浮かべると、こちらに向かって走り出した。

　コイツの体と比べれば、ボディビルダーなんてただの棒だった。コイツの顔に比べれば、ワニなんてトカゲみたいなもんだった。コイツの迫力に比べれば、ライオンなんてただの猫だった。

　それはさながら重機だった。動物なんかと比べてはいけない。アイツはショベルカーとかダンプとかロードローラーとかそっちと比べなければならない。

　乾いた笑いが漏れる。もはやギャグアニメを見ている気分だった。

　オーガの一歩一歩が破砕音だった。どこからそんな音が出ているんだか。体が鉄で出来ていると言われても信じられる。

　その超重量級を受け止めるため、俺は身体強化を施しストールへ送る魔力を強めていく。

「───────────！」

「うぉぉぉぉぉおぁぁあああああ！」

　俺が叫んだのは無意識だった。

　すぐさまストールに魔力を送ると、振り上げた棍棒に合わせて、ストールを展開した。

　目の前がカメラのフラッシュを連続で焚たいたように点滅する。

　その音に鼓膜が破れたかと思った。その衝撃で体がバラバラになったかと思った。気が付けば地面に手をついていた。

「幸助っ」

　リュディの叫び声が聞こえる。

「大丈夫だっ」

　意識を失わなかったのは僥ぎよう倖こうだった。むしろ失っていたら死んでいただろう。すでに目の前では、オーガが棍棒を振り下ろしていた。

　三角を意識してストールを展開したのが良かった。その棍棒は上手うまく力を受け流せたようで地面を思い切り叩く。

　そして腕を押さえているオーガを見て俺はすぐさま距離を取る。

　すると後ろから飛んで来た風の刃が俺の横を通り過ぎ、オーガに当たった。リュディの援護だろう。

「やったっ」だなんて、リュディの声が聞こえるも、俺はそんな感情は一切芽生えなかった。

　確かにオーガは体に一線の切り傷が出来ている。血も滴っている。しかしマジカル★エクスプローラーに登場する無情のオーガは……。

「───────────！」

　オーガが吠ほえる。

　その声で辺りがビリビリと振動し、体の横を何かが通過していく。それは物理的な物ではない。殺気とか覇気とか魔力とかそんなのだろう。体が震えそうになるのを堪え、ストールに込める魔力を強める。

　オーガは全身を使って荒い息を吐きながら、リュディを睨んでいた。そしてオーガに付いていたあの一筋の傷が、だんだんとふさがっていく。

　リュディの顔は見られないが、多分絶望していることだろう。すぐにでも側によって、彼女を励ましたいところではある。しかしコイツがリュディに向かって走り出した瞬間、俺は命がけで止めなければならないから目をそらす事は出来ない。

　そして数秒経たずにどこに傷があったのかさっぱり分からなくなるほど、綺き麗れいに治ってしまった。

　残念な事にマジカル★エクスプローラーのオーガは回復能力持ちである。いろんなＲＰＧを経験してきた俺からすれば、回復能力を持つのはトロールだろ、だなんて突っ込みたくなるがまあそれは良い。

　とりあえずコイツは設定上魔力を使って肉体を回復し身体強化を行っている。自動回復を上回る攻撃を出来ないリュディはいくら戦っても勝てないであろう。ならそんな相手に俺達はどうするかだ。

　リュディに向かって走り出そうとするオーガの腹に、第三の手をぶち当てる。

　どうやらオーガは俺の攻撃でもダメージを受けるらしい。少し仰のけ反ぞりながらも痛そうに腹を押さえているが、逆に言えばそれだけである。

　コイツはすぐに回復するのだ。それをなんとか止めなければならない。

「っと、あっぶねぇ！」

　お返しとばかりに振り下ろされる棍棒を、楕だ円えん形けいに広げたストールで逸そらせる。毬乃さんに言われてからいろんな形の変形練習していて良かった。コイツの攻撃は平面で受けてはいけない。そのアホみたいなパワーで吹き飛ばされるだけだ。

　俺がひたすら防御に徹し、時折来るリュディの風の刃がオーガを切りつける。しかしこの状態をいつまで保たせられるかは不明だった。

　なんとかして状況を打開しないとスタミナの差で負ける。それは感じていた。しかしどうやって打開すれば良いのだ？

　先輩がいれば話は変わってくるだろう。先輩ならオーガの回復を上回る攻撃を繰り出せるはずだし、筋肉お化けみたいなオーガよりも力が上かもしれない。

　しかし先輩はここにすぐ来てくれるか？

　それまでこの状況を保たせられるのか？

　いや、無理だ。ではどうすれば良い？

「やばッ……ぐぅぅ」

　棍棒を逸らしたものの、その後に来た蹴りをストールで受けられなかった。

　とっさに右腕で防いだものの、腕がもげたみたいに痛くてしょうが無い。それにしても失敗した。

　こんなフェイント、よく先輩やクラリスさんにやられていることじゃないか。

「幸助っ!?」

「絶対にこっちに来るな！」

　俺は服にも魔力を通して多少防御性能を上げているが、リュディはそうではない。発泡スチロールのように体を貫かれるだろうし、ホームランを打つように飛ばされるだろう。絶対に前に出してはいけない。

　近づいてきたオーガ。またも振り下ろされる棍棒。俺は楕円をイメージしたストールで受け流し、棍棒が地面を叩く。そして破砕音と共に地面が抉えぐれた。

　俺はすぐさまその場から離れ、オーガを睨みつける。オーガは顔を歪ゆがめながらじっとこちらを見ていた。ほんの少しだけ、引っかかるものがあった。

　何ですぐに攻撃してこない？

　それは俺が受け流した後に、その勢いのまま地面や壁を攻撃した後に起こる。

　そして、腕をかばう姿を見てふと気が付いた。こいつらの異次元な力は、脳のリミッターを外しているのではないかと。

　自分の体が傷つくのを覚悟して、攻撃しているのでは無いかと。

　オーガの攻撃は諸もろ刃はの剣なのであろう。自滅覚悟なのだ。だからこそこんな馬鹿みたいな力を出せるのだ。でも考えてみれば、それはとても理にかなっている。どうせ回復するんなら、自分の体など気にせず自滅覚悟で来ても良いのだ。

「───────────！」

　叫び声を上げながら棍棒でなぎ払おうとする。すぐさまオーガの攻撃にあわせ、ストールを変形させた。基本は楕円。決して受けてはいけない。そらすだけだ。

　もし魔素経験値を溜ためて、自身の能力を強化できれば、オーガの攻撃なんざ簡単に受け止める事が出来るだろう。しかし俺はまだダンジョンに挑んだばかりの初心者である。

　どうするか？　そりゃ受け流すしかない。しかし反撃しても意味がない。

　時たま当たるリュディの攻撃は、どこ吹く風だ。悲しいことに俺の攻撃もどこ吹く風なのだが。

「リュディ、頼むから逃げてくれ！」

　先ほどから後方で魔法を放つリュディは、今も攻撃を続けていて逃げる様子はまるで見られない。

「嫌よっ。貴方あなたを置いて行けるわけないじゃない！」

　正直に言えば今すぐにでもここから逃げ出して欲しい。俺が負けたら、襲われるのはリュディなのだから。でも、リュディはこういった状況で逃げることはしない。知り合いが自分のために命がけで戦っていて、それで自分が逃げるわけがない。俺だって逆の立場だったらそうだし、そもそもリュディはそんな女性だ。

　そういうのも含めて俺はリュディが好きなんだ。

　ならば、だ。彼女を守るためにこのオーガをなんとかするしかない。俺達の勝利条件はオーガを倒す、水守先輩の到着、オーガから逃げてここから脱出する、であろうか。

　しかし逃げるとは言ってもオーガは足が速い。ある程度なら移動は出来るがそれだけだ。オーガを倒すだなんてキツすぎる。

　持ち物はゴミばかり……威嚇にすら使えないだろう。ならばこの場所は？　ここに来るまでに何かあったか？

　ここに来るまでに……？　ふと思う。そうだ、あそこなら……。

「リュディ！」

「何よ!?」

「だから、何があっても無視してこの先の、この一つ前のフロアへいけ」

「貴方を置いて行けるわけないじゃない！」

「すぐに俺も行く。いい手を思いついたんだ！」

　逆手に取れる。それどころか俺が優位に立てる方法を。

「……分かったわ早く来なさいよ！」

　詠唱を止めたのであろう、リュディの駆ける音を聞いて少し安あん堵どする。そしてオーガのなぎ払いをストールで受け流しながら、俺は思いっきり地面を蹴った。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　そして大声を出しながら大きなタメを作り、オーガを殴る……ふりをして背を向け走り出した。

　オーガはあっけにとられていた。急に大声を出して手を振りかぶったら攻撃が来ると思うだろう。しかし結果は背を向けての逃亡だ。

　もちろんオーガの虚をつくためにそれをしたんだが、稼げた時間は僅かだった。オーガはすぐに我に返るとこちらへ向かって走り出した。

「だからお前は重機かよ!?」

　何で破砕音がするのだろうか。ここは水道管の工事でもしてんのか？

　少しだけ後ろを振り向いたら、鬼が鬼の形相をしてこちらに走っていた。見るべきではなかったかもしれない。

　俺はすぐさま前のフロアに戻ると、リュディへさらに奥へ行けと叫ぶ。

「俺はここの罠わなを起動したらすぐそっちに行く。この先のフロアで待ってろ！」

　リュディが「分かった」と言って立ち去ると、俺はその後ろ姿に「ゴメン」と謝った。

　俺が逃げるのはここまでだ。リュディには悪いが、ここから先は俺一人で戦わせて貰おう。リュディはいろんな意味でいてはいけない。

「ははっ、まさかこんなことにコレを使うとはな」

　その場所には一つの宝箱があった。中心に宝箱があってそのほかに何も無い部屋。通路と通路の間にある普通のフロア。しかしその中心にいかにもな宝箱。

　片足を宝箱の上にのせ、こちらに向かって走ってくるオーガ。さああいつに不敵な笑みを浮かべてやれ。

　俺の様子が変わったことで怪しんでいるのだろうか。オーガは足を止めこちらをうかがっていた。

「……なあオーガ、知っているか？　ＲＰＧ系のエロゲにはな、九割九分九厘の確率でクソみたいなトラップがあるんだぜ。見せてやるよ、これがその……」

　そうして俺は、宝箱を思い切り蹴飛ばした。




「エロトラップだ」




　体がふわりと浮いたのは、ガタン、という音と同時だった。

　俺とオーガの足下は二つに割れ、俺達は下へ落ちていく。

　オーガはそこから逃げだそうとしたものの、逃げることは出来なかった。当然だ。本来ならパーティメンバー五人全員が同時に落ちる罠だぜ？　こんな近距離から逃げ出せるわけがない。

　俺は衝撃を考えしっかり身体強化を施していたものの、それは来なかった。

　落ちた先はゼリー状の何かの上だった。俺はそれが何かをすぐに察知して、そいつから降りる。またあたりにはうっすらと黒い霧のようなものが漂っていて、そいつらに触れる度にスッと魔力が抜けていった。ちらりとオーガの様子を見てみた。

　オーガは混乱しているようだった。自分が何に包まれているか分からず、ただただその場で暴れ辺りのスライムをなぎ払っていた。そして体がヌルヌル状態となったオーガを見て心の中でため息をつく。

　良かった。どうやらここのエロトラップは健在のようだ。

　本来ならば、ここはエロイベントが発生するエロトラップである。

　宝箱を開けると同時に足下に落とし穴が発現し、魔力を吸い取られるフロアに落とされる。そして魔力が吸い取られて力が上手うまく出せない状態であるのに、紳士達の間で『発情スライム』と呼ばれているヌルヌルのモンスターに包まれエッチな気分になる、そんな罠だった。残念でもないが発情スライムの効果は男にはない。

　俺達紳士淑女は宝箱が罠であることを知っている上に、「何コレ怪しくない？」なんて、もっともなことを言うヒロインを完全無視し、わざと宝箱を開けたものだ。無論、罠探知を持つヒロインが「開けちゃダメ」と言っても問答無用だ。当然だよなぁ。

　そしてヌッルヌルでエッロエロになった彼女達の悩ましい姿を見て、思わず前傾姿勢をとっていた。それだけではない。一部のヒロインからは「何で開けたのよ、馬鹿！」だなんて罵声ごほうびまで浴びせられるのだ。そりゃあ罠にかからないわけがない。

「はははっ。しっかし、なんで落ちたのが俺達なんだろうな」

　落ちたのは男と鬼の男だ。見栄えは最悪だ。相手が美女だったらどんなに良かったことか。相手がオーガだなんて、むしろ恐怖しかない。

　だが、心のそこからあふれ出る笑みは抑えられない。

「さあ、オーガよ」

　俺が今オーガに圧倒的に勝っている要素があるとしたら、それは何だろうか？　筋肉？　速さ？　体力？　回復力？

　いや、魔力量だ。

　オーガの力の源は魔力である。その身体強化も、捨て身攻撃も、再生能力も源は魔力である。ただでさえ回復に魔力を使っているというのに、この魔力が吸い取られるフロアはどうだ？　自らのプラス能力が欠点になりかけている今の状況はどうだ？

　俺は近くに居たスライムを第三の手で摑つかみ、持ち上げる。

「お前の魔力が尽きるが先か？　俺の魔力が無くなり力尽きるが先か？　我慢比べといこうじゃないか……！」

　お前は勝てると思っているのか？

　マジカル★エクスプローラーにおいて、仲間キャラで唯一ドーピングなしで魔力量をカンストさせる瀧音に。毎日魔力量を上げるために、訓練していた俺に。俺の圧倒的な魔力量に！　さあ、今度は俺のターンだ。

「─────！」

　そんな俺の心情を知ってか知らずか、オーガはその場で叫び声を上げ、血走った目でこちらを睨にらむ。落ちるときに怪我でもしたのだろうか、口からはよだれに交じって赤い物が滴っている。だがそれもすぐに止まってしまった。

　回復したのだ。

　フゥーフゥーと、全身を使って呼吸しながら、一歩、また一歩とこちらに近づいてくる。

　オーガは気が付いたのだ。勝利条件が俺を倒して、この場から逃げ出すことだと。逆に言えば、俺の敗北条件がそれだった。

　魔力では確実に俺の勝利だ。ならその魔力がつきる前に俺を倒してしまおう。逆の立場だったら俺だってそうする。

「─────！」

　また、オーガは叫び声を上げる。ビリビリとあたりが振動する。開いた口からは鋭い牙が見え、その横からよだれが滴る。

　オーガは荒い呼吸をしながらこちらを睨にらんでいたが、やがて地面に居たスライムを蹴飛ばすとこちらに走ってきた。

　向かってくるオーガに、俺はスライムを投げる。オーガはスライムの正体が何かわからず、過剰な反応をしていた。しかしそいつは女性を発情させるただの変態であり、男性には一切効果は無い。

　棍こん棒ぼうでスライムをホームランしている隙を見て、俺はその開いた腹に第四の手を叩たたき込む。そしてすぐさま右手で近くにいたスライムを摑むと、オーガの顔に向かってぶん投げた。

「────！」

　顔にスライムを受けたオーガは、非常に苛いら立だっているようだった。ブンブンと手にもつ棍棒を振り回し、スライムを吹き飛ばす。

　壁まで飛んでったスライムは、ベチャリと音を立てていたので、多分つぶれたのだろう。どうなったかを見てみたい気持ちは有ったが、今は一瞬でも目を離すことは出来ない。

　目を離せるやつはよっぽどの強者か、死にたいやつだけだ。

　俺めがけてブゥンと棍棒が振られる。それは風を切るというより、押しのけているような、そんな音だった。

　すぐさまそれを楕だ円えん形けいにした第三の手で受け流す。そしてそれは地面にあたりオーガは悲鳴を上げた。すかさず第四の手で側に居たスライムを摑むと、オーガに向かって投げた。

　オーガは確かに力は強いのかもしれない。

　でも目視できなかった先輩の全力や、クラリスさんの全力に比べれば、カトンボだ。

　クラリスさんには後でとても感謝しなければならない。毎日彼女に稽古をつけて貰っていなければ、俺は負けていただろう。

　俺は前蹴りをいなしながら、じっとオーガの動きを観察する。今すべきことは集中だ。集中。集中するんだ。俺はコイツよりも魔力量は多い。オーガの魔力が切れるまで逃げ切れば俺の勝ちだ。だからこそ集中して避けるのだ。

　俺がオーガの攻撃を避け続けていると、だんだんとオーガの動きが遅くなっているように感じた。いや、感じただけじゃ無い。本当に遅くなっていた。そしてオーガの動きはスローモーションにでもなったかのようにゆっくりへと変化したのに、逆に俺の思考はどんどん加速していく。

　オーガが一つ行動をしているのに対し、その間に俺が二つ思考して二つ行動するような、そんな感じだった。この状況って前にもあったよな、それは心眼の時だと考えられるくらい余裕があった。

　もはやオーガの行動は、芋虫を見ているかのようだった。隙だらけだし、攻撃する度に自滅するし、何より非常に遅い。

　そして俺は気が付いていた。だんだんとオーガの攻撃が弱くなっていることに。オーガの回復が間に合わなくなっていることに。

　それからいくら殴り続けただろうか。それは一瞬のようでありながらも数十分かかったかのようでもあった。

　気が付けば、あの恐怖の象徴みたいなオーガが、見る影もなくなっていた。すでに魔力が尽きかけているのだろう。呼吸は荒く体はボロボロなのに回復すらせず、いつ果ててもおかしくはなかった。

　オーガは拳を振り上げる。俺も第三の手に魔力を集め一歩踏み出す。

　集中すればするほど、なぜだか相手が遅くなっているようだった。一体この現象は何なのだろう？　地球に居たときはこんなこと一切なかった。瀧音に何らかの秘密があるのだろうか？　ゲームの瀧音なんてピーキー性能の魔力お化けでしかなかったはずだ。

　もう、オーガの拳は恐くなかった。ゆっくり迫ってくるそれを、悠々と受け流す。そして、その力を利用し一回転してスピードをつけると、がら空きの頭に第三の手を叩たたきつけた。

　オーガの体は一瞬びくりと反応し、それから微動だにしなくなった。そしてゆっくりと体が倒れていく。ずしんと音を立てて倒れるオーガに近づくも、あれだけ立ち上がってきたこいつに警戒を怠れなかった。そしてオーガが魔素と魔石に変わり始めてようやく肩の力を抜いた。







　魔石を回収した俺が、真っ青な顔で女の子座りしているリュディの下に戻ると、彼女は弾丸のように俺に飛びついてきた。なかなか良いのが腹に入ったが、リュディにはもちろん何も言えなかった。

「馬鹿、なんで一人で無む茶ちやしているのよ！」

　リュディの罵声はなぜだか心地よかった。生きているからだろうか。

　彼女の頭をなでる。リュディの髪は少し汚れていたけれど、俺の髪とは比べものにならないくらいさらさらだ。リュディの頭を抱き寄せながら、鼻で息を吸うと、完熟した桃と言えば良いのか、なんだか甘ったるい匂いが頭の中に入り込んできた。

　そしてもう片方の手でリュディの体をしっかり抱きしめる。体は細かった、それでいて柔らかかったし、温かかった。そしてようやく実感し、体中から喜びがあふれ出てきた。

　守ることが、出来た。

　彼女の口からは未いまだに罵声が漏れている。「ばか」「うそつき」「女の敵」「変態」と皇族にあるまじきののしりだ。だけど俺の体に巻き付いた腕はほどかれることはなかった。そしてののしりを聞けば聞くほど俺の心は満たされていった。

　もちろん体がぞくぞくするようなご褒美で満たされているのではない。彼女が純粋に俺を心配してくれていたからこそ出る言葉を聞けたからだ。

「ごうずけ、あんだだにやあっでんのよぉ」

　現にリュディの言葉は震えていた。最初は普通だったのに、一言、一言喋しやべる度にどんどん涙声になっていって、今では全部に濁点が付いているようで、もう何を言っているか分からなかった。

　さんざん俺を罵った彼女は、ようやく言葉を止める。そして俺の体に頭と体を押しつけながら、グスグスと鼻を鳴らしていた。

「リュディ……無事で……良かった」

　俺がそういうと彼女は顔をさらに強く押し当て、巻き付ける腕に力を込めた。それに返答するように、俺も少しだけ力を込めた。

　それから少しして、彼女は俺から顔だけ離すと、少しだけはれぼったくなった目でこちらを見た。

「ねえ、幸助」

「どうした？」

「ありがと」




　命をかけて良かったと思った。
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　先輩と合流できたのはそれから十分ほどした頃だった。リュディの泣きはらした後の顔を見たのち、俺に振り返った瞬間の迫力はトラウマ物だった。すぐさまリュディが誤解であることを伝えると、先輩は本当にすまないと謝り、良くやったとさんざん褒められ、結局怒られた。

「何で私を置いていったんだ！」

　それに関してはもう。

「すみませんでした」

　と謝るしかない。さっきは褒められたのにこの落差は酷ひどい。俺が謝ると先輩はからからと笑い、

「しかし、リュディは羨ましいな。命をかけてまで助けてくれる人が居て」

　そう言うも、先輩は大きな勘違いをしている。

「いや、もし先輩がリュディと逆の立場だったら、やっぱり俺はダンジョンに突入していたと思いますし、リュディも多分来てましたよ？」

　なあ、とリュディの顔を見つめる。彼女は小さく頷いた。

　先輩は嬉うれし恥ずかしそうにそうか、と一言言うと俺とリュディをぐっとだきよせた。先輩の肩に俺の頭が乗っかる。ポニーテールにしていることで見えるうなじに、思わずどきりとしつつ、リュディとはまた違った先輩の匂いを堪能する。

「本当に二人が無事で良かったよ」

「……心配かけてすみません」

「まあいい、私も言いすぎた。なにさんざん私に心配をかけたんだ、なんらかの形で返して貰もらうぞ？」

　そりゃあ、

「もちろんですよ」

「本当にありがとうございます」

　さて、ずっと先輩に抱きしめられたままではいられない。正直に申し上げれば、視覚、聴覚、嗅覚、触覚を全開放しこのまま先輩を堪能していたいところではあるが、そういうわけにもいかない。

　先輩から離れるのは忍びない事ではあるが、なんとか意識を切り替えて離れる。ここは生きたダンジョンである。

「さて、本当ならこのダンジョンをなんとかしたいところだが、方法が分からない。心残りだが、第一目標のリュディを助けたことだし、脱出しよう」

　先輩はそういうも、もちろん俺は知っている。歩き出そうとする先輩を第三の手で制止する。

「待ってください。実は……俺はその方法を知っています」

　まあ知ってるんだけど、色々と問題があったりもするんだよなぁ。

「なんで知っているのよ？」

　リュディは首をかしげるとそう言った。

　一瞬困ったものの、とりあえず「前に花はな邑むら家にあった文献で見たことがある」だなんて事をそれっぽく言うと、不思議なことに先輩とリュディはあっさり信じてくれた。花邑家で見たわけじゃないし、そもそも文献がエロゲという事以外はほぼ本当だからだろうか。

　もしかしたら先輩はいろいろ思うところがあったかもしれないが、あえて黙ってくれている可能性もある。いや、可能性があるどころではないな。きっとそうなのだ。先輩の立場で考えればダンジョンでの俺は異常すぎた。

　噓をつくことで多少の罪悪感を覚えながらも、俺達はダンジョンの機能を停止させる為に先へ進むことになった。

　だがなぁ。

「どうした、浮かない顔をして」

「いや、その。実は停止させるのは簡単なんだけど困難っていうか……」

「それ、真逆じゃない」

　言うが易し、行うが難しである……いや言うのも難しいか。このダンジョンにはやばいのが残ってるんだが、全く言い出せない。

　終着点はすぐ近くだった。リュディがかなり奥地にいたこともあって、オーガを倒したところから十分もかかっていない。もちろん俺が正解のルートを選び続けたからなのだが。

「さてと、ここだ」

　一応ボスであるオーガを倒したとは言え、未だダンジョンは健在であり稼働中だ。モンスターは現在も入り口から溢あふれているはずである。それを止めるためにはこのダンジョンのエネルギー供給元を止める必要があった。

　進んだ先は行き止まりになっていた。しかしその行き止まりの壁には魔法陣が描かれており、そして中心部には磨いた黒曜石のような巨大な魔石が埋まっていた。

　見ればその黒曜石のような魔石から、魔法陣に魔力が伝導しているように見え、また魔石の中心には何かを差す穴が開いている。

　その黒曜石の魔石と魔法陣の前には、宝箱らしき箱、何かを設置する台座、長い鍵のような棒が置かれていた。またその棒は幾何学模様が描かれている。

　気になるものはいくつもあるが、真っ先に宝箱へ向かう。そしてそれを開けて深いため息をついた。そして目を閉じて天を仰ぐともう一度息をつく。

　入っていたのは予想していた物だった。

「どうするか……」

　いやもうここまで来たのだからやって貰うしかない。

　あったのは三着のエッチな水着、そして一枚の紙だ。紙に書いてある文字は読めなかった。しかし俺は書いている内容を知っている。もし『ＭＫＳ73』や『エッロサイエンティスト』のような古代語を理解出来るパーティメンバーがいない場合は、いったん町に戻り翻訳してから再度突入することになっていたであろう。今回の場合は読める人物はいないが、俺が理解しているから何ら問題ない。

　いや、問題だらけだった。

　ほんと何考えてるんだろうな、このゲーム制作陣は？　頭に虫がわいているとしか思えない。

　……さて、このダンジョンの機能を停止させる為にはダンジョン内にエネルギーを補ほ塡てんしている、このエネルギー炉ろを止めなければならない。

　邪神教のヤツはこの『エネルギー炉を起動させる魔法』と『邪神へ人を生いけ贄にえに捧ささげ召喚する魔法』と勘違いしていた。

　彼らはリュディを邪神の生贄に捧げるつもりだったのだが、した事は自分を犠牲にしてこのダンジョンを活性化させてしまっただけである。

　ゲームではそんなシーンがイベントＣＧと共に見られたのだが……。リュディに詳しく聞かないと正確な事は分からないであろうが、多分今回もそのような状況だったんだと思う。

　さて、この黒曜石のような魔石からエネルギー供給を断ち切れば、このダンジョンの機能が停止するのだが、ゲーム版ではどんなに頑張っても壁の石や文字を破壊できなかった。多分今回も同じであろう。まあ変に壊して暴走させてしまうよりかは、最初からこの棒を使って機能を停止させた方が良い。

　コイツがまた厄介だ。何が厄介かって、このエネルギー炉を止める方法である。

　そもそもだが、ＲＰＧ系のエロゲで強いボスの後には大抵何かがある。それは何か？　紳士淑女エロゲプレイヤーならもちろん、エロゲ初心者でも簡単に答えられるだろう。




　ご褒美である。




　マジカル★エクスプローラーもそれは例外ではない。今回のイベントではこの魔石と魔法陣からなるエネルギー炉を止めることが、エロＣＧを入手出来るイベントになっている。

　俺含む紳士淑女達はエネルギー炉の設定に呻うなり、感嘆し、尊敬と愛を込めて「エ炉ろ」と呼んでいた。工こう炉ろではない。エロである。

　俺はその宝箱に入っていた紙を先輩とリュディに見せる。正直に言えば、これはエロゲ界に新たな一ページを刻むレベルの、凄すさまじい設定だと思っていた。これから第二第三のエ炉が出てくる、そう思えるほどの革命的設定だった。

　ホント、凄まじすぎて今現在吐き気を催してる。ふざけやがって。

「意味が分からないわね……」

「いや、俺は分かる。分かるんだが……」

　と言葉を濁す。先輩とリュディは不思議そうに俺を見た。

「一体どうしたのだ？」

　いや、もう言うしかないのだ。止めるためにはアレは必須だ。もうここまで来てしまったんだ。覚悟を決めろ。

「そ、そのだな。このエネルギー炉を停止させるには、この棒をあの穴に突き差せば良いのだが……！」

「差せば良いじゃない？」

「いや、その、停止させる為には棒に特殊な魔力を充じゆう塡てんしなければならないんだよ」

「特殊な魔力？」

　エ炉を停止させる為には、あの魔法陣の中心にある黒曜石の穴へ、特殊な魔力が循環した棒を突き差さなければならない。しかし現在その棒に魔力は通っていない。しっかり棒に魔力が行き渡っていると白く発光するはずだが、今はただの棒である。

「そう、その特殊な魔力はあの台座にこの棒を載せ、あることをすれば充塡出来る……」

「ならすれば良いじゃない？」

　いや、そうなんだが。

「瀧たき音おと、あることとはなんだ？」

「そ、その。棒を設置すると、魔力ディスプレイが浮かび上がり、そこに人型のシルエットが表示されるんだ」

　先輩はその設置場所を見て「確かに不思議な魔法陣があるな」とその陣を指でなぞる。

「で、だな。そのシルエットと同じ格好ポーズをすれば、その台座の魔法陣から棒に特殊な魔力が送り込まれる仕組みなんだが」

「そんなので充塡されるの？　不思議な仕組みね」

　いや、ここはエロゲのダンジョンだ。そんなので終わるわけないだろうが。しかしこれを言ってしまって良いのだろうか。いっそ言わずにヤって貰うか？

　無理だっ！

　無理に決まっている。今回の場合、黙っているなんて俺の心が耐えられない！　それにヤり始めたらすぐにばれてしまうし、ほかにもやばい条件があるんだぞ。言わないという選択肢はない。

「一体どうしたのよ？　はやく言いなさい」

　背中が冷たかった。冷や汗が止まらないのに、口の中はカラカラだった。

　だけど、言わねばならない。意を決して口を開く。




「その、だな、その現れるシルエットが………………え、エッチなポーズらしいんですっ！」




　先輩とリュディの顔が一瞬で真っ赤になるのが分かった。

「は、はぁぁぁぁぁぁぁぁああああああ!?」

「しかも、あの宝箱に入っている、みっ、水着を着た状態じゃないとだめなんですっ」

「な、なによそれ。馬鹿じゃないの!?　えっ、えっちなぽーず？　そ、それに何で宝箱に水着が入ってるのよっ!?」

　おっしゃるとおりでございます！　でもエロゲだから仕方ないだろ、すぐ近くで使えるコスチュームぐらい入ってるのは必然だろぉ！

「いや、これは馬鹿に出来ない防御力だぞ……」

　いつの間にか移動していた先輩は黒い水着を親指と人差し指で摘まみ、耳まで真っ赤にしたままそう言った。

　開き直って大声で叫びたかった。当たり前だろ！

　そりゃぁ一部キャラの最強防具が、エロ下着風装備のマジカル★エクスプローラーだぜ？　見た目と防御力をイコールで結んではいけないに決まっている。国民的なゲームだってクッソ防御力の高い水着があるし、そもそも立絵がビキニアーマーだろ！

　俺はすぐさま地べたに正座し、勢いよく頭を下げた。それはもう三点倒立できるぐらいに頭を地面にこすりつける。

「それしか方法がないんです！　俺のせいじゃないです！」

　馬鹿も休み休み言えと思うよな、残念ながら馬鹿が次から次に来るんだぜ。ほんと設定を考えたライターやディレクターは頭のネジがぶっ飛んでる。

「冗談もほどほどにしなさいよ！」

　とリュディは俺の横から棒をひったくると、壁の黒曜石に突き差す。だが、どこもかしこも反応しなかった。

「この棒、壊れてんじゃないのっ!?」

　棒どころじゃなくてこの世界の設定自体がイッちゃってるからなぁ。そもそもエロゲ自体がぶっ壊れ性能だしなぁ。

「その、書いてある通りなら、エッチなポーズをすればすぐに魔力はたまるはずなんです。出来れば一人よりも二人同時の方が早く終わります。俺のせいじゃありませんっ！」

「こっ、この水着か……」

　先輩はエッチな水着を指で摘まみぷるぷると震えながらそう呟く。

「うぅぅぅぅううう」

　まあ、クソ設定はそれだけじゃ無いんだよなぁ。

「その、ですね。あとは、なんですけど、これを充塡中にちょっとした注意がございまして……」

「ま、まだ何かあるの……！」

　ああ、ある。それもやばいのが。もしコレが一般エロゲの世界だったらここまでやばい設定ではなかっただろう。『水着を着せてエッチなポーズ』というエロ設定に満足してしまうからだ。しかし一般のエロゲには至らない、さらに一つ上のぶっ飛んだ設定を突っ込んでくる。それがマジカル★エクスプローラーだ。

　そもそも水着を着せてエッチなポーズをさせるだけでは、エロゲマスターの紳士淑女達は唸うならない。じゃあ何に唸ったかと言えば、さらに追加の設定があるからだ。

「実はですね。ポーズを間違う、もしくはですね……じゅ、十秒経過するごとにですね………………え、エッチな気分になるガスが噴出されましてですね……！」

「あああああああああっ!?」

　エッチな気分になるだけで、毒じゃないんです！　毒じゃないんですっ！　証拠に男には全く効果ない！　む、むしろだ。このイベントが終わると。

「で、でも人体に悪い影響が有るかと言えばそうではないんだっ。ヤり終わった後はよく温まり、湯冷めもしにくくて、肩こりや冷え性に効果があるらしくてだな……」

「温泉の効能なんて要らないのよ!?　そもそも……えっ、え、ええ、えっちになる時点で悪影響じゃないっ！」

「はっ、た、確かにっ！」

「バカじゃないの?!」

「い、いやでもどうしても必要なんだ！」

　ああ、本当にこの設定を考えたヤツをギッタギタにしてやりたい。お前さ、常人の理解の範はん疇ちゆう超えるよ。エッチな気分になるガス噴出される場所で水着着てエッチなポーズするだなんて馬鹿じゃねえの!?　エロゲかよ!?　ここはエロゲ世界だよぉぉぉ!!

「え、エッチになるなんて無理よ！　そ、そうだわ、幸こう助すけがやったら良いじゃない！」

「むっむりむりむりっ、ど、どうやって着るんだよ！　あられもない姿になるぞ!?」

「着られないんだったら全裸で行けば良いでしょ!?」

「ぜ全裸ぁ!?　ぶっ飛びすぎだろ！　なら服着たままで良いだろっ！」

「あっ……」

「その考えに至らなかったのかよ！」

　耳の先っぽまで真っ赤にしたリュディに文句を言う。しかしリュディも吹っ切れてしまっていた。

「とりあえず、脱ぎなさいよっ！」

「いやまて。ちょ、手をかけるな！　全裸は……せめてパンツ、パンツをはかせて欲しい！」

　と俺達が言い合っていると、先輩が口を開く。

「わ、私は瀧音を信じよう」

　俺とリュディの首は同時に先輩へ向いた。それも凄まじい速さで。

　先輩の顔は真っ赤になっていた。もう耳まで真っ赤になっていた。

「確かに瀧音は目線がそのなんといえばいいのか、いかがわしいと言えばいいのか、そんな視線の時もある」

　俺の目線ってそんなエロかっただろうか。いやうなじガン見したりしてたもんな、どう考えてもエロいな。

「しかし私は思うのだ。瀧音はここで噓を言うだろうか、と。多分本当にそうしなければならないんだろう」

　リュディは言葉に窮しているようだった。棒を見て俺を見て、棒を見て俺を見て、そしてやがて何かを言い聞かせるように、ため息をついた。

「…………幸助はそんな噓をつきません。わ、わ、分かったわよ、幸助はその、信じられる人だし。で、でもこんなのは今回だけだからね!?」

　今回だけですめば良いんだけど、ここはマジエクの世界なんだよな。ほかのダンジョンのエロやばい奴やつに比べたら、ここのってエロ度はむしろ低いんだよなぁ。

「そ、そうか……ありがとう」

　な、ならばだ。

「それで、ですね。大変申し訳ないのですが水着を着てくれないでしょうか？」

「うううう、分かったわよ、着れば良いんでしょ着ればっ！　ぅぅっ……ほらっ早くよこしなさいっ！」

　とリュディが顔を真っ赤にしながら手を差し出す。しかし俺は困ってしまった。いや、だって宝箱の中にはさ……。

「その、水着が三種類あるんだけど……」

「もぉぉぉぉぉぉぉっ、なんでもいいわよぉっ！」

　マジギレである。リュディが憤慨しながらこちらにやってきて、宝箱の中にある水着を見つめた。そして誰が見ても分かるほど狼ろう狽ばいする。

「うそ……。噓でしょ!?　ぜ、ぜ、ぜ、ぜんぶ……え、エッチな水着じゃない!?」

「分かってはいたが……こっ、これを着るのか」

　顔全体を真っ赤にした先輩は、水着を見てつぶやく。リュディは持っていた緑色のパンツを宝箱にたたきつけた。

「もう、分かったわよ。着替えるわ！　着替えれば良いんでしょっ!?　幸助っ！　あなたが選びなさい！　こんなの私じゃどれも選べないわよ！」

「すまないが、わ、私も選べない……」

　じっと二人の顔を見た後に水着を見つめる。もう一度赤い顔を見て水着を見つめる。

　そして理解した。




　俺は…………人生の岐路に立たされているのだと。




　先輩とリュディにエッチな水着を合法的に着せるチャンスが到来している。こんなチャンスは二度とないかもしれない。選べるのは一度きり。俺の脳内メモリーに刻めるのも一度きり。一体なぜここで適当に水着を選べるだろうか。目の前にあるのは緑、白、黒の神聖なる布地。天女をさらに上の天女として至らしめる、非常に重要なモノだ。

　普通の水着ならばサイズをまず確認してデザインを選ぶだろう。しかしこの水着の凄すごいところは魔法で作られた特殊な水着で、非常に防御力が高いことと、自動でサイズ調整をしてくれることである。ということはだ。サイズなど気にせず、純粋に彼女達に合った水着を選ばなければならない。

　辛つらすぎる。何よりここは現実で、ロードができないのだ。ＣＧとして保存することも出来ず、この肉眼を頼りに、忘却機能がある脳内に死ぬ気で刻み込まなければならない。ああ、なんて口惜しいのだろうか。どうして三種類全部着てくれない？　緑の水着を着たエルフらしいリュディも、白い水着の天使リュディも、黒の水着を着た小悪魔リュディも、緑の水着を着た凜り々りしい先輩も、白の水着を着たエロティックな先輩も、黒の水着を着た蠱こ惑わく的な先輩も全てが見たい。




　悩みに悩んだ俺は二つの水着をそれぞれに渡し、残る一つを自分の荷物に加えた。




　着替えを始めてからどれくらいの時間が経過したであろうか。もう良いわよ、とリュディに声をかけられたのは。

「幸助？　何で疲ひ労ろう困こん憊ぱいになってるのよ？」

「大丈夫か、瀧音？」

　と、二人は心配そうにそう言った。大丈夫だ、俺は衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、彼女たちの着替えを見たいという、男として当然の欲求を抑え込んでいただけだ。「雪ゆき音ねさんのおっきい……」「リュディだってすごく綺き麗れいだぞ」だなんて声を聞きながら全身全霊で抑え込んでいただけだ。

　いや、そんなのはどうでも良い。俺はいまそれどころではない。二人の格好が、格好が……。

「な、なによ」

　リュディは両腕で体を隠そうとするが、隠しきれていない。

「美しい……」

　リュディには彼女の好きな色である緑色の水着を選んだ。素晴らしい判断だったと思う。その白くみずみずしい肌のほとんどが空気にさらされ、大切な部分だけに緑色の布きれが添えられていた。またその布きれを支えているのは細いヒモで、大きな運動をしたらすぐにでもポロンしてしまいそうだった。

　先輩は白いビキニ水着だ。素晴らしい判断だったと思う。水着は着ればサイズ調整がされるはずなのだが、胸がこぼれ落ちそうなのは、どうしてだろうか。どう考えても明らかに小さい水着だ。これはあれだ、エロさを強調するために、わざと小さくサイズ調整されているのだろう。下だってとても小さくて、少しずれれば……。

「瀧音、そう言ってくれるのは嬉うれしいのだが、その、あまりじろじろ見られると……だな」

「そうよ。馬鹿っ、そんなにじろじろ見ないでっ。恥ずかしいんだから……」

「わ、悪い。早速だが始めよう」




　二人が指定の位置へ行くと、俺は二人を見て頷き台座に棒を設置した。

　すると足下に魔法陣が浮かび、俺たちの正面にディスプレイのような物が出現した。それから少ししてシルエットが映される。そのシルエットは所々に白い線が入っており、パッと見ても体のどの部位かが分かるようになっていた。また右下には砂時計が映し出され、だんだんと減っているのがわかる。これがエッチな気分になるガスが噴射される時間を示しているのだろう。

「い、急ごうリュディ」

　最初に映し出されたのは簡単なポーズだった。少し体を斜めにして顔の横でピースするだけだ。

　でも、なんでダブルピースなんですかね？

　ピンポーンと正解音らしき音が流れると、ディスプレイ左下にある棒のようなメーターが十分の一ほどたまる。どうやらこれで棒にどれだけ魔力がたまったかがわかるらしい。

　棒を見てみればうっすらだが、白く光っているような気がする。

「よし、正解だ。む。な、なぜだ？」

　狼狽する先輩の声を聞いて顔を上げる。すると今度は焦った様子でリュディが叫んだ。

「ちょっと、おかしいじゃない！　なんでカウントが進むのよ!?」

　もうね、おっしゃるとおりである。正しいポーズしたんだからカウントを止めても良いように思うが、残念ながらそうではないらしい。

「い、急げリュディ、瀧音の言うとおりならそ、その。え、エッチな気分になるガスが噴射されるのだぞ！」

「ううぅぅぅぅぅぅ！」

　どうやら今度は胸を強調するポーズのようだ。胸をすくうように腕を組み、少しだけ前のめりになることで、胸の谷間を見せつけるような煽せん情じよう的なポーズである。

　もう、体中の血液が沸騰しそうだった。

　今すぐに何もかもを投げ捨て、彼女たちの正面で屈かがみ込み、作り出されるであろう幸せと幸せの境界に全神経を集中させたかった。

　その絶景を正面から見たくて……見たすぎて吐きそうだった。でも彼女たちを思うと、そんな失礼な真似まねは絶対に出来なかった。

「こ、こんな格好できないわよぉ！」

「急げ、リュディ！」

　既にそのポーズを取りながら叫ぶ先輩。リュディはまだ覚悟ができていなかった。しかし残酷にも時間は刻一刻と迫ってくる。

　そして彼女たちがポーズをきめる前に、無慈悲にもガスは噴射される。

「んんんっ！？！？！？！？！？！？！」

「くっ……ぅうぁあ！」

　効果は絶大だった。

　リュディも先輩も顔を赤くし、目元がとろんと少し垂れまるで溶けたマシュマロのようだった。

「ふ、二人とも急げっ！」

　俺が叫ぶと二人ははっと我に返り胸を突き出すポーズをする。すると棒に宿る魔力がまた少し増える。

　次はしゃがんで上目遣いでこちらを見るようなシルエットだった。二人はこれ幸いとそのポーズを取る。すぐにクリアすると続いて次のポーズが映し出された。

　今度は両腕で後頭部の髪を一つにまとめているようなシルエットだった。脇を強調したいのだろう。普通のポーズであるが、さりげなくフェチの心を貫いてくる素晴らしいポーズである。

　それをクリアするのと同時に、二度目のガスが噴射された。

　もう、色々とやばかった。

　二人の顔だけでなく、体もほんのり桜色になっていて、体中から汗が噴き出していた。

　そして次の奴は……お尻を突き出すポーズだった。多分いままでで一番エッチなポーズといえるだろう。それが映し出されると二人の視線は俺に向いた。

　二人は何も言わなかった。けれどしっかり伝わった。




『お願いだから見ないで』




　断腸の……思いだった。目を閉じ、ストールで目元を隠す。見たくて仕方がなかった。見たくてしかたがなかった。見たすぎてしかたがなかった。しかし俺はあの二人が本当にやめて欲しいと思うことをやりたくはなかった。できるわけ……ないだろ……。

　リュディの悩ましい声が聞こえた時だった。天啓のひらめきが降りてきたのは。




　心眼なら、心眼なら見えるのではないか。




　俺はその場に座り込み、全神経を集中させる。求めるはリュディと先輩の悩ましい姿。集中しろ、ガスが噴射される音が聞こえても、リュディや先輩が悩ましい声を上げようと集中するのだ。




　一心不乱に集中するのだ。




　するとどうだろうか。

　先輩とリュディが汗だくで抱き合っている姿がうっすらと見えた。あのポーズはゲームでも見覚えがある！

　あれは二人以上居ないと出ることがないコンビネーションポーズだっ。成功することで大量の魔力が棒に注入される、ボーナスポーズだ！　汗だくで疲労困憊のリュディと先輩が、絡み合っていた。




　なんて、美しく魅力的な絡みなんだ…………！




　ファンファーレと同時に「よ、よしっ！　溜たまった！」先輩がうれしそうに声を上げる。

　俺は目を開けすぐさま棒を回収して、このふざけたイベントを終了させると、満まん身しん創そう痍いの二人の下へ駆ける。しかし二人の姿を見て違和感が俺を襲う。はたしてゲーム画面で女性達はこんなに衰弱していただろうか、と。

　いや、正確に言えば、ここではすごく疲れた様子、ちょっと疲れた様子の二つのパターンのＣＧが有ったような……。同じキャラ二回プレイしたな……あれ、そういえばこの棒って………………あれ？
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「あっっっっっっ!?」

　す、すっかり忘れていた。でも終わってしまったぞ!?

「はぁはぁ、どうしたの、こうす……け……」

　ふらりとリュディが倒れそうになり、それを先輩が支えようとする。しかし先輩も足腰にきていたようで、二人倒れそうになるのを俺が抱えた。

　リュディの頭と体が俺の左胸に寄りかかる。汗だくのリュディの髪は俺の頰ほおに張り付き、そのシャンプーとリュディの体臭が合わさったような匂いが俺の中に入ってくる。先輩はまた違った匂いだった。先輩の頭は俺の肩に乗っかっており、また俺の体に胸が押しつけられていた。それはどんな悪事を働いても、優しく抱え込んでくれそうな包容力があった。

　暴れだしそうな心を必死に抑え、今にも倒れそうな二人をゆっくり地面に座らせる。




　それから少しして彼女達は復活した。しかし二人ともまだ顔がほんのり赤いし、俺と目を合わせてくれない。しかし俺の側から大きく距離を取るわけでは無く、なぜかがっしりと服をつかんでいた。

「このダンジョンを停止させよう」

　そういうと、二人は目を合わせないまま頷いた。

　どうせなら三人で差そう、と俺が提案すると、二人はまた同じように頷いた。第三の手、第四の手で二人を支えながら立ち上がると、三人で光輝く棒を持ち上げる。

　そしてその台座へゆっくりと差し込んでいく。

　変化はすぐに起こった。差していけばいくほど、目の前の魔法陣の光がだんだん弱まっていった。すべて差し込めばこの光は完全に消え、ダンジョンは機能停止するだろう。




　ゆっくりと差し込みながら、リュディと先輩が満身創痍になってまでエッチなポーズをしていたのを思い出す。

　ああ、思い出すのが遅かった。宝箱に入っていた手紙を読めるキャラを連れてきていれば、こんなことにならなかったんだが。まあ、紳士達は無視して無む理り矢や理りやらせてＣＧ回収したんだけど。

　いや、過ぎたことだ、考えるのはやめて墓まで持って行こう。今更言えるわけがない。




　実は棒に溜ためる特殊魔力は四割あれば十分で、満タンにしなくても良かったなんて。
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　リュディを助けた翌日は慌ただしかった。特に毬まり乃のさんは半ギレ注意をしながら助けたことを褒める、いつぞやの時と同じ事をされた。

　一応褒められたとはいえ、俺が毬乃さんと姉さんに心配をかけたことは変わらない。しっかりすみませんでした、と謝ったら、彼女の胸元に抱き寄せられ、良くやったと褒められた。夢見心地な気分だった。口には出せないが姉さんの方が圧倒的にデカかった。

　再度狙われたリュディはいったん学園に行くことを休止するかと思ったが、そうはしないらしい。皇帝陛下にも一度顔を見せろと言われたらしいが拒否をしたとか。なんでもここには幸こう助すけがいるから大丈夫、だなんて言ったそうだ。でも俺にそんな期待されても、絶対助けられる保証はないし、命がけで助けに行くことぐらいしか出来ないと思う。

　それをそのまんま伝えたら、少しだけ赤い顔をして「十分よ、馬鹿っ」とか細い声で喋しやべり、部屋を出て行った。

　それからいつもの訓練を始めに滝の下まで行くも、今日は先輩がいなかった。

　多分風紀会の仕事だろう。副会長職である副隊長の先輩は、事前に少し仕事が有ると言っていたし。

　小さくため息をつく。そして冷たい水に体をつけると、いつもの定位置で目をつむり、滝に打たれる。

　頭に浮かぶのは、リュディである。基本的に彼女は幸せになるヒロインである。マジカル★エクスプローラーの主人公は必ず関わることになり、そしてリュディを助けることになる。それは必ず起こるイベントであり、解決に導かなければ特殊なルートを除き物語が進まない。

　だから、自らバッドエンドや特殊エンドに行かない限り、リュディは不幸になる事はない。

　しかし今回はどうだ？

　リュディは不幸になりかけた。物語通りだったら彼女が不幸になる事はなかっただろう。




　ヒロイン達が皆幸せになるためには何が必要だろうか？




　マジエクではリュディ含むヒロイン達が、幸せな結末ハッピーエンドに至るためには各々のイベントを起こさなければならない。もちろん戦闘も必要だ。それも数人のキャラはラスボス並みの強さが必要になってくる。しかもそれは必須のイベントではなく隠しイベントだったりもする。

　主人公は隠しイベントで彼女達を助けてくれるだろうか？　もし他のイベントと重なったら？　今回みたいにゲームとは違った流れになってしまったら？　リュディが、先輩が何かに巻き込まれたら？

　いったい、彼女達はどうなってしまうのだ？

　最悪の事態になったとして、俺は自分を許せるだろうか。

　ゲームのことを知らなければ、俺は彼女達を諦めていたかもしれない。助けたくてもどうしようもない状態になっていて、『冬だし花は散るだろう』といったように、必然的にそうなってしまうのだと、自分自身を納得させたかもしれない。

　しかし冬だからといって、花が散るだろうか？

　それが出来るからこそ、ゲームの主人公が主人公たる所以ゆえんなのだろう。だけど、今の俺はどうだ？

「ふうっ……」

　俺はゲームの主人公ではない。

　だが知っているのだ。数多あまたあるエンディングという、幸せと不幸を知ってしまっているのだ。そう、俺は彼女達の幸せを知っているのだ。

　煮えたぎるマグマのような熱い何かが自分の体を巡っていた。

　それは血ではなかった。それは物質ではなかった。情熱と愛情と決意が混ぜ合わさった意志だ。

　滝から落ちるその冷水も、まるで冷たいと感じなかった。彼女達のことを考えれば、必然的にこうなるであろう事は、理解していた。だけど少しでも心を落ち着かせることが出来ればと思ったが、結局落ち着くことは出来なかった。しかし落ち着いて考えたところで結論は変わらなそうだとも思う。

　ゆっくりと目を開く。




「俺は…………マジカル★エクスプローラーが好きだ」




　リュディが、水みず守もり先輩が、姉さんが、毬乃さんが。ななみがモニカ会長がルイージャ先生が紫し苑おんさんがカトリナがギャビーが桜さくらさんが皆が好きだ。

　この世界で出会ったクラリスさんが好きだ。そして過去が原因で不幸になっているヒロイン。呪いによって不幸になっているヒロイン。生いけ贄にえにされるヒロイン。世界のために自らを犠牲にするヒロイン。俺は彼女達も大好きだ。

　そんな彼女達が不幸になってしまって良いのだろうか？

　否である。

　断じて否である。俺の大好きな彼女達が、なぜ不幸にならなければならないのだ？

　なぜ幸せになる道筋ルートがあるのに、不幸にならなければならないのだ？

　ヒロイン達には幸せになって貰もらいたい。

　いや、なって貰うのだ。

　だが全員を導くとなれば、ラスボスを倒すぐらいの力が必要になる。隠しキャラなどがそうだ。主人公は彼女を助けに行くだろうか？　行くかもしれない。行かないかもしれない。どっちでも良い。どっちにしろ俺が行けば良いんだ。

「俺が強くなればいいんだ。もし皆を守るために……バッドエンドを迎えないようにするために魔王を倒すほどの力が必要ならば、俺は世界最強になってやる」

　瀧たき音おと幸助のイベントとかもはや知ったこっちゃない。もし有益だったらやれば良いし、無益だったらやらなければいい。もう、好きなように行動しよう。

　それでたとえ俺がヒロイン達を助けたとして、それから主人公とどうなろうとかまわない。ヒロイン達が幸せそうに笑ってくれれば、それでいい。

　よし、ならば最強を目指すために、目標を立てようではないか……いや、前の目標とあまり変わらないか。

　身近な目標は『生徒会』『風紀会』『式しき部ぶ会』の『三会』メンバー、そしてアペンドディスクで追加および強化されたヒロイン達、『アペンド四天王』超えだろう。まずはダンジョンで修行。時期を見て三会メンバーと四天王に下克上だ。

　続いて三強。『水守雪ゆき音ね風紀会副会長』、『モニカ・メルツェーデス・フォン・メビウス生徒会長』、そして最終兵器『初代聖女』。彼女達を超える力を手に入れよう。

　そして三強である彼女らと並ぶ強さを持ち……魔王ですらソロで倒すことの出来るマジカル★エクスプローラー主人公。彼をも超えて最強になってやる。そして至った暁には。




　俺がみんなをハッピーエンドに導いてやるのだ。




　滝の下で俺はそう決意した。







[image: エピローグ]




　入学式と言えば、何をイメージするだろうか。

　一般的な日本人だったら新品の制服を着た学生に、新たな門出を祝うかのように咲き誇る桜じゃなかろうか。俺の頭の中に浮かんだのはまさにそれだった。

『桜』といえば日本文化に馴な染じみの深い植物だ。木いっぱいに可か憐れんな花を咲かせた姿は、古くから人々を魅了し、その足下では盛大な宴会が行われてきた。

　桜は非常に好きだ。風に攫さらわれ舞う花びらは瞬まばたきを忘れるような美しさを魅せ、散って落ちた桜が地面を桜色に染めた姿は、美麗でありながら哀愁が漂う。そんな情緒溢あふれる風景の下でする気心知れた奴やつらとの宴会は、これ以上ない幸せのひとときだ。

　また俺個人だけかもしれないが、散って緑色に染まった木々も大好きだ。閑散とした広場なんかで控えめに立つその緑の木々は、一つの時代が終わったかのようなノスタルジックな気分にさせてくれる。

　さて、一般的な日本人に愛される桜は、エロゲやギャルゲにおいても愛されている花と言えるだろう。

『桜』を冠したゲームタイトルがいくつもあったり、桜の木の下で重要なイベントが発生することもあれば、ヒロインの名前に使われることもある。

　マジカル★エクスプローラーでも、桜は登場する。主人公は学園近くにある寮から桜が植えられた道を通り、学園に行くのだ。

「はぁ……」

　俺が数日前に下見した時は、まだ蕾つぼみだった。どうやらここ数日の暖かさに堪えきれず、見事なまでに飛び出してしまったようだ。道の左右に植えられたいくつもの桜は満開で、思わず足を止めてじっくり鑑賞したくなる。

　そう、鑑賞したいんだ。本当は。そう、時間さえあれば。

「まさかあんなにイベントが発生するなんて……！」

　桜の木々を横目に、急ぎ足で進んでいく。

　確かに余裕を持って家を出たのだ。入学式の準備があるらしい毬まり乃のさんや姉さんから二時間遅れ、寄るところがあるらしいリュディ達から遅れること一時間。ゆっくり歩いても十分前には到着する、そんな時間に家を出たはずだった。

　だが、実際はどうだろうか。学園寮から学園に来るために、必ず通らなければならないはずの道であるが、学生は一人も見当たらない。

　まあ、もう入学式が始まっている時間だから、いる方がおかしいのだが。

　仕方ないと言えば仕方ないかもしれない。足を痛めた老人を見つけ、それを無視して学園へ行けるだろうか？

「主人公とは大違いだよなぁ……」

　ゲーム『マジカル★エクスプローラー』の主人公は可愛いヒロインからメールを受け取ったり、入学式にパンをくわえた美少女ヒロインと接触し、ハーレムの礎を築き始める。だというのに、俺はおじいちゃんのヒーローだ。だけど良いことをした自覚はあるし、とても感謝して貰ったから悪い気なんてこれっぽっちもない。むしろ充実しているぐらいだ。

「今、何時だ？」

　ポケットに手を入れ、取り出したスマホを開き、届いていたメッセージを確認する。毬乃さんから届いたメッセージには『分かったわ、ゆっくり来てね』という文字に、たくさんのハートマークと、現代アートを可愛くしようとして失敗したようなイラストが添えられていた。そんな気持ち悪いイラストから目をそらし、隅に表示されていた時間を確認し思わずうなる。

「フラグなんてバッキバキに折っていくつもりだったんだけどな」

　マジカル★エクスプローラーにおいて主人公と瀧たき音おと幸こう助すけが初めて出会うのは、入学式の日である。寝坊した主人公は食パンをくわえた美少女ヒロインと接触したあと、美少女のハンカチをひろう。その後桜の木を見て、美少女の桜色パンツを思い出す。そう、エロ回想が始まる。我に返った主人公は学園へ行くも、門はしっかり閉まっていた。そこに瀧音幸助が登場。二人協力し門を飛び越えるも、サブヒロインの先生に見つかり説教を受ける。そんな流れだったはずだ。

　俺はそのイベントを無視するつもりだった。遅刻するつもりは全くもってなかった。

「その、なんだ。運命みたいなモンでもあるのかな……てか男と運命ってアレっぽくきこえるのは何でだ？」

　思わず呟く。視線の先では、一人の男子生徒が途方に暮れていた。ただただ呆ぼう然ぜんと閉まっている門を見ていた。

　そいつは暗い色の髪のショートヘアで、イケメンでもなくブサメンでもない、ちょっと可愛らしいがいたって平凡な顔だった。また学園の制服を着崩すことなくキッチリ着こなし、学園が推奨している鞄かばんを手に持っていた。

　あの普通っぷりは間違いない。アイツはゲームの主人公だ。

　心の中で苦笑しながら、彼の隣まで歩く。そして俺はわざとらしくため息をついた。

「あーあ、閉まってるよ」

　俺は独り言のようにつぶやき、門を見つめる。そして主人公に向き直った。

「よっ、お前も新入生？」

　マジカル★エクスプローラー主人公は俺を見て口を半開きにしていた。

　まあ気持ちは分かる。彼は俺の言葉で新入生と分かっただろう。しかし新入生だからこそ、俺の格好に違和感を覚えるはずだ。新入生のくせにボタンは外すわ、シャツは出すわ、ネクタイは緩めるわ、タイピンは胸ポケットにつけるわ、首にはどでかいストールを巻いてるわで、真面目を絵に描いたような彼とは対照的だ。ちなみにゲームの瀧音幸助も大体こんな感じの格好だ。マフラーとストールの違いはあるが。

（なんだこのチャラい男は……？）

　彼は今頃そんな事を思ってるんだろう。顔に書いてある。俺だってそう思う。なんで入学式の日だって言うのに、コイツはこんなに服装がチャラいんだ、なんて。失礼承知で口に出していたかもしれない。

「う、うん。そうだよ」

　彼がそういうと、俺は頷うなずく。そして学年によって色分けされたタイピンに手を添えた。

「ごらんのとおり、俺も新入生なんだ」

　見えないだろうが、そんな事を言ってみる。彼はふえぇ、なんて呟つぶやいていた。その姿を見て思わず笑ってしまった。可愛らしい美少女だったら映えるというのに、残念ながらしっかり付いてる男である。まあ彼はエロゲありがちな中性的顔立ちだから、かわいいっちゃかわいいか。

　さて、これからどうしようか？　こうなってしまったらゲームと同じように話を進めてしまおうじゃないか。門を乗り越えた事で怒る、あの全身アロマセラピー先生サブヒロインは嫌いじゃないし、むしろ嫁だ。怒って貰えるなんて、そりゃあもうご褒美じゃないか。

　となればだ。まずアレをしようか。一度で良いから言ってみたかったんだ。まあ、ゲームの瀧音幸助と同じ台詞せりふを使うのはなんとなく癪しやくだが、あの台詞はすごく痛カッコイイから許してやろう。

　それに何よりだ。あの台詞は、今の俺が掲げている目標を必ず達成してやるという宣言にもなる。そう、マジカル★エクスプローラーのキャラクター達全員をハッピーエンドに導くために、至らなければならないものだ。俺はにやりと笑い、親指を立てる。

「まだ名乗ってなかったな」

　立てた親指をゆっくり自分に向け、空いている片手を腰におき胸をはる。

　さあいくぞ。世界最強に至れるマジカル★エクスプローラー主人公『聖ひじり伊い織おり』に。

　俺は、今ここで、宣言するんだ！




「俺の名は瀧音幸助！　このツクヨミ魔法学園で最強になる男だ！」
















　あとがき




　ごきげんよう。入いり栖すと申します。

──謝辞──

　私の無茶なお願いを快く引き受け、妙々たるイラストを描いてくださった神かん奈な月つき昇のぼる先生、素敵な紹介漫画を描いてくださった緋ひ賀がゆかり先生、問題ばかり起こす私を見捨てなかった宮みや川かわ夏なつ樹き様（数万文字オーバーの原稿を受け取ったときは絶句したかと思います。猛省して次回は更に加筆します）。

　そしてＷｅｂ版から応援してくださった皆様、この本を手に取ってくださった皆様。

　心よりお礼申し上げます。あなたが手にしている本は、私の夢が結晶となった物です。

──マジエクの内容に関して──

　Ｗｅｂ版からの方はご存じかと思いますが、この一巻はプロローグ部分に該当します。更に面白くなりますので、続刊購入のご検討よろしくお願いします！

──ご報告──

　マジエクのコミカライズ版が２０２０年初頭頃ヤングエースＵＰ様にて連載予定です。

　こちらの応援もぜひぜひよろしくお願いいたします！


入栖





















マジカル★エクスプローラー




エロゲの友ゆう人じんキャラに転てん生せいしたけど、ゲーム知ち識しき使つかって自じ由ゆうに生いきる








入いり栖す





角川スニーカー文庫





2019年11月1日　発行





ver.002





©Iris, Noboru Kannatuki 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『マジカル★エクスプローラー　エロゲの友人キャラに転生したけど、ゲーム知識使って自由に生きる』

2019年11月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg
YIOANKIIATA—F—

Magical Explorer

Se—T—v \ \ 3’
= L b f w &
RS ~ :
Relncarnated as a Eroge Hero s Frlend &S
Cre
AR A )
ﬁ\/\ I 1 Ilve freely wit/h my Eroge
O{\

"%5%\

BINRAZ—H—-XE





item/image/p278.jpg
BB o

p
l O.V.._ D - 7 Magical Explorer

Reincarnated as a Eroge Hero’s Friend
Eroge knowledge.

ve freely with my






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p198.jpg
BB o
ax? z
B ._..._E._. m @Lnﬁ% Magical Explorer

Reincarnated as a Eroge Hero’s Friend, |
Eroge knowledge.

ive freely with my





item/image/p116.jpg
ate

PR

H YD L RN RLARBATEEOE, L EiE S L,

H%@Xﬁﬂ&iﬁﬁifc%?ﬁt:b%&g bhtcd 5T, A TERICELEY H
h, fex /B LBh T3,

EIROKRIBOEY 2 { FHBKDOH R L TIHMANLTIEELRIET LS
7o BT THANTBIRE NG CIRZVERICTH L T0b, ZORELS 344
TILHIHT2THA .

ST, #HREZEDZ, BABELPLLI IDEST. 2 S3LKROREOR
Tha) 274 %S L3, FBEICIIDL 6 L BT 5, LAERTERS
FTMEH LT,

ZOMCHU TS L TEDH 2D, EIRLERNICASABLDE 5 LU,
TeREUARKICE ) DEDE N, [EDTTEHRL L,

KEDT TR L L L REEDPKRIBLDIED, Fealthf 71D 2RI L C
Vw3 LX) T BEZOYICHKERT L S IChoT, BEDIRICA D IBEEE
DI, FLBELESDRRECEVH DI, P> THAERRZ LT
VB, RERE, L LERFLES . KIRBEA O ODBIEF IS EFL, &

FERRBIEFECIC R THL . b, HIZEMER > TRIBE RET
Y, HR—AIFEL, LOKREFTNE D,

STHEDHEY, EONTHEH L, 337D IHRENS.

AR A,

T






item/image/p071.jpg
OB oo
_ _ _ ._..._E_. m » b ‘h ulvm +D H@ %'.un mE %% Magical Explorer U

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, |
Eroge knowledge.

live freely with my





item/image/allcover-001.jpg
5 Al

TETRES,

NEEHLET

T~ LB S ETSTRLTT.
BUCOATIORY ~ LICTRER 1.
AU SOV RS TR 5
& BHBALTHUELES (R-18).
COARERINC 1B TN,
HEFRIELTT.

15Zh HEAR
SEGEOASAN—9—
BICROEABHDORP U BBVIE,
WAOHE [t HATE 5
COMIE [RINIKIIZTO-5—] O
ASAMEBET BT EIBYE L,
RIES—RDA SAMEALRIBOT
BLAETIH, FRIFTOTESHEL
<BEVBUET.

DI-AFREARAR
BIFYA AR IR 1 W)

| IUAAKTIZTA-5—

=¥

B —S—] 1N

CEROESET —L" [RINIKIIZRTO—5—].
BETOYF—LTF— MERFIVEFDETETOEAR !
e DETABAS ERSITBERAF ¢ SICHEEL TV,
R EBCBTOT —LEPDRAAEABIHDH 5. TE
BIBEDETNEEOA VEDFREEMAXICTZT LT
HRZE ! BLIOFvSCEHRESORNE EWLSR
NF— MEBECH—R_ORHENBHD>TNT—
[ENESRAF v SBATREBRUT, FEHFICEST
PHH ! WHOS—LAHRES T, FEAEETRLES |
IOYEREBEKE S (CRRY D804S !






item/image/p272.jpg
BN - R

I_I ._..._E._. m wmig.\u Magical Explorer

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I’
Eroge knowledge.

ive freely with my





item/image/p069.jpg





item/image/p023.jpg
N
- f / . \






item/image/p143.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/gaiji-dakuon-e.png
b S\





item/image/p107.jpg
OB o

m_ ._..._E_. m l W7®E:ﬂugﬂu\$\cf‘“/@i’j Zmomnw_mxu_cqmqv

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I'll live freely with my
Eroge knowledge.





item/image/gaiji-dakuon-a.png





item/image/gaiji-dakuon-n.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Chapter Select



		一章　プロローグ



		二章　友人キャラのピーキー能力



		三章　こんにちは花邑家



		四章　エルフの国からごきげんよう



		五章　水守雪音は女神である



		六章　花邑家での大騒動



		七章　スキル習得はエロエロに



		八章　異変



		九章　エロゲには必ずあるもの



		十章　決意



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p020.jpg
u M E CONFIG
_ _ ._..._E._. m EIA\/*»\ ,7@ot ]){]Wa—%u Magical mxu_o«m_‘v

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I'll live freely with my
Eroge knowledge.






item/image/p099.jpg





item/image/p137.jpg
u M E CONFIG
< m %Vfu mm“_ wﬁ. T @ ﬁ%@ Magical Explorer U

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I'll live freely with my
Eroge knowledge.






item/image/titlepage.jpg
IOFORAHERLHIL, F-bRRsTHALESS
A

MNAZ—H—&E
21874






item/image/p219.jpg





item/image/p284-285.jpg





item/image/gaiji-cid777.png





item/image/kuchie-001.jpg
—Author
Iris

iz H A

—lllust
Noboru Kannatuki






item/image/toc-001.jpg
Chapter Select &x

Magical Explorer

ACHIZTEES ZV7DE»STSITALS

KRFEZERILMTDS EER TOKES)

zalIt3bHTHLLD

s

lllustration: #z=AH
Design Work: #1L#& (B8 7Y 1 > EHAR)





item/image/p175.jpg





item/image/p003.jpg
BB o

_ ._..._E_- m 07 D n ]7 Magical Explorer

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I’
Eroge knowledge.

ive freely with my





item/image/p168.jpg
BN - R

t ._..._E._. m X \/vﬂ W %Emﬁ H@ l D. l n uluw Magical mxu_o«m_‘v

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I'll live freely with my
Eroge knowledge.





item/image/p122.jpg
BB o

HH ot m K@U@E jﬁmm LUA@T‘*@ N Magical mxu_SSU

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I'll live freely with my
Eroge knowledge.





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/kuchie-004.jpg
J91&3ﬁ®gkfbb\

—
B PRI PR o f JEE V0678250
P So—

{ZHTHAT R MSIE 18

l o






item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
P L > RSS2
BT EET
, ';A’GQ{E\‘ RS I E g,
E - v)w?
\ -~

A

VIS
&\
!_,g%

eE 5 T e
[ B it
RN
h B
/J”TAATSD'I% KBIBITIRATY
2o ULhURBRIOSDKFEREAR
o RIRBRENZR D TW 5o






item/image/p247.jpg
BB o

it (o U000 p——

Reincarnated as a Eroge Hero's Friend, I'll live freely with my
Eroge knowledge.






item/image/kuchie-003.jpg
( /K‘A&V

if@/m_cA_/taT_ﬂ SN5E

/

Event Gallery

N QO B asdagd — |

agic

e: M.

Scen

Kosuke Takioto

Character





item/image/p246.jpg





